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注意

このマニュアルのBAS工C編は、パーソナルコンビュータMZ-2000のシステムソフトウェアBASIC

インタープリタMZ-1Z001、右よびMONITOR編は同じく MZ-2000のシステムソフトウェア
MONITOR MZ-1 ZOO 1 Mにそれぞれ基づいて作成されています。

(1)多目的ノぐーソナルコンビュータMZ-2000では、システムソフトウェアをすべてファイル形

態のソフトウェアパック(カセットテープ、デ.イスケットなど)によってサポー卜されます。

各システムソフトウェアゐ、よび本書の内容は、改良のため変更することがありますので、フ

ァイルパージョンナンバーには特にご注意されるよう、右願い致します。

(2)本機は非常に複雑な機能および組合せを有する製品であり、出荷に際しては取扱説明書を含

めて充分なチェックをして万全を期して右りますが、万一ご使用中ご不審な点、右気付きの

ことがありましたら、もよりのシャープのサービス窓口(技術サービス部・サービスステー

ション・サービスフランチ)までご連絡願います。なお、運用した結果生じる影響について

は責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

(3)パーソナルコンビュータMZ-2000のシステムソフトウェアは、すべてシャープ株式会社の
オリジナルソフトウェアであ旬、著作権は当社が保有してお円ます。システムソフトウェア

ならびに本書の内容を無断で複製することは禁じられています。
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はじめに

このマニュアルは、パーソナルコンビュータMZ-2000の標準システムソフト

ウェアBASICインターフリタMZ-IZ00lの言言吾仕様と文法を解説しています。

フ。ログラミング言言吾BASICは、 Beginner'sAll-purpose Symbolic Instruc-

tion Codeの頭文字で、あるといわれているように、各種のコンビュータ 三語の

うちで特に初心者向きの汎用フ。ログラミング言語として開発されました。そし

て、多様な問題の解決にあたって、簡便に、しかもプログラマがコンビュータ

と対話する型式でフログラミングを進めることができるという特徴を持ってお

り、パーソナルプログラミングにうってつけの、効率のよいプログラミング言

語だといえます。

BASIC MZ-IZ00lは、パーソナルコンビュータ MZ-2000の特徴を充分に

発揮させるBASICインターブリタであり、各種のアルゴリズム設計、データ

処理、出力表示プロセス等にそれぞれ高機能を実現しています。同時に、高速

処理を指向した設計がなされており、初心者だけでなく、高度な各種のプロフ

エツショナル・プログラミングにも縦横に駆使できるインタープリタです。

本書は、 BASIC MZ-IZ00lの言語仕様、コマンドグループ、ステートメン

トグループ、ファンクショングループの順に章を-追って解説しています。

BASICインターフリタ MZ-IZ00lは、グラフィック 3画面のコントロール

を含んでいますが、カラーディスプレイコントロールは合んでいません。カラ

ーディスプレイを接続して使用される場合は、カラーコントロール用BASICイ

ンタープ リタ(別売:詳しくは販売庄にお問い合わせください。)をご使用くだ

さい。



BASIC MZ&iB 1 ZOO 1の概要

本章は、 BASICインタープリタMZ-1Z001の使い方、フログラミングの概要を解

説しています。

はじめに、 BASICインタープリタMZ-1ZOO 1の起動方法が説明され、つづいて、

動作モード、プログラムの構造、フログラムの構成要素、スクリーンエディショ

ン、初期設定値の解説が行なわれます。

BASICインターフリタMZ-1Z001に用意されている全てのコマンド、ステートメ

ン卜、関数は、つづく第 2章、第 3章、第4章で個々に詳細な文法解説がなされ

ています。

Chapter 

1 
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1.1 BASICインターフリタMZ-1Z001の起動

BASIC MZ-1Z001は、 MONITOR MZ-1Z001Mとともにカセ ットテープファイル中にあり、その使用に際してイ

ニシャルローデイングを行う必要があります。これは難しいことでで、はなく仁、 MZ一す20∞0∞0の電源を ONにした時、イニシヤル
ロ一デインクグ。を行う IPL(initial program loader)が自動的にス夕一卜するのでで、、あらカか、じめ、 BASICカセ ツトフアイル

をカセツトテテデ、..."J、

るのでで、その指示に従います(テ一フプ。は巻き戻 していること)入。イニシヤルロ一テテデ、守、イ ンクグ守によ つて、 MONITORMZ-1Z0∞01M 
およびBASICMZ-IZ00lがシステムにローデイングされ(図 1-1の左の写真はローデイング中であることを示してい

ます)、終了後図 1-1の右の写真に示すメ ッセージを表示し、 BASICが起動します。

" Ready"は、システムコントロールがBASICのコマンドレベルにあり、 コマンドを受け付けられる状態にあるこ

とを示しています。

(ソフトウェアの起動方法の詳細については、 Owner's Manualの「システムプログラムのイニシャルローテーイングの方

法」を参照のこと。)

図 1-1
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1.2 動作モード

システムソフトウェアBASICインタープリタの動作には、コマンドレベルの動作モードとステートメントレベルのプロ

グラム実行モードの2通りの動作モードがあります。コマンドレベルの動作モードでは、 BASICコマンドを直接に実行し

たり BASICプログラムテキストの作成・編集を行います。ステートメントレベルのプログラム実行モードでは、BASIC

コマンド RUNによ って BASICプログラムテキストを解釈し、その指示に従って各種の自動処理を行し、ます。

1.2.1 コマンドレベルでの動作

BASICのコマンドレベルの動作モードには 直接モード (directmode) と間接モード Undirectmode) の2通り

があります。

直接モードでは、 BASICの直接実行コマンド、たとえば、 RUN、LIST、SAVEといったコマンドの実行、あるいは、

直接実行命令としても使用できるステートメントを用いて、ちょうど電卓を使用するような使い方が可能です。

電車のようなイ更し、方としては、たとえば図 1-2に示すように、 PRINT文と、算術式によ って、演算 ・表示コマンドを

ヴえて、結果を直ちに得ることができます。

図 1-2

また、このような使い方では、プログラムの実行中、 STOP文やBREAK操作によ って中断させ、その時の各変数の値

を調べたり、値を代入したりするのが可能で、、デバッグ操作として使うことができます。

間接モー ドとは、 BASICプログラムの作成、編集(エディシ ョン)を行ーう モードです。BASICプログラムは、次項か

ら詳しく解説されるように、行番号をもっBASIC文の集合であり、 BASICに用意されているステー卜メントや関数に

よって目的とする処理のアルゴリズムを記述するものです。間接モードではカーソルエディションによって CRTディスプ

レイを見ながら編集作業を行うことができます。(1・5節を参照)
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1.2.2 ステートメントレベルでの動作

フ。ログラムのRUNコマンドによって実行モードへ移ると BASICインタープリタは、プログラムテキストに記述された

各ステートメントを解釈しながら各々の機能にしたがったデータ処理を実行して行きます。実行モードにおけるプログラ

マとのコミュニケーションは、各種入出力文によって行われます。

たとえば、 INPUT文の実行によって、必要なデータをキーボードから入力したり、 PRINT文の実行によ って内部デー

タをCRTディスプレイ上に出力したりのコミュニケーションがステートメントレベルによって行われます。

プログラムの実行を終了すると、動作モードは、コマンドレベルに戻ります。実行モードにある場合強制的にコマンドレ

ベルに戻すには匝函 十| SHIFT Jキーを押し、フ。ログラム実行を停止させます。なお、BASICには、 USR慨

による樹戒語ルーチンの使用が可能ですが、この場合の動作モードは、 CPUレベルの実行モードとなり、 BASICの管理

を離れることになります。もし、 CPUレベルの実行モードにある場合、それを件:止させるには、 リセットスイッチ(本体

背部にあります)を押し、 MONITORコマンドレベルへ戻すしかありません。
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103 BASICプログラムの構造

BASICプログラムは、何行かの順番に並べられたh (line) からなっておリ、それぞれの行には、プログラム実行、

手続きなどの動作 (operαtion) を指示する文 (stαtement) カヨ己述されます。

BASICプログラムの実行は、分11皮命令、参照命令等を|徐いて、原則的に文の並びの順に行なわれます。またBASIC

では、特別なフォーマット({wrmαt) 指定文や宣言文などの初期設定工貞日からフ。ログラムを始める必要はなく、プログラ

ム1-11の何怠の1jーから'夫行-を開始することも可能です。

1.3.1 行(line)

行は、行・番L;-と本文;とからなり、それぞれの行は、キャリッジリターンコードをセバレータとします。間接モードにお

バ 1fjを入力するは仁亘コキー(または副キー)を与えることによ って実行されます。

行番号

行番号-は、 1iーの冒頭に置き、行を示す役割を宋:します。行を定義するとし寸意味で、定義行番号 (de{init;on Une 

llumbe-r)とも L、ぃ、他の文から参照するために』記述する参照行番-";.(ref，σrenceline number)と医月IJして三うことがあり

ます。

定義行番けは、 1 -65535の範|吋の挺数か司:されます。 件行の定義行番サは、連続した数で・ある必要はないので、行ーの

追加仲人を考えて、 10ぐらいずつあけて設定するのが得策です。またAUTOコマンド(P.27参照)は-乏の増分で定

義行番けを自動的に発生してくれます。

IIIJ-.の忘義行帯匂-の行が入)jされた場合は、以前のものは無効となります。

本文

*文は、 1 つの行のなかで、定義行番目-に続いて 1 つの文または、複数の文を~D主します。

本文は、定義行番号と、キャリッジリターンコードを合めて 1行、目IJち160桁以内となるような文字列で日心主します。

本文を、投数文 (multistαlemenl) で記述する場合、文と文のセパレータとしてコロン 11 • 11 をイ史用します。

1.3.2 文(stateme.nt) 

BASIC文は、大きく実行文(execulαbles tαlement)と非実行文(non-executαbleslαlement)とに分類できます。

'た1j火はプログラムの重JJ作を百己述するもので各種の演算や代入、上回交、分l岐を処理する文があります。非実行文はフ。ロ

グラムに必要な']，'i幸|えの設定やポインタのコントロールを行うもので、配ゲIJ宣言文やデータ文、定義文、注釈文などがあり

ます。

直持モー ドで使HJする場介記述する文は、直:拡実行文 (direct mode executable s tatement)と呼ぶこともあります。
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1.4 BASIC文の構成要素

BASIC文は、予約語であるコマンド、ステートメント、組み込み関数、システム変数だけでなく、各種の演算子、定

数、変数名、配列名、式といった各要素とともに構成されます。以下、各構成要素について解説を行L、ます。

1.4.1 予約語(reservedwords) 

すべての予約語(キーワードとも呼ばれます)は、 BASICインタープリタ自身が管理している語であり、プログラマ

が任意に定義することができない語の集まりです。表1-1は、BASICインタープリタMZ-1Z001の全ての予約語をアルフ

アベット順に並べたものです。これらは、コマンド、ステートメン卜、組み込み関数、システム変数に対)必した独自の1引きが

あり、プロクゃラマが変数名などに使うことはできません。 (表1 - 1の予約訴の右の数~t:は、参照ページを示しています。)

囚 ABS一一ーーー一一一一・一一一一 82
ASC… ー 一ー一一一-一一一一一92
ATN一一ーーー ー…ー… .-86 
AUTO...... ー一一一一一一一一ー一27

BLINE..ーー 一一 66I図
BOOT.......一一一一一一一 30I回
CHANGE.ー一一一一ーーー一一・ー一一一一57
CHARACTER $..・94
CHR$..一一一一ーーー-_.-ー一一一91

CLOSE/T一一一一 一一一73
CLR一一 一一一一 .52 
CONSOLE ..一 一一一一一一54
CONT.ーーーーーーーーーーーーーー一一一一一一一29
COPy/p..ーーー…ーー -79 
COS.ー一一…・一一一一一ー 苧 85
CSRH .........................531図

CSRV..ーーー一一一 ー一 一53
CURSOR..一一一ー一一 53 

圃

回

固 一 39I図DATA....... 
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S

R
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O
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O
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INP一一一一一'ー一一一一... ー一一一-80
INPUT...................... 38 1園

INPUT/T.一ーー…ー ー 74 
INT.ー ー ーー一 一一一一一...83

KLIST.ー一一一一一一一一ーー 一一一一31
LEFT$ ー守・…ー ... -89 
LEN..ー守 一一一 93 
LET.一一一一-一宇一一一一一一一ーーー-34 
LIMIT.ー… ーーーー争 75 
LINE....一一 ー一一一一一..-65
LIST.....一一一一一 一ー一一27
LIST /P .....................28 I国
LN.....ーーーー ー， ーー‘ー 88 
LOAD.一一一一一一..一一一一.-24
LOG 一一ー…ー一一一...守守ーーーー一..-88

MID$ .ーー ーー一一 ー-89
MON...ーー一一一 ー一一一30
MUSIC.一一守宇一一一...ー ー一一一一.59
NEW.一一ー-----一 一一一一 一28
NEXT........ ーーー一....-41

ON.ーφ・一一 ー一一一一一一一47
OUT.一 一一一一...一一一80
PAGE/P..............-.....79 1回
PATTERN...… ーー一一一一一...68
PEEK.… ー… 一一一一一76
POINT.一一一一一 70 
POKE.ーーーー一一一一一一..-76
POSH.ー… ー一一ー一一一一一一一一71
POSITION ................67 I固

POSV 一一一 一一一 71 I図
PRINT ..一一 ー一一一ー一一一一35I 
PRINT/P.一 一 ........78I岡

PRINT/T. ー一一一一 -72
READ.一一一一一ー 一一ー 39 
REM.一一 ーー一一一一 一ー一一一一一一51
RESET.. 一一一一ーー・一一一64
RESTORE ................40 

RETURN... 一ー一一一一一43
REW.. 一一島ーー・ ー一一....57

RIGHT $一一一一一一一'ー一一一一一90
RND..ーーー ーーーー一一 88 
ROPEN/T..一一一一 ー ー..74
RUN...令-_-_一一一..・E・ 29 

SAVE. 一ー一一一一一..一一一一一一一25
SET..ーーー …ー---------ー-63
SGN. 一一ー 一ー一ー一 一 ー-83
SIN.ー一一一一一一ーーー一一一一ーーー 84 
SIZE....一一一一一・守合ー一一一..58
SPACE $. 一一ーー一一 ー90
SQR........ ーー一一一..-84
STEP ......一ー一一一一一一一..41
STOp.一一一一 一一一一一一 52 
STR$一一ーー 一ーー......92
STRING$..一 一・ ーー一一-91
TAB..一一一ーー一一一一一一一一 一95
TAN.ー一一 - 一一一一一...-86
TEMPO.一一 一・ーー......61
THEN.....一一一一一一・ー 一一44
TI$........ー一一一ー宇一一一一一一 58 

TO守一一一一'ー ーー一一ー一一 41 
USR… ー…ー一一一 一77
VAL..一一 ...一一一一一一一93
VERIFY. 一一一一 26
WOPEN/T… e 一一一一72

表 1-1 BASICインタープリタMZ-1Z001の全ての予約語
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1.4.2 データ要素

BASICプログラムで予約語以外の構成要素はー肯支にデータ要素と呼ぶことができます。それらを分類すると更に次の

ような各要素に分けられます。

---迂L 数 数値定数、ストリング定数、システム定数

数値変数、ストリング変数、システム変数

1次元数値配列、 2次元数値配列、 1次元ストリング配列、 2次元ストリング配列

算術式、ストリング結合式、関係式、論理式

コンマ(， )、セミコ ロン(; )、コロン(: ) 

数

列

式

変

配

セノマレータ

定数、変数、配亨IJの各データ要素には、上記のようにデータの型式(type) によ って、数値データとストリングデータ

の 2通りのものがあります。

1.4.3定数

定数とは、その表現自体がデータの{直を具体的に示すものであり、プログラムの実行中にその値が変えられることのな

いデータ要素をいいます。

数値定数 (numericconstant) 

数値定数はね:号 (十、一)、数字(0 -9)、小数点( . )で記述される10進数、あるいは符号、仮数部、指数部 (E

で示す)で記述される指数表現の 10進数をいいます。いずれも内部表現型式は浮動小数点型式をとります。

BASICインタープリタMZ1Z001で表引できる数侃データは、有効桁8桁以内(料i度は最小桁:::!:::1以内)、指数純閥、

10 19-1019です。

数値が正の場合は、 十符号は省略できます。

LIMIT、POKE、PEEK、USRの各文においてア ドレスを直接指定する場合あるし、は CHR$ によってアスキー

コードを指定する場合は、 16進数を則いることも可能です。16進 4桁 (CHR $の場合は 2桁)の前にドルマークIr$ 11 

をつけて示します。 例:LIMIT $ B 000 

(正例)

(誤作IJ)

5215 E -8 = 0.00005215 

15，300 コンマをイ史っている

123456789 

300 E +91 

8桁を越えている

指数範囲を越えている

ストリング定数 (stringconstan t ) 

ス トリ ング定数は、 キーボードから入力可能な文字セッ トの並びによ って表現する文字定数であり、 一対のクォーテー

ションマーク(川)で開んで示します。 DATA文中では、クォーテーションマークは省略できます。

ストリング定数の最大文字数は、行の有効長によって決まりますが、 BASIC内部でのストリングデータの最大文字数

は255文字です。
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ストリング定数は、 PRINT文ではメッセージや各種キャラクタを表現し、 MUSIC文では音符データを表現し、 PA-

TTERN文では、グラフ ィックパターンのビットデータを表現するなど、ステートメントによ ってそれぞれ臭った件稀の

データを表わします。

システム定数 (systemconstan t ) 

システム定数は、 BASICに用意されている定数であり、円周率の値が、キャラクタ什 π"に定められています。 π二

3.1415927 

( i列) 半径が 10の円のドj周は、次の式によって計算できます。

2オく π本 10 

1.4.4 変 数 (variable)

変数とは、データの型は変わらないが、その値はプログラム実行中に任意に変えることのできるものをいいます。変数

は、変数名によって引用されます。変数の初期値は、 0または竺(ブランク)です。

数値変数 (numericvariable) 

数値変数には数値データだけを与えることができます。

変数名は何文字でもかまいませんが、最初の 2文字だけが変数の医別に使われます。また最初の文字は英字の大文字

(A-Z)でなければなりませんが残りの文字は、英字と数字が使えます。ただし、 BASICで使則している予約語を使用す

ることはできません。予約語 (reservedword) とは、 BASICの全てのコマンド、ステートメント、関数名、および演算

子、その他の特殊文字 (INP、OUT文で使う @マークやMUSIC文で使う#マークなど)です。

数値変数は数値データが代入されるまでは0となっています。

(正 {列) ABCとAB は同じ扱い

(誤 例) DATA3 予約語DATAを含む

C@ ~ゴ片末文字を含む

ストリング変数 (stringvariable) 

ストリング変数にはストリングデータだけを与えることができます。

変数名は、前記、数値変数名の場合の条件に従い、名前の最後にドルマーク"$ "を付加してストリング変数名としま

す。ストリング変数が扱いうるストリングデータの最大長は255文字です。ストリング変数は、ストリングデータが代入

さ11.るまでは7"ランクとなっています。

( iF. 例) NAME 1 $とNAME2$はIn]じストリング変数とみなす

(誤 例) music $ ・・・・・・・・・小文字を使っている。
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システム変数 (systemvariable) 

システム変数は、 BASICI人jで変化する値を示す変数であり、 BASICの笠きエリアを示すSIZE、カーソル位置を示

すCSRH，CSRV，グラフ ィックエリアトのポジションポインタの位置を不すPOSH，POSVの件数値変数、お

よび、 内蔵の24時間時計の値を示す6桁のス トリング変数TI$があります。

1.4.5 菌E 列(array) 

配列は、順序づけられた|百l じ型!のデー タの集合であり、~:ß'j-:を 1f同もつ 1次元配列(リストともいう)と、添字を 2個も

つ 2次元配列(テーブルともいう)があります。

数値配ダIJ とストリング配列のディメンジョン定義等の詳前11は、文i1~編 3 ・ 5 ・ 1 節 (P.48 )に解説されています。
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1.4.6 式(expression) 

式には前述のように算術式、ストリング結合式と関係式、論理式とがあります。算術式とストリング結合式は、ステー

トメン卜のオペランドの中で、また関数の引数として使い、式に従った演算の結果である 1つの数値データまたはストリ

ングデータを表わします。関係式と論理ー式は、 1 F文のオペランドで分岐条件を記述する際に用いられます。

術式 (arithmeticexpression) 

算術式は、数値テ。ータ(数値定数、数値変数、数値配列、数値関数)の算術演算を表現するものであり、数値データで

ある算術要素と、算術演算子とから構成されます。

算術演算子は、四則演算子・と、べき算演算子とからなり、それらを演算の優先順に並べると次のようになります。

、レ
/ト， / 

}貰 算 形 式

べ き算 X '̂'Y (X). : XをY乗する)

負符号 -X (Xに-1を桂トける)

乗算、除算 X本Y (XにYを掛ける)、 X/Y(ミ:XをYで害Ijる
加算、減算 X+Y (XにYを足す)、 X-Y(XからYを引く)

術演算子

ノヘ、

+ 

べ き算が優先されますが、活孤 11 ( ) 11 を使用している場合は、指孤l勾の演算がさらに優先されます。指孤内の演算の

優先)1頃もほ己と同様です。

本と/や、 十とーのように、同順位の演算か就く場合は、式のんうから右へ11頃に計算されます。また、べき乗が連続する

場合も同様です。

たとえば、次に示すように演算順が決まります。

/K木M

lu モ」
LY?  
③ | 

⑥ 

日IJち、 (AN)~tM P
 

一、
、，，
，，
一
Y

A
一十一X

-
J'
E
E

、、

一
B、

ち
円
H
ド
日
μ

(例) いくつかの一骨生の数式を BASICの算術式で表現してみます。

一般の数式 BASICの算術式

C e 

α+ b d 
C/( A十B)-E/D

C 

αb 
C/( A本 B)または C/A/B

sin2 x + 1 
xyZ 

SIN (X) '̂' 2 + 1 

X '̂'(Y '̂' Z) 

( xyr X'̂'Y'̂'Z 

tan-J x 

2πT 

ATN(X) 

2本 π>iくR

SQR (A'̂'2+B'̂ '2)または (A本A+B本B)'̂'0.5 σ工F
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ストリングの結合式 (stringconnective expression) 

ストリンクoの結介式とは、火ナ:)必りま見つかのストリングデータを連結して新たな 1つのストリングデータを作るよで、あ

り、 i寅算[-"十，.をJ-li¥，、てぷ記します。

(伊IJ) " A B C " + " D E F ，. は "ABCDEF"と|日lじストリングテ'ータをョ長わします。

i大のプログラムを'_kれーすると、 AL$にはアルファベット 26文字が代入されます。

フログラム

10 F 0 R N = 1 T 0 26 

20 A L $ =A L $ トCH R $ (64+ N) 

30 N E X T N 

40 P R 1 N T A L $ 

50 EN D 

プログラムの実可子

ストリンクーの結台式が使われています。

RUN 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

Ready 

関係式 (relationalexpression) 

関係式は、 2つの数idi.データを関係II-fi'i草子によ ってゥないだもの、または、 2 つのス トリングデータを関係らI~算イ-によ

ってつないだものです。

関係式は 1F文の'1'で使)IJされるので、詳キ111は火d流同 3. 4 . 3 (P. 44 )に解説されています。

論理式 (logicalexpression) 

J命J~!_式は、関係、式によって与えられる真または偽の値の-論哩手11 ま たは論期積を表引するものであり、 1 F火;の'1'で使J1J 

されます。

1.4.7 セノ〈レータ(sepaJr'ator) 

1つの久ーの'jiで、幾つかの史:京を限切る場合は、セバレータとしてコンマ 11 '1 を使用します。

(f:タ山 D A T A 3 . 5 ， 4. 66. D A T A 1 

o N A G 0 T 0 100， 200 ， 300 
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1.5 スクリーンエディタ

間接モードでBASICプログラムを作成、編集する時=はBASICのスクリーンエディタが動作しており、画面を見なが

らカーソル (CUTsor) を自由に動かして、大変操作tl:のよいエデイションが l可能となっています。

BASICプログラムは、行番サをもっ行の単位でBASICテキストエリアにストアされますが、すでに述べたようにキ

ャリソジ リターンキ一仁E を入力するか、 あるいは、エンターキ-[ENT)を入力することlこょっ山町ス トア
されます。従ってプログラムのリスト山カーソ川舶はd 更したい必ず亡盃コキーか副キー

を入}Jする必要があります。

カーソル操作(cursor con trol ) 

プログラムを新しく入力する場合は、行番サ、本文の)1凶に行をキ一入力して行き、その場介、カーソルは、 1文字分ず

つ移動して行きます。

一方、既にストアされているプログラムのある行を変更する場介は、その行のリスト表示一トーにカーソルを;持って行き変

更することが可能であり、行全体を新しく人力し直す必要はありません。カーソルコントロールは、左右卜.下lこ動かすた

めの4佃の黄色的ーと カーソル伸ー駒山科に移す届キーによ ってわいます。

左右上下移動のキーは、| SHIFT !キーと共に押すと、オートリ ピートが可能です。

行の変更の場合、中ーにある文字を他の文字に変えるだけでな く、持入や削除が必要な場合があります。挿人を行う場合

はiSHIFT |キーを押したまま必要凶固キーを人}Jすると、カーソル位置にスペースができます。 削除を行う場合
は、必要同園キーを入力すると、カーソル慌の刊jを削除して行きます。

カーソルコントロールキー

函キー:ホームとクリア EEキー :i'il] ¥川市入

図 1-3
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1つの行全体を1'[IJ除する場合は、その行の1J帯りのみ人力し 仁孟コ または函Eキーを人)Jすることにより行な
われます。

BASICテキストは、 iJl!市フ。ログラムの実行、 あるいは実千行t司巾1のエラ一+食釦l出臼ι、フブブ、レ一クT符平によ つてI粟さtれLることはあり
ません。フプoロググ、ラム卜

lリ):i返亙すことによ つて羽排ド除してfiくことがてで、きます。このような対話引のデバッグ ・エテ、イション操作はBASICの大きな

特徴といえます。

タブキ一回のセ yテイング ー一

メインキーボード 1"-で、スペースノ〈ーのすぐた側にあるITAB Iキーは、タヒ、ユレーシ ョンキー (tαbulationkey) で、キ

一人)Jの際に指定欄にー・志の書式で、テ。ータを人力する場合学に使われます。

タブセッ トは、 モニタワークエリ アの$11 C 1から$l1CFの間のデータを変えることによりプログラマが必要とする

ものに設定し直すことができます。

この十呆イ'1:は、 MONITORコマンドによ ってuうこともできますが、こ こでは、 BASICのPOKE女;をイ変ったタブセ

ソトのん1去をノ式します。

タブセ ットのデータエリアは、 $11C 1詐地-$l1CF 詐地の問の15ノ〈イト であ り、$11 Cl 詐地に最初のタブセッ ト

位置 1 を(キャラクタ友不の X 一昨椋)、 つづけて第 2 、~~ 3のタブセッ ト{立置を人れてゆきます。$llCO番地には 1をス

トアしておきますっ

たとえば、長初のタブセット牧民をX一時標が15のい:間 (日11ち16キャラクタ 11) とするには、

POKE $11CO.l 

の')ミ行後に、

POKE $11Cl，15 

を実行することによ って七、ソ卜できます。続いて、次のタブセッ トを、X-p'lH票が 23の位置とするには、

POKE $11C2，23 

を実行・します。

ここで次は改行して行の先頭へ民すには、 $ 11 C3番地にタブセ ットのエンドマーク 255 ($FF)をセ ットしてお

きます。

POKE $11C3.255 

を実行します。
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1..6 初期設定値について

MZ-2000システムIPLによって、BASICインターフ。リタMZ-IZ001をi包重力したH寺の件干車キ刀期I~没定11直をまとめてノJ三しま

す。これらはシステムの初期デフォルト値であり、いずれの似もプログラマが任意に変えることができます。

キーボード関係

1) 

2) 

3) 

動作モード:ノーマルモー ド

小文字の人)Jはノーマルモードのシフ トポジション

デファ イナブルファンクションキーは最初、次のように設定されます。

lliJ 

CID 

ITD 

CfD 
ITD 
@]  

@]  

QTI 
@]  

~ 

: RUN ーる

:LIST~ 

:CONSOLE 

: CONT~ 

:AUTO~ 

: CHR $ ( 

:DEF KEY 

:GRAPH 

:SAVE" 

: LOAD ~ 

CRTデ ィス7
0

レイ|生日系

1) キャラクタテーィスフ。レイモード: ノーマル(ノぜックグラウンド:照)

2) キャラクタ表刀~fh数: 40キャラクタ行

3) キャラクタ表ノIミスクローリングエリア: 11主人ー(第0れから第24行)

4) グラフィ ックディスフ。レイ入)Jモードページ: ページ1

グラフィ ックテ、イス7
0

レイ ll'.力モードページ : 全ページともOFF

ポジションポインタ : POSH= 0、POSV= 0 

5) グラフィックテーィスフ。レイ、 リゾリ ューションモード . 320 x 200ドット，./j同而

内蔵n年五|

TI $ = " 000000 "で初JjtJj化してスター卜する。

音来機能

1) テンポのデフォルト{直: 4 (中庸のテンポ、Moderato) 

2) 背長のデフォル 卜航: 5 (4分在符、 t) 

その他

1) 自己列変数は全て未定義

2) BASICテキストエリアの ド|出: $FFFF番地(日11ちLIMIT MAX 状態)

3) タフ Aセッ ト: 5キャラクタfぴ



BASI ふ〆亡二3

"，，<> 

ニの章は、 BASICインタープリタMZ-1Z001の持つすべてのコマンドを説明しま

す。コマンドは、特別のものを除いて、直接実行命令どしてのみ使用できる命令

であり、プログラムテキスト中でイ吏用するニとはできません。

な右、 MZ-80Bで作成されたBASICテキストフログラムは、 MZ-2000のBASIC

インタプリタ MZ-1Z001~ヲよびDISK BASICインタフリタMZ-2Z001のどちら

でも使用可能です。ただしハードウェアに直接関係した命令 (LIMIT、PEEK、

POKE、US円、INPおよびOUT)をプログラム内で使用している場合には、修正を

要します。(BASICテキストエリア右よび各ポートアドレスがMZ-80BとMZ-2000

とでは異なる為)またPOINT命令については3.8.8(P.70)を参照くださし、。

各コマンド解説の形式

-Eゑ~・~調圃

コマンドの正しい一般形を示します。

ニニで、プログラマが指定すべき項目は、イタリック体で

示しています。

< >内に示した項目は、省略可能であるか任意に繰り返し

項目を連ねる ことができることを示しています。

項目のセバレータ(コンマ、セミコロンなど)は正しく決

められf二位置に置力、なければな円ません。

コマンドの機能を述べます。

コマンドの使い方を詳しく説明します。

コマンドの使い方の例を示し ます。
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2.1 プログラムファイル入出力コマン ド

2.1.1 LOAD 

LOAD <file nαme> 

カセットテープ。ファイルから、 fileηαmeで十円忘する BASICテキストファイル、またはBASIC

プログラムにリ ンクされる機械語フ。ログラムファイルをロードします。

ロードすべきファイル名はオペランドに記述します。ローデイング動作の第ー段階では、ファイル

サ〕チが行われ、ファイルのヘッダ背15にな録されているファイル名を読み、 指定されたファイルで

あるかどうか調べます。 LOADコマンドのオペランドに指定されたファイル名と異ったファイル

(立、

FOUND 11 file nαme" 

の表示を行った後、中j返りで読みとばされます。指定されたファイルが見つかったIl.'i:は、

FOUND "file nαme " 

におiけて、

LOADING 11 Jile nαmeH 

が表示され、ローデイングが行われます。凶2-1は、 2つのファイルを z涜みとは.した後に指定フ

ァイノレ111000 primes "のローデイングを行ったもょうを示しています。

図 2-1

もしオペランドのファイル名指定を行略すると、最初に見つかったファイルのローデイングを行し、

ます。

ファイルのローデイングは、ファイルモードが BTX(BASICテキスト)またはOBJ (機械語プ

ログラム)のものだけに実行されます。

ロードすべきファイルがBTXモードである場合、 BASICテキストエリアを NEWした後、新た

にロードされることになり、前にあったテキス卜は消去されます。



2.1.2 SAVE 
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OBJモードのファ イルのローデイングは、LIMIT文によって確保した機械語フoログラムエリアが

同にあり、 しかも該当 OBJモードフ ァイルのローデイングアドレスが、そのエリア内であればロ

ーテイングが'夫行されます。この場合、 BASICテキストエリア内のテキストは消去されません。

OBJモードファイルのローデイングを行う場合、 LOADコマンドは、プログラム中のステートメ

ントとして佐川することができます。

OBJファイルのローデイングア ドレスは、 MONITORあるいは、 LINKER等のシステムフ。ログ

ラムのファイノレ，'1'，力11寺に指定し、ファイルのヘッダ部に査録されます。(BASICインタープリタに

は、 OBJファイルを，11'，)Jする機能はあ りません。)

SAVE くfilenαme> 

BASICテキストエリアにストアされている BASICフ。ログラムテキストをファイノレ名をヴーえてカ

セットテープ上にセーブします。

セーブされるテキストは、 BASICプログラムテキストの全部(日IJち、 LISTコマンドによ って表

示されるプログラムテキストの全体)であり、機械語フ。ログラムエリアの内容はセーブの対象とは

なりません。

Jile nαmeは、作成される BASICテキス卜ファイル (BTX) の名前となるので、プログラムに

合った通、11な名前を16文字以内のストリングでIJえます。Jilenameを与えないと、エラーにはな

りませんが、名なしのファ イルが作成されることにな り、 そうしたフ ァイルを多数作るとファ イル

符刊が明tしくなります。

・・・E西国・・・ .fJlイ1:BASICテキストエリアにストアさjしているフ ログラムテキス卜を、フ ァイル名を 11Process 

1 -1 11 としてセーブするには、カセ ットテープをカセ ットデッキにセッ トし、

SA VE 11 Process 1 - 1 11 [豆コ
を実行します。
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2.1.3 VERIFY 

-E言語・・E週圃 VERIFY <file name> 

-I~哩・E語調圃 BASICテキストエリア内のフ。ログラムテキストと、 filenαmeてす旨定する BASICテキストフア

イルの内容を比較します。

E~Y-・同?週・ 両者の内容が同一であれば"OK"が表示され、異っている場合は "ERROR"表示がなされます。

図2-2の左側は、 BASICテキストファイノレ "TEXT cycloid"をテキストエリア内のテキスト

と比較して両者が一致した様子を(ここで、 該当ファイルは、ファイル "MUSIC"の後に見つか

ったことが判ります)、 右側の写真は、 BASICテキストファイル "MUSIC"の比較が成立 しなか

ったことを示しています。

図 2-2

オペランドにフ デイル名を記述しなし、と、 最初に見つかったBASICテキス卜ファイルが比較の対

象となります。
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202 テキスト編集コマン日

2.2.1 AUTO 

AUTO く1.5. n) 

1.5'" ... . ..スター卜行番号:デフォルト航=10

n .........行番号の増分:デフォルト値=10

E 品田園調. 1間接モードでの BASICテキスト作成時に、定義行番号を自動的に発生させます。

AUTOコマンドを実行すると、 BASICは行帯サ lsを表示してステートメントの入力を待ちます。

仁E キー (または副キーはょっ川rを川ると、改行して次の行料ls+n
を表 /J";してステートメン卜のキ一人)Jを符ちます。

このように、 AUTOコマンドは行番号 lsからスター 卜して、 一定の間隔nを置いた定義行番号を

先午し、テキスト作!此がスムーズに訂えるようにしています。

オペランドのデフォル卜航(折返しなかった場合に、 BASICが決めるも(0は、ls、η ともに10です。

AUTOコマンドから酬の問按モードへ民るには 昼互)キーを押します。

圃圃E 凶・圃. AUTO 300. 5.........定義行番目-を、 300、305、310、315.・・・・・・・・の}I阪に発生二します。

2.2.2 LIST 

AUTO 100・・・・・・・定義行番りを、 100、110、120・・・・・・・・・の}I阪に発作します。

AUTO .20・・・・・・- 主義行苦手号を、 10、30、50、70・・・・・・・・・の}I阪に発生します。

AUTO .........半義行寄りーを10、20、30、40・・・・・・・・・のWiに発惜します。

LIST くls-l(')

[.5' .. . . . . ..スター 卜1i'帯サ

le'・・・・・・・・エ ンド行書号・

引イ1:BASICテキストエリア内にあるプログラムテキストの全部、もしくはー郎をCRTディスプレ

イ 1'.にリストします。

-J霊園~f，皿 プログラムテキストのすすI}をリストするにはオペランドは言心主しません。

圃・・E司圃・・・

、ー部分をリス トさせる場介は、 リス卜 ス夕一 トf行行r有番干サJμSとエンドfわ行J二喜昏干一!日汚サa寸Jμeをマイナス己記己号号"一 H でで

キ品がlJム!

リスト表示の'j，た;ミ:行lドにスべ一スバ一を押さえると、その間リストぷポが一似停止します。また、

また liRE~~ 3f--1-~tllすと、 1) スト問中断さhて BASIC :J?ンド…へ反ります。

なお、このLIST命令を'長行すると、 ググ月ラフ イ-ツソ クテデ守イスブプ。レイ J山i

もOFFと主な.リ ます。

LIST 7"ログラムテキス 卜の4γ体を 1)ス卜します。

LfST 300 -350・・・・・・・・・主義行書号300か ら350までのプログラムテキストをリストします。

LIST 2500....・・・・ー・主義行若手号2500以降のフ。ログラムテキストをリストします。

LIST 150・・・・・・・・之託行若手り150のテキストのみを リストします。
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2.2.3 LIST /P 

2.2.4 NE羽7

-E跨温・・・215・・
'.~r;畳・・・弓酒・

LIST/P くお-le>

ls....... .・スタート行番号

le........ .エンド行番号

現在BASICテキストエリア内にあるプログラムテキストの全部、もしくは一部をオプションのラ

インプリンタ上にリストします。

プリンタ上にリストするプログラムテキス卜の範囲の指定方法は、前記LISTコマンドのオペラン

ドの記述と同様です。

LIST/P .........プログラムテキストの全体をプリンタ上へリストします。

PRINT/P CHR $ (5): LIST/P-2990 

・・・・・・・プリンタのフォームフィード (formfeed) を行った後、即ち、次ページの先頭に

紙送りをした後に、プログラムテキストの行番2990までをプリンター1'，へリストし

ます。

プリンタの状態によ って次のエラーが発生することがあります。

ヰくError65 .......ープリンタがレディ状態 (ready) でない

>1くError66・・・・・・・・・プリンタのハードウェア上のエラー発生

本Error67 ・・・・・・・・・プリンタの則章氏切れ

NEW 

BASICテキストエリアをクリアすると共に、プログラムワークエリアの初1tJj化をfj'います。

NEWコマンドを実行すると、 BASICテキストエリア内にあるフoログラムテキストを削除し、 同

時に変数エリア、配列エリア等のフ。ログラムワークエリアを削除します。

LIMlT文によって BASICテキストエリアが制限されている場合は、、 BASICテキストエリア内

だけがクリアされ、機械語フ。ログラムは削除されません。

LOADコマンドの実行時 (BTXファイル)にもローデイングの前に、 NEWコマンドと同じ操作が

行われます。
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203 コントロールコマンド

2.3.1 RUN 

-.=~園町田 RUN くls>

1 s .......ースタート行番号

EE温・・n掴圃 現在:BASICテキス卜エリア内にあるプログラムを'刻すします。

-

2.3.2 CONT 

-E千三週・・・E・・・
・E泊・・・措置

らロ一 ドしたフ。ロググpラムを夫4わ行r二させるコマンドでで.す。

プログラムを、その先頭行から実行するには申ーに、

RUN仁豆コ
とキ一入力します。

行番号l5から実行する場介は、

RUN ls仁亘コ
とキ一入力します。

オペランドをri~述しないRUN コマンドでは、はじめに CLR 文( 3・6・4節参照) が'支行された

のと同様に、変数エリアと配列エリアはクリアされ、その後、プログラムの先頭行へコントロール

が移されます。ーーヴj、RUN ls コマンドでは、クリア操作は行われません。

システムコントロールは、プログラムの中の END文、STOP文の実行あるいはプログラムの終端

でコマン ドレベルに反ります。 (途中でエラーが発生した場合や匝函 + [ SHIFT いーカ判

された場合もコマンドレベルに戻ります。)

また、プログラム中でUSR関数 (3・10・4節参照)を使っている場合は、ユーザエリアの機械

話プログラムやモニタサブルーチン等へーへI=I_コントロールが移されます。 (この場合、コントロー

ルは BASICの仰を飾れることになり、直Eキー操作等は受けつけなくなります。)
あるいは、 MONコマンドをステートメントとして用いた場合は、それによ ってシステムコントロー

ルはモニタコマンドレベルへ、BOOTコマンドをステートメントとして用いた場合はIPLスター

卜状態へコントロールが移されることになります。

CONT 

プログラムの矧抑圧EAK1+ [ SHIFT 1キーの入力、あるいは STOP文、 END文の実行に
よってプログラムが中断状態にある時、プログラムの実行を高比続して再開します。

(CONT : cuntinue) 

CONT コマンドは、通1i'~プログラムのテパ ソグのため用いられ、 STOP 文あるかしい、は亙E キト一

の入j力Jによ つてイ佐任王壬_，怠志の筒所で実4千わ行行一-Jすr二-を千件宇宇わゴJ止l

一夕を変えた iリ)した後のフ。ロクグ府ラム実tわ“行J二牟の自比続にイ使史われます。

プログラムの再開を別の行から行う場合は、 RUN lsコマンドまたは、GOTO lsコマンドを使い

ます。

プログラムtjl断巾に間接モー ドによるプログラムの編集作業(エディシ ョン)を行った場合は CO

NT不能 (Error17) とな ります。
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2.3.3 MON 

2.3.4 BOOT 

MON 

BASICインターフリタMZ-IZ001によるシステムコントローノレを高佐オLて、MONITOR MZ-IZOO 

1Mのシステムコントロールレベルへ移ります。 (MON: MONITOR) 

メモリマップ(付主主A.3) に示されるように、システムは、 BASICインタープリタと 'MONITOR

の2層構造のシステムフ。ログラムによって動作しています。IPLによってカセットテープからMON

ITOR MZ-IZOOIMとBASIC MZ-1Z001をローデ‘イングした時二、システムコントロー/レはBAS

ICインタープリタに移されますが、 MONコマンドによ ってシステムコントロールをMONITORの

方へ移すことができます。

MONITOR MZ-1Z001Mは、 M(メモリ・コレクション)、 D(メモリ・ダンフ。)、 J (ジャン7')、

s (セーブ)、 v(ベリファイ)、 L (ロード)の 61聞のコマンドによ って機械語フ。ログラムの作成、

実行、ファイル出力ができます。MONITOR MZ-IZOOIMについては

MONITOR粘HI

を参照してくださ1"~ o 

なお、 MONITORから BASICへの復帰は次のジャンプ命令によ って'夫行できます。

>1く J

J-ADR . $12AO・

*J 

.BASICテキストエリアをクリアして復帰する。

(cold start) 

J-ADR . $1300・........BASICテキストエリアをクリアせずに復帰する。

(hot start) 

BOOT 

MZ-2000のシステムIPL(initial program loader) を起動します。

IPLの起動によ って新たに、カセ ットテープフ ァイルあるいはフロッピーディスケットからシステ

ムフ。ログラムがローデイングされます。従って当然、現荘システム内にある BASICインタープリ

夕、 MONITOR、ユーザプログラム等は消去されることになります。

BOOTコマンドの実行は、 MZ-2000の電源スイッチをONにした時、あるいはIPLリセ ットスイッ

チを押した時と同様の機能があるわけです。
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204 デファイナブルファンクションキー@リストコマンド

2.4.1 KLIST 

KLIST 

デファイナブルファンクションキーの定義状態を調べるため、 CRTディスプレイ上へストリング定

義の リスト表示を行L、ます。

|刈2-3はKLISTコマンドの実行例を示したもので、10個 のファンクションキーの全てが、 コマ

ンド等に定義されているのがわかります。

図 2-3





B 

この章は、 BASICインターフリタMZ-1Z001の持つすべてのステートメン卜を説

明します。

各ステー 卜メン 卜解説の形式

-・・E凶・・・・

ステー卜メン卜の正しい一般形を示します。

ここで、プログラマが指定すべき項目は、イタリック体で

示しています。

< >内に示した項目は、省略可能であるカ、任意に繰り返し

項目を連ねることができることを示しています。

項目のセバレータ(コンマ、セミコロンなど)は正しく決

められた位置に置かなければなりません。

ステー卜メントの機能を述べます。

ステートメン卜の使い方を詳しく説明しますっ

ステートメントの使い方の例を示します。



34 

301 代入文

3.1.1 LET 

くLE1、> v=e 

v.......・・・・・数値変数または差別直配列要素、あるいはストリング変数またはストリング配列要素

('V : variable) 

e . .. ， ' ..・・・・・ td民主数、紋((1\変紋、紋(11'(配ダIJ -~~素、紋値関数またはそれらの算術式、あるいはストリ

ング左:枚、ストリング変数、ストリング配列要素またはそれらの結合式

(e expression) 

eで、表わされるテぉータを、 u で五三わされる変紋または配ダIj~素に代人します。

e の{出:と、それを「に人する u の J~~ ， 土、 I -， ij じデータ )I~'! (数値、ストリング)でなければなりません。

LETは、省略することができます。何時したi易介、

A--A十3

というようなえを、紋よの長引として兄たとすると。!?jf式 H ではあり併ないものです。これは、関係

式ではなく、変数A の{直に 3 を加'i~ーして、そのす;ì';宋ーを FJÎ-たに変放A に代人させる文だということを

!日j追わないようにしてくださし」

i大の?千代人文はし、ずれも 11:.しい使い)jです。

10 Nご 32

10 A$ご"Give me file name " 

10 LET A$ ._-A~ 十 CHR$(255) 

10 R( D) -=-SIN( TH>Iくπ/180→C) + SIN( 2>1くTH木π180+ C) 

1=1 ・・・・・・ a・・・・・ダイレクトモードでの代入作IJ

i大の作文は1洪リです。

20 D$=A+B・・・・・・・・・・， !:1~Jllがストリンク相変数であるのにイ 1)斗が紋式となっている 。

20 LOG(LK) =LK+l・・・・・ ・・ /l:辺が紋111'"変数または数111'r円以rj史烹ーでない。
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。2 入出力文

一般に入tP1jJ文といえば、キーボード、 CRTテーィスプレイ、サウンド、入出力ターミナル、ラインプリンタそして外部

ファイルとのやりとりを制御するすべての文が含まれます。 しかし、このセクションでは、そのうち基本的な入出力

文 (PRINT‘文、 INPUT文、 GET文、 READ-DATA-RESTORE文)を解説し、その他の入出力文は、以降のセクシ

ヨンで、データファイルコントロール文、音楽コントロール文 グラフィックコントロール文、入出力ポートコントロール文

にそれぞれグループ分けして解説されています。

3.2.1 PRINT 

PRINT くe1 d] ez dz・・・・......"en dn> 

? くel d1 ez dz ・・・・・・・・・・・・en dn> 

ei ...........出ブJデータまたはタビュレーション関数

4・ー・・・・ー・・・セノfレータ

オペランドの出力並び、に指定されたテ。ータ(数値デー夕、ストリングデータ)をセバレータの機能、

タビュレーシ ョン関数の機能等に従って放ぴの}I凶にCRTディスプレイに表示します。

データのtI'l)Jポインタはカーソルで、あり、 PRINT文を実行する直前のカーソル位置から表示が

実行され、カーソルポインタも移動します。データの出力形式は、セノマレー夕、TAB関数、SPACE$

関数、ストリングデータ中のカーソルコントロールコードによって決まります。

出)J並び、を省略すると、改行ーのみが1夫行されます。

キ一入)Jを簡便にするため、 2番目の持式に7Jえしたように"? " ，¥[:/，;.を "PRINT"のかわりに使則

することができます。

数値データの出力は、ゾミ数形式または、指数形式によ って表不されます。

実数形式の出力は、 一般に、 0.00000001以上108未i前のテ)夕について行われ、次の形式で表示さ

れます。

、、‘‘目・・
-EEEBEE-E

，，，
，

U
に

一

ツJ''』'
B
E
t
E
E
、、、

X一一一x.x---x 
( 1未満のデータの時は 1のi¥'，:を桁に含めない)

即ち、 Xは0-9の数字で8桁以内であり、小数の場合は、数!十と数字の間のし、ずれかに小紋点が;貴

かれます。データの先頭に置かれる符ザは正ならば空l'l、負なら一 (minus) が表示されます。

指数形式の山力は、実数形式で表示できる範It~~í凶えた場合行なわれ、 J大の形式でぶ示されます。

(~ (1) X一一一→ E (:) YY  

即ち、データの先頭に符せがつき、 'IF.ならば宅!三l、負ならば一(minus)が表示されます。

仮数部(.x一一一一x)は小数点以下8桁以内であり、最大の桁と最小の桁は 0以外の数字にな
リます。

指数古1)はE (exponential)表ボに対日、て、指数の符サ(+または一)が丘ボされ、指数が 2桁の数

の数yy (Yは0-9の数ヲ:)によ って表示されます。
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図 3-1

ストリングデータの出力は、カーソル位置から続けて実行されます。

ストリングデータが、たとえばカーソルコントロール等のPRINT文の制御用コードである場合

は、それに従ったコントロールが実行されます。叩ち、アスキーコード o~29までが問題と なる

ので、それぞれの場合、 PRINTのLlUJ並ぴのテーータとした時、どのようなコントロールが行な

われるかをまとめて示 します。

PRINT CHR$ (0) 

PRINT CHR$ (1) 

PRINT CHR$ (2) 

PRINT CHR$ (3) 

PRINT CHR$ (4) 

PRINT CHR$ (5) 

PRINT CHR$ (6) 

PRINT CHR$ (7) 

PRINT CHR$ (8) 

PRINT CHR$ (9) 

PRINT CHR$ (10) 

PRINT CHR$ (11) 

PRINT CHR$ (12) 

PRINT CHR$ (13) 

PRINT CHR$ (14) 

PRINT CHR$ (15) 

PRINT CHR$ (16-29) 

何も実行しません。

カーソルが1行分下へ移動します。

カーソルが1行分上へ移動します。

カーソルが1字分右へ移動します。

カーソルが1字分左へ移動します。

カーソルがCRTディスプレイの左上隅へ移動します。

画面をクリアし、カーソルがCRTディスプレイの左土隅へ移動。

カーソルの左側にある1文字を削除し、カーソルも1文字分左へ移動。

カーソルの位置に1文字分の空白をあげます。

キ一入力モードについてグラフィックモードモー→ノーマルモード

を切り換えます。

キ一入力モードについてシフトロ ックモード←→ ノーマルモード

を切り換えます。

作Iも実行しません。

キ一入力モードについてカナモード←→ノーマルモードを切り換

えます。

何も実行しません。

シフトロ ックモー ド、グラフィ ック入力モード、カナモードを全

て角利徐。

キーボードのキ一入力モードについてカナモードを解除します。

スペースを 1佃表示します。
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liiL¥己命令を実行する場合、この命令のあとにセミコロンをつけると上記コン トロール内容のみを

実行します。

〔例〕

70 PRINT CHR $ (2); 

同じく、コンマをつけると_I:.ci己コントロール実行後、 10文字分のタビュレーションを行ないます。

〔例〕

80 PRINT CHR $ (3)， 

セミコロンまたはコンマをつけないでこの命令を実行する場合は、上記コントロール実行後改行

されます。

〔例〕

90 PRINT CHR $ (6) 

〔注意〕

キ一入力モー ドコントロールコードCHR$(9)、CHR$(10)、CHR$(12)では、それぞれのキ一

入力モードとノーマルモードを切り換える、とあります。これは、モード切り換えはフリップ・

フロ ップ動作なので、 1回コードを-ljえる毎にキ一入力モードが切り換わることになるとい う意

味です。たとえば、現在ノーマルモード(またはカナモードまたはシフトロックモード)のとき

PRINT CHR$ ( 9 )を実行すればキ一入)Jモー ドはグラフ ィックモードとなるし、現在グラフ ィ

ックモードのとき実行すればノーマルモー ド、へ戻ることになります。また、キャリ ッジリターンを

行うとキ一入力モードは常にノーマルモードへ戻りますから注意が必要です。

たとえば、 INPUT文の実行の前にキ一入力モードをカナ入力モードとするには

100 PRINT CHR$ (14) ; CHR$ (12) ; : INPUT A$ 

とします。セミコロンを忘れるとキャリ ッジ リターンが実行されカナ入力モードはたちまち解除

されてしまいます。

惚数イ聞の fl~，力並びは、 2椅類のそれぞれ機能の異るセバレータによ って区切ります。

(セミコロン) ------------LJ'，力データを続けて表示します。

(コンマ) /P，力データをタビュレーシ ョンをつけた伏胃に表示します。即ち、

左のデータの先顕位置から10文字目を右のデータの先頭位置としま

す。ただし、左のデータが10文"[=以上ある場合は、オーバレイしな

し、f立置まで、 10文字単{立のタビュレーションを行ないます。

TAB関数 (p.95参照)はPRINT文中で、タビュレーションコントロールファンクションとして

用いられ、任意のタビュレーションを勺えることが可能です。(タビュレーションは増加する形で

しか与えられません)



38 

3.2.2 INPUT 

-E靖国E麹園 INPUT くx$; > Vl く，V2 ， .......， Vn > 

x$............ストリングデータ:データ入力メ ッセージ

むi・・・・….......数値変数または数値配列要素、あるいはストリング変数またはストリング配列要素

直凋圃.nal圃 プログラムの実行中に、キーボードからデータ(数値定数、ストリング定数)が入力されるのを待

ち、入力並びに指定された変数または配列要素にデータを順次代入します。

E~!~II週・ INPUT文が実行されるとCRTディスプレイに"? "が表示され つづけてカーソル点滅によってデー

タの入力待ちの状態にあることを示 します。川ストリングメ ッセージ"を用いている場合は、はじ

めにそのメッセージを表示し、続けてカーソルを表示します。 H ストリングメッセージ"と人力投

ぴのセノマレータは H;けを用います。

入力並ぴが複数イ同ある場合、入力データをコ ンマ H ，lt によ って区切ってキ一入力することができ

ます。データ入力は匡亙キーによ って実行・されます。

入力データが入力並びより少い場合は、次の行lこ11 ? "を表示して更にデータが入力されるのを待

ちます。

入力データが入力並ぴより多い場合、余ったデータは無視されます。入力データと入力並びのテρー

タの型式は同一でなければなりません。ストリング定数は、クォーテーシ ョンマークを則いずに入

力できますが、その場合はストリングデータの前後に与えられたスペースは無視されます。スト

リングの前後にスペースを与えたり、コンマを与える場合は全体をクォーテーションマークで囲み

ます。

図 3-2
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3.2.3 GE'f 

-E三-罰園 GET v 

v ...........放1i自:変紋または数1i在配ダIJ攻:案、あるいはストリング変紋またはスト リング配列安よ

プログラムの実行11午に、押されているキーを訓べてそのデータを交数または同びIJ.I要素に代入します。

Ei~1:'_調・ GET文が')';;1iされた時、キーが.j:ljlされていたら、そのデータを変数または配タIJt::京に代人します。

キーカ吋I~ さ tL.ていない場介、数111\変数または政{由:同cJjlJ ，要素には O が代人され、ストリング変絞また

はストリング配タIJ攻:ょには 11 11 (Null)がfに人されます。

GET文によって人))されるデータ はどれか 1つのキーデータであり、紋似データであhLI、0-

9 のうちいずれかの特放であリ、ストリングデータであれば、 1 火: "j:が人)J ~されます。 2 {I古11J1，.の

キーを押 していても 、(岩山支の品も I':~j ~ 、キーが布似jとなリます。また、数l'白'変数または数{直配ダIJ立5

~~:に土、j しては、紋' j<のキー以外を.j:fjl していても 1!I，qJ~されます。

3.2.4 READ ~ DA'fA 

-E言a・・E・・ HEA D v 1 <， V 2 ， ..........・ l'm>

DATA d1 <. d2 ， ......・.....， dn> 

L' ， .... . . ・・人 )J 、lv.ひど :数 flj'j及、絞または紋Új'IJ'~c ゲ IJ 公:案 、 あるいはス トリ ンクー変数またはス トリング配列要素

ι. . . . . . . . .デー夕、政び:紋frl'lデータまたはス トリ ングデータ

EB~~彊. DATA 火に，\LJÆ:したテ恭一夕 、ltびを I~'/じみ、交政または門以IJ 泣ょに代人し ます。

-.  READ文とDATA5(はいつも刈にしてJIJl、ます。

DATA 支は、 1火;あるいは惚紋火で、デー夕、並び(データテーブル)をH"iJ&し、 READ文は、その

データを順書に 1つ 1つibi(:み1'1'1して、人))、lf:びの 1 つ 1 つの変数または同じタIJ ~ょに代人します。 従

って、デー夕、ltびのデータと、丸I1必する人})、li三ぴの変放または両己タIJ必ぷーのデータの引は必としなけ

hばなリません。 .j女しないとError4 (Data mismatch)が先'1:します。

READ 文の実行111にDATA火のデータ 枚びを 1也えた.J};jイヤは、 Error24(Out of DATA) が発作し

ますO

READ火で、データ柱びのj主'11のデー タまでliftんだあと、次のREAD交を実行すると、そのJ大のデ

ータからひきがμ、てIh'Cl_;み"1'1されますハ

RESTOHEニ火火kにJを!川1IいL、る と、，(大 lに二 'jたd行J する READ ~火火え主;で.

ます。
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3.2.5 RESTORE 

RESTORE くline ll'llmber > 

READ文で読みげ1すデータ並ぴを、データ並ぴの先頭、あるいは指定した行若干号のデータ並びに:没

定します。

ー~Y-調圃 オペランドを記述しなし、かあるいは、 Oを記述すると、データ花ぴの先頭、 μ11ち、 DATA文のうち

品も小さい行喜子サをもつものの先組へデータ読み"I~ しポインタがリストアされます。

オペランドにく行者千りー〉を折半すると、その行のDATA火、または、その以後て由主も小さい行各分

をもっDATA文の先頭へテ-ータ読み出しポインタがリストアされます。
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303 ループ

3.3.1 FOR~NEXT 

-E言書・・E頑固 FOR c'o二 i-vTO 1v くSTEP s'o> 

NEXT くcv>

Cむ・・・・・・・・・・・・コントロール変数(contolvariable) :数値変数または数値配列安京-

1，'0............初期値 (initialvalue) 数値データ

/V..........一終値 (finalvalue) 数11直テーータ

SV......... ...増分 (stepvalue) 数値データ

E易;~ìæl圃 ある/レーチンの繰り返し知子を行L、ます。

変数 cv は、 FOR~ NEXT 文が構成する繰り返しフーロック(ループ)の制御変数であり、最初初期

似 lVが代入されます。ルーチンの終わりでNEXT文が実行され、 STEP svでワーえられた明分が

制御変数に力l嘆され、この11白;が終MJ'Oを越えない値て、あれば、 FOR文の次のx千j火 へ戻り、 繰り
返し処理が続けられます。 増分 5 1.' は、 j邑 ~1;r; はlF.のWrl分を与えますが、負のM:を附いることもできま

す。このとき最終値は宇j民):]値より小さく:没定します。ノレープは、市IJ御変数の値が品終値より小さく

なるまで丸'行されます。STEP s'Oをす[略すると、増分=1で実行されます。

多重ループ

FOR~ NEXTループは多 iF: に 一市:ねることができます。 1レーフγ〉重ねイテわせは、必ず人;l L r1~! (ネ

スト檎j立)となるようにし、 |人l側のループは、外側IJのルーフυに'ノこうそに合まれなければな りません。

またそれぞれのループは別々の制御変紋を使わなければなりません。

ネス ト のï1~ さは故大 1 5 (目IJち15i下:のループ)です。ネステイングが15重を)回すと Error 11 (FOR 

nesting)が発性します。

多市/レーブがIliJじ場所で、終わるIiJイ?は、 1つのNEXT文にまとめてしまうことができ、 その11寺は

NEXT文のオペランドにはHJIJiJP変数名をコンマで[メー切って、 |付fWJのループの制御変放千うからWiに

ぷ述します。

NEXT文がiikも近い FOR文に対応する場介は、 その市IJiJIl変数名を行附与することができます。

もしkれがするFORえのないNEXT交がある と、 そこで Error13 (NEXT-no FOR)が発性し

ます。

FO I~ -i¥EXTのループ111ではCLl¥文は飢えません。

フ叫ログ ラム

10 FOR X= 1 TO 9 

30 PRINT X本Y; 内側のルーフ 外側のループ

40 NEXT Y 

50 PRINT 

60 NEXT X 

70 END 
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この場合ネステイングのi菜さは2です。図3-3は、 2重ループを用いて}LJL'をl表示させた例で、す。
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図 3-3 2重ループの例

次は正しくない例です。

フログラム

: 

100 FVニ 30

110 FOR N=O TO FV STEP3 

120 PRINT A$(N) 

130 FOR 1=1 TO 5 

140 PRINT A (N， I) 

150 NEXT N，I 

ネス卜構造ができていない



分岐文

3.4.1 GOTO 
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GOTO lr 

lr ............参照行番号 (referenceline number) 

プログラム実行を、 lγで指定された行番号の一文へ無条件に移します。

lrの行の文が実行文で、あれば、その文および‘それに引き続く文が実行きれますが、 Jド実行文で、あれ

ば、引き続く最初jの実行文までスキップします。

(lrは、 lrで指定する行の定義行番号ldを直接指定しなくてはなりません。)

3.4.2 GOSUB~RETURN 

GOSUB lr 

RETURN 

lγ............参照行番号

プログラム実行を、lrで、指定された行書号のサブルーチンへ無条件に移し、 RETURN文によって、

GOSUB文の次の文へ戻ります。

E 司 サブルーチンは、プログラム中である特定の問題を処理する円的で 1つのルーチンとしてまとめら

れたものです。プログラム巾てイ可度も実行する必要のある部分をサブルーチン化することによって、

テキス トを縮めることができるだけでなく、プログラムの構造自体を紺結t化することができます。

サブルーチンは、メインプログラムあるいは他のサフザルーチンから参照されますが、サブルーチン

の多重化(ネステイング)は、最大15まで許されます。

サブルーチンの分岐とはGOSUB火の'長行自体が、その定義となっています。従ってサブルーチン

の先頭や終わリといった特別の場所が必ず存在する訳ではなく 、 GOSUB文によるプログラムの

分11伎と、対応する同じレベルのRETURN文によって復帰がそれぞれ実行されます。たとえば、 1

つのサブルーチンに対して複数のちがった参照行番サによる[1乎ぴill.しが行われたり、複数のRE

TURN交によ ってサブポルーチンの終 fカや決められることがありますが、もちろん、それぞれの場合

には、 1つのGOSUB文の'文行に対して、 1つのRETURN文の'夫行がふn芯しなくてはなりません。
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3.4.3 IF~THEN 

IF e THEN lr 

IF e THEN s tat ement 

e ............関係式 (relationalexression)または論理式 (logicalexpression) 

lr" .・・・ !ー...参照行番号(referenceline number) 

関係式または論理式 eによ って記述される条件を判断し、条件付きの分岐を実行します。

関係、式または論理式が真の場合(条件が成立し、式の値が-1となる場合)は、 THEN以下が実行

されます。THENに続けて参照行番号 lrを記述すると、 その行へのジャンプが実行されます。

THEN以下には、続けて別のステートメントを記述することが可能で、あり、 IF THEN IF ~ とい

った構文を作成することもできます。

関係式または論理式が偽の場合(条件が成立せず、式の値がOとなる場合)は、 j大の行君子一日ーへフ。ロ

グラム実行が移ります。 従っ て、 IF ~THEN文の後にマルチステー トメ ントか言り主されていても、

この場合は無視されることになります。

IF~THEN 文の働きを論理図式で表わすと次のようになります。

No 

次の行番J，J-へ

lrの示す行へジャンプする

次の実行文へ

図 3-4IF~THEN文の楊鵠E

数値データを比較する場合のj主意

BASIC MZ-1Z001で扱う数値は、 BASIC内部では2進浮動小数点形式で記述され、治算 、上回交

処理が実行されます。2進数表現の場合、数値は必ずしも正確でないため、実数演算、比較等の処

理では、誤差の発生あるいは、外部表現 (PRINT文などによって示される 10進表現)とのくいち

がいが発生し得るということに注意する必要があります。たとえば、ある演算の結果の値が、数学

的には整数値となる場合でも、演算の途中で整数以外のデータを扱っている場合には、内部表現で

は必ずしも整数値が得られるとは限りません。
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ーーー凶圃圃園 数値データの内部表現と外部表現の相違を簡単な例によって見てみることにします。たとえば、 1 

演算子

> 

を10で割って、次に10倍するとし寸演算を行うと、結果の表示は 11 1 11 となりますが内部表現が、

H 整数の1"でないためIF文の比較で両者がー・致しないということが起きます。

ブログラム

10 A=1/10本10

20 IF A = 1 THEN PRINT "TRUE": GOTO 40 

30 PRINT "F ALSE " 

40 PRINT 11 A= "; A 

50 END 

実行

RUN 

FALSE 

A= 1 

この実行結果はA=lと表示されながら比較が"FALSE"であり、 一見不合理ですが、数学的な

数のイメージと計算1幾が扱う同定長数値データとはIi:iJじものではあり得ないこと、計算機で扱う数

値データも内部表現と外部表現とが異ることがあることを示しています。

IF文での数値データの比較は数値の内部表現によ っています。そこで比較文を、外部表現のレベル

にしてやることによって上記の不合理さを除くことができます。内部表現を外部表現へ変える場合

は、有効桁数8桁内の数値へ置き換える操作が行-われるので、次のIF文、

IF ABS(A-X)く lE-8 THEN... 

によ って数制データAとXは、 1/1013の精度、従って数仰の外部表現のレベルで上凶交されることに

なります。

1 ) 行番号20を上記のABS関数を用し、た比較文に変史し、精度を変えてみて、Aの値と整数 1との

遠いがどの程度のものか調べよ。

2 ) 行番号'10r11の演算を、順序を変えて

10 A = 1本10/10

とした時はどうであるか調べよ。

応用例

IF A=X THEN 

IF A$="XYZ" 

THEN 

IF A>X THEN 

説 日月

変数A と Xの数値が~しいならば、 THEN以降の命令を実i j し ます。

ス トリング変数A$のIJ'J存がストリングXYZであれば、 THEN以降の命令を実行

します。

変数AがXより大きいならば、 THEN以降の命令を実行します。

く IIF A<X THEN... 変数AがXより 小さいならば、 THEN以降の命令を実行します。

lく>心く IIFA< >X THEN...I変矧仰数制Aと
>=0町r=>!川IFA> =X THEN... I ~変交数 AがX より大きいカか、ご等q平? しいならば、 THEN以降の命令を実行します。

く=or=く IIFA< =X THEN... I変数AがXよ1)小さいか等しいならば、 THEN以降の命令を実行します。

ネ IIF(A>X)ネ(B>Y) I変数AがXより大き く、かつ変数BがYより大きいならば、 THEN以降の命令を実

THEN... 行します。

+ I IF(A>X) + (B>Y) I変数AがXより大きいか、または変数BがYより大きいならば、 THEN以降の命令
THEN... を実行します。
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3.4.4 IF~GOTO 

圃E言司・・E頑固 IF e GOTO lr 

e ............関係式または論理式

lr ............参照行番号

関係式または論理式eによって記述される条件を判断し、その結果に従って分岐を行し、ます。

IF-THENと同様に条件付き分岐を行う文ですが、条件が成立する場合参照行番サlrの行へのジャ

ンプを実行します。

条件が成立しない場合は、次の行へプログラム実行が移ります。 IF-GOTO lr とIF-THEN

lr は同じ働きがあります。IF-GOTO文以降には、マルチステートメントを置いてもプログラム

実行ーにと って無意味となるので注意が必要です。

3.4.5 IF~GOSUB 

IF e GOSUB lr 

e ............関係式または論即式

lγ ・・・・ ・・ ・・・ ・参照行番ーザ

置晶画圃園調圃 関係、式または諭開式 eによって，lc.diされる条件を判断し、その結果に従って、サブルーチンへの分

岐を行L、ます。

ElY~II眉・ IF-THEN文とl日H葉の粂1'1ヰJ-き分岐を行-う文ですが、条件が成立する場介、参.l!代行昇平日-lrでノj之され

るサブルーチンを呼び、出します。 RETURN文によるサブルーチンからの復帰は、 IF-GOSUB文

の次の実行文(従ってマルチステートメントであれば、 IF-GOSUB文に引きつづく文)へ行われ

ます。



3.4.6 ON ~GOTO 

ON e GOTO lrl <， lrz， lr3， ••• ......， lrη〉

e .......ー数値変数、数値配列要素またはそれらの算術式

lri ......参照行喜子号:分岐先の並び

eの値に従って、いくつかの指定された行番号の行への多岐分岐を行ないます。
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ON-GOTO文による分岐先は、 GOTOにつづいて、いくつかの参照行番号を記述することにより

(セバレータは"， tt )指定しますが、分岐先の数は 1行に記述できるなら幾つでもかまいません。

これら第 1番uから第n番目までの分岐先に対して、整数1、2............nが対応し、 eの値が、整数

値mで・あれば、第m番目の分岐先へプログラム実行が移されます。mが 1-η以外で、あれば、 ON-

GOTO文の次の実わ二文へ移ります。

eのイl白~ (内部表現の値)が整数でない場合、小数部分を切り捨てた整数値によ って分岐先が決めら

れます。従って数似の内部表現に対する注意 (IF-THEN文中の注意を参照して下さし、)が必要で、

す。たとえば、 Aの値の内部表現が、 1.99999999・・・・・・・・・・・・という値であったとしたら、 ON文で扱

われる値は、この整数音ISの値、 !!11ち 1となります。

3.4.7 ON ~GOSUB 

ON e GOSUB lrl く l1"2 lr3 ......... lrn> 

e ............数値変数、数値配列要素またはそれらの算術式

lri ・ー..一参照行番号

eの値に従って、いくつかの指定された行番号のサブルーチンを呼ぴ出します。

ON-GOSUB文の基本的動作は、 ON-GOTO文と同様ですが、分岐先は、全てサブルーチンとな

リます。サブルーチンからの復帰は、 ON-GOSUB文の次の実行文へ行われます。従って、どのサ

ブルーチンへ分岐しでも、 RETURN文による復帰は同一になります。
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3.5 定義文

3.5.1 DIM 

DIMα1 (i 1) < ，α2 ( i 2) ， •••••••••••• ，αm(i m) > 

D 1M b1 (i 1 ，j 1 )く ，b2 (i 2 ，j 2) ，......... bn (i n ，jη) > 

αz・・・・・・・・・・・・ 1次元配列名 (リスト)

bi ............2次元配列名(テーブル)

lm、in、jn .......‘・・・・_:yベメンジョン

1次元配列または2次元配タIJのディメンジョンを宣立し、必要なメモリ領I戒を雌保します。(DIM:

dimension) 

1次元配ダIJまたは 2次元配列(数イl白:同じ手IJ、ス トリング配列) をイ史J-jJするには、 DIM文によ って、あ

らかじめ配ダIJの名前と大きさを宵言しておかなければなりません。配列名は大文字2文字が布切Jで、す。

配列の添'字は、 Oから最大 255まで使えますが、メモリの使片J状況によって 制限されることがあ

ります。

1つのDIM文で複数の配ダIJの配ダIJ宣長を行うには、オペランドを H ，H でt(切って記述します。

1次元配列(リスト)の配列宣言

DIM A(20) 

DIM ST$(99) 

… 1次元数11自.配ダIJA( )について、配列史素をA(O)からA(20)まで

21佃HJ怠します。

1 (大j乙ストリング自己手IJSTS( )につし、て、同己ダIJ~素をSTS(O) から

ST$ (99)まで10011古I)-IJ怠します。

2次元配列(テーブル)の配列宣言

DIM N 1 (5 ，11) 一2(大y乙数11白尚己ダIJN1 ( ， )について、配列要素をN1(0，O)からN(5.

11) まで、 6X12=72側同意します。

DIM S$ (11 ， 30) ..一........2(大j乙ストリング刊じ亨IjS$( ， )について西己列'Z:-宗をS$(O，0)から

S$ (11 ，30)まで、 12X31=372個別立します。

DIM文を実行したU~子山で、は、ちL ， iした|配列の、すべての反主のが(をOまたは!I" (前)にします。

すでに配列宵言を行っている配列に対して、より大きい配列を宣言すると、 Error7 (Dimension 

overflow)が発生します。

CLR文が実行されると、西日手1]'斤パは全て 1!1.f; ~')J になります。
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3.5.2 DE1F FN 

EE:~・・ DEF FN/ (x) σ 

f ............キ，]川打|呉j数名:アルファベットの人・文'j':1 ~え:'j<A - Z

X ... ・・・・・・・変数千/:

(' ............紋111¥主放、紋{直交紋、紋1i在円以122本、数他!剥数、主義消みの他の利肘者間数などによ

る算やh式

E 位置・ーヨ彊・ 不']m名1版文FN/(.r)を主義 します。

ー立量・・同調・ fモぷの 1変数|対立'Zを主義することができます。l別委怖は、FNにつづけてアルフ ァベッ ト1文'下で折

定し、( ) I付に変数名をJ行定します。従って|川吋:に'七義できる利川折関数は最大26となります。ま

たネス ト防法によ る利)I-Jお|均数主義も"J1itで、あリ、ある利用材|対数の主義式r!1にすでに定義されて

し、る他の平'lH.1将関放を)11"、ることができます。手'])IJ打開故主義のネステイングは以大6重まで "1'能

です。6i屯を越すと、 Error12 (function nesting)が1t'Qてします。1つのDEF火では、 1つの利

)IJ朽|対数しか主義できません。中ILみ込み開放 (builtin functions)の仙の標準関数 (ー三角関数、 j主

二戸JI対数、メ見山線|対数)の主義の伊1]は、 ;岱木の長A.4にンj之されています。

CLR文が'kiJーされると、不，]川 行|呉l紋はすべてよ主義とな ります。

・・・E凶ーーー 凶 3 5は、.:-'J(J 1別委主によ って2つの開放FNX(T)とFNY(T)を主義して繰り返し曲線を描かせた

f!，i']です。

一

“一¥1
ノ

一

一弘、
opr

一

一
仁
豆
一
一

一
昨

F
K

一

一

知

附

/

/

{

¥

¥

一

-
図 3-5 

〔正例〕

10 DEF FNA(X) =TAN(X-;r 6) 

20 DEF FNB(X) =FNA(X) C+X 

〔誤例〕

10 DEF FNK(X) =SIN(X 3+π 4) . FNL(X) =EXP( -X ~ 2， K) 

ネステ ィ ングを J I1 l 、た |呉j をじと~'i2

DEF文のオペランドに2つの|立j紋主義よを ;;l(:くことはできない。
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3.5.3 DEF KEY 

-Eヨ・・E窃・・ DEF KEY (k) = s 

k.・・・・・・・・・・・デフ ァイ ナブルフ ァンクションキーの番号:1 -10 

s. ..... ......キャラクタストリング

園.~ヨ・・・ョョ・
-.~r_ーヨf眉圃

デファイナブルファンクションキーを定義します。(DEFKEY: define key) 

10個のファンクションキーのいずれかに対して、その機能を定義します。キ一番号制こ1-10のいず

れかを指定し、定義式の右辺に、フ ァンクションを示す、ストリングやコマンド等をそのまま記述

します。ファンクションに実行機能を持たせるため、キャリッジ リターン機能を持たせることも可

能加、 Fo?<Jと〔三日キ何方を同時に押す山 I! ~ "が入力され、これがフ ァン

クションキーの使用時にキャリッジリターン機能を持ちます。

同じファンクションキーについて、新たに DEF KEY交;が'支行されると前の定義は無効となりま

す。テウァイナブノレファンクションキーに、マルチコマンドを設定するには、セバレータ 11 ， "によ っ
てコマンドの区切りとします (11 : 11は使えません)。

DEF KEY文のあとに別のステートメ ントを置くことはできません。
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306 注釈文とコントロール文

3.6.1 REM 

REM r 

r............i主釈文

プログラムリストkの注釈文です。(REM: remark) 

REM文はプログラムリストを見易くするための注釈文の儲1]を果すもので、非実行文(nonexecu-

table statement) です。プログラムの'jf行は、 REM文をスキ ップして、次の'長行文へ移されま

す。
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3.6.2 STOP 

3.6.3 END 

3.6.4 CLR 

STOP 

プログラムの実行を一時停止し、コントロールをコマンドレベルへ戻します。

STOP‘文を実行するとシステムは、

>1くSTOP IN 1050 

Ready 

というように、そのSTOP文の置かれている定義行番号(-UダIJで、は1050)をCRTテーィスプレイに表示

してプログラムの実行を停止ーします。ストップした状態で、各データの内容を調べたりした後に、

CONTコマンドによ ってプログラムの実行を継続させることができます。ただし、その場介、プロ

グラムの変更等のエディション操作を行うと、 CONTコマンドは無効となります。(2.3.2節のCO-

NTコマンドを参照のこと)STOP文は、マルチステナトメ ン卜中のどの位一民にも置くことができ

ます。

STOP文はEND文と異なり、ファイルのクローズを実行しません。

END 

プログラムの'}f行を終え、コントロールをコマンドレベルへ戻します。

END文を実行するとシステムは、

Ready 

を去示して、 BASICインタープリタのコマンドレベルが"Ready"状態となったことを示します。

その際、プログラム実行'1'で、オープンされたままのファイルがあれば¥それをクローズします。

END文のあとに、実行交が統く場合は、日ijパSTOP火;と"iJ般に、 CONTコマンドによ って、プログ

ラムの'長行を紋続させることが可能です。

プログラムテキス卜の以後の実行文でフ。ログラム実行を終える場合は、 END文は必要あ りません。

CLR 

回路圃・~圃 変数および配手IJをすべて未定義状態にします。(CLR: clear) 

変数については、数組変数の値をすべてOに、ストリング変数の内容をすべて JI '1 (雫)にします。

配列は、すべての配列を木定義状態に、日11ち、慨に実行されているDIM文をすべて無効とします。

従って、 CLR文の実行後に、配ダIJを使川するには、新たにDIM火によ って必要とする配列のディメ

ンジョン定義を行わなければなりません。

なお、既に実行されているDEF FN文もすべて無効とします。従って、 CLR文の実h後に、不IJ;-!-J

者関数を使4Jするには、新たにDEFFN-文によ って必裂とする利J-!j布関数の主義を行わなければな

りません。

FOR、NEXTの中、並びに、サブルーチンの中にCLR命令を置く ことはできません。
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3.6.5 CURSOR 

-.~:JII・・E掴圃 CURSOR x，y 

-.i.¥ヨ・・ーヨa・E
-.~1[_弓fll・

3.6.6 CSRH 

3.6.7 CSRV 

-E言語・・・E詞・・
・E跨a・・~諸国

・.~1[_ヨf眉・

x............X I'-i'J:;'{:数111¥データ

y............Y 時似.，放M:データ

CRTディスプレイの開株1"':問を折半して そこへカーソル・ポインタを杉並J]させます。

PRINT火、 INPUT文によるメッセージのぷ川(土、カーソル・ポインタイ立置から実行され、それら

の作文を実行するにつれて、カーソルポインタも移出jして行きますが、 CURSOR文を使うことに

よって、 CRTディスプレイートの任意の代置にカーソル ・ポインタを移すことができます。

ドi'::出位置は、XI"i~ ~;:;'{ : x 、 YIλh~~~'{ : yの Ii~i に、 オべランドに l記述します。 件{爪の;沌IJ Iiは、 80 キャラク

タ表示モード、 40ーキャラクタぷポモードでそれぞれ次のようになっています。

80 キャラクタ表示モード

Xlヘi引法:0 -79 

Y ドi叶う;'{:0 -24 

40 キャラクタ表示モード

X 1'.i~ü~~~: 0 -39 

Y-Hサポ:0 --24 

もし、 x、νの{自仙11'山凶I'j山11Yi-

CONSOLE S火によつてスロ一リンクググ、ψ、エリアが!限江出」られているJ場1劾Jイ介ヤでで‘も、そのエリア外のfLむのYードiそ

棋を指定することができ、 PIUNT火によ ってメ ッセージを長ノJえさせることができます。

CSRH 

別主t=.のカーソルのノJ'(.lJLf，'，:;百を勺えるシステム変数 (CSRH : cursor . horizontal) 

カーソル伏; ~I~ は、 CURSOR'文、 PRINT文、 INPUT文などの実行によって移動しますが、システ

ム変数CSRHは、 X~!lh. I '.のカーソノレ1 1'，:問を ~Jミします。 CSRHのとり作る fîl'i.は、件キャラクタ去ノ]ミモ

ードでそれぞれ次のようにな リます。

80キャラクタヨぷJ~モード: 0豆CSRH豆79

40キャラクタまえ刀ミモード:0三五CSRH豆39

CSRV 

引在のカーソルの予111:1)'(慌を lj-えるシステム変数 (CSRV:cursor‘vertical) 

CSRVのとりねるI!i'l.は、千年キャラクタ表示モードで同様です。即ち、

0 豆CSRV三五24
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3.6.8 CONSOLE 

-E言書・・E司. CONSOLE <sYs， ye， Cn， R， N， GH， GN> 
ys .........スクローリングエリアの先頭行のY一座標

yc'一.......スクローリングエリアの終行のY一座標

n .........1行のキャラクタ数:80または40

-E誌~回調・ CRTディスプレイ上のスクローリングエリアの設定、キャラクタ表示モード (80ーキャラクタ・モ

ード/40ーキャラクタ・モード)の設定、画面全体の白黒反転および解像度の切り替えを行います0

・4哩圃圃咽・ CONSOLE文のオペランドの記述によって、次の4種類の機能があります。

.スクローリングエリアの設定

CRTディスプレイ上のスクローリングエリアの設定は、次の書式で行います。

CONSOLE Sys， yc (S : scroll) 

ここで

O三五ysく伊豆24

でなければなりません。

かつ、 ys + 2三五yr

スクローリングエリアとは、そのエリアの終行から次の行ヘカーソルを移動させる時、両面が1

行上へ繰り上がるエリアであり、 BASICインターフリタの起動時は、第O行から第24行・、即ち

画面全体がスクローリングエリアになっています。

凶3-7の左側の画面は通常の状態であり、 LISTコマンドによるリスト表示も画而全体に行わ

れていますが、右側は、第10行から第20行にスクローリングエリアを限った状態で‘あり、同じリ

スト表示も画面の中央部に限られていることが示されています。

~門kθ T5ITT: 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・
llN・~~~~~~~~........................ ... 
ElftMffiþII :....SI !:i I~ 

rnJUm ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘mm・:・ 子子目iθImItD #N-H !:1M'.. RljPfl'P"T" 
iWleMi.T.':-MEJθ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・-!fiMWil>l1門...，、eUGliilm-
ibT，.，I>>aiM 
Ibl!b_3:i1'II:i)ill ・
i 竺[l!lti-ElD! ・ 門 ËI~.'EI !:ì
i宇IGWI_.，...;aalトim門.N) " 2+13.131313白白 ~:::lØ1 、}! T・
lIDIIEC=-rn:s 
1iJii4，，-u o;aal門〈門.，
~内Ia:aClI~.~ØWÞBlþIÞ'þl* i白~~・
':(:)白 .
lliI!lt_'8IQI ・
1，，**_I_I[4II1T;WCJ~白 .

1竺~門=門+1 N=0: 0:;;(:' TC' 151日 .
2白白~ 門as-........'B'M < ・
~..uu-;;IaGJIQ.ìl. 
之白m_ll::ta_11門 . 
.%Þ~_:iI.m;R] ・
Ialョd'，:! ・
2器 ・

図 3-7

スクローリングエリアを限定した場合、そのエリア外の画面は、スクロールによって画面から消

え川、画キーのクリア操作、あるいは、 PRINTCHR $ (仰クリア操作によって消される

ことがありません。従って、画面上に常に表示きせておきたい部分があるような時に、CONSOLE

S文によってそのエリアを、スクローリングエリアから除外させてしまうといった使い方ができ

ます。尚、スクローリングエリア外であっても、 CURSOR文によ って、カーソルポインタを持

って行くことができるので、メッセージをそこに表示することは可能です。
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-キャラクタ表示モードの設定

CRTディスプレイ上の 1行に表示するキャラクタ数は、次の書式で設定します。

CONSOLE Cn (C : character) 

η=80 または η=40 

BASICインタープリタの起勤時は、 40キャラクタ/行のモードとなってし、ます。キャラクタ泰云

を80キャラクタ・モードとすると、各キャラクタは、X軸方向に去に圧縮されて小さく見えますが、

当然1画而にたくさんの情報を表示させることができる訳で、項目数の多い表を作る場合などに

使われます。

なお、このCONSOLE Cn命令を実行すると、グラフイックディスプレイ出力モードページは、

全ページともOFFとなります。

関 3-8は、 40キャラクタモード、 80キャラクタモードでのリスト表示を示しています。

48 JS=CHR$ ~ 192 ) +CHR 宰正 192 ) :f<S=':HF'S・μ 白 ‘..  
! 1$1*t1~ ・

| 、~事=CHR 事 ピ ~".'-:I;1事lII'fiI!l 門事=三 '.:HPS 弘己主・+・~
iI$、~事iEI#.w.&üC.I..i:l事rrJ:j・
，-宰~宰~事 ζHP :f・lII!iII9iil ・ + ・--・
:o.uTE1C・

，，_"Ð:'CJ.I 宰=-宰 IDI 宰 +1"1 宰~:J宰+内事 ~;I~;I":I.，;I"" ・
IdUI事+門事~事~宰æ:J事+心宰~宰lJIiIIIHCト !DI ・
mwl!!事!iiIIID;J宰+内事+門事=-事+門宰 ~aa:'ìÐ:1.IC門~・

IlIiC何事IljUH宰+門事+向事=-宰+トく 宰~宰!J:æu.c.. ・
".SSMii:W向r; cw.・....， 01臼 TO 2E.O S TEF' ::::o ・ 1・
.'.":M"Dii!白 r.... !ojW:!lc:t#M!ll..・
@o+::ma'.T1I.;__;内...:t:l......
eMlll_- ・

-白(1GF:自rEIIlつり_- 19at 三i$iM4ii
卜 ~心l=-'IEl写白._...._.5GM臼 I 

-白r;pg!!!IQQIl _::1内TTEF:N lt:" 12:f・ 111_ 
_..λ 1・
~白白 1III:i尚1:1:" '-þ'l~白 l;:lØ : GF:内F'H ':'2・ II!'I・:・ I 
| きり1=-.*" MM..i.~'Glo l ij ・

'='þiiZMÞ'IÞI1IIIIII:WCClo4iA-・~・
門lDaDl・L.~縛~t*I.]:lI1 ・

l liZ1Dm.I l・

図 3-8

画面全体のノーマル/リバース表示の設定

t 側F明伺例制~向lU.Wl向~~I!JI~WJlLW'''
M 由民刷1m:ぺ細川1:， m~.mftllíH~fD>>atQtl~・印刷~. . 

φ~mJ:[l 
~凶仰~明[IffiJJClJベHR川}ベ1:1:111日) I$=CHR s( 252)・(5;I;IIt"t4
~短~嶋tm1.ll!lBiW"1t.tI:tJ ・[Cl:Ut{l:t
~ω場制(泣)ゆ慣れI"J'a8~;I"fII*tl ・ltilltt'llI8il:j"KI:tJ φ~ 圃
m迫仰のltl ゆ利1I>111i1 8~; I " It，mベ~ ー . 

ω II!削州制刑判φB' ・M・H'+H'内φ~(l・~φD'州引けれl:ßICllIIl]・P'φD'+O州・u..
~州S併Sべs・lJlφBf・H f+H'+'" りS・rnmEIlφDf+附φ向れ[IßIIJゆい1:Il・11}]・~
1飼僚餅:m ・
æ:JJ側斗~踊lIm:.J ・
1 1'~:J1o:'G1:IIIJlI:i:tl:l;;1:1 ・
1[:]内~花削nm 圃
i崎町
瑚榊 I

rRI)側噌10248STEP羽 田
rj~:III:'r&':IIIJ1 I:j:l花It.l.:・
m附 IUI側 ...aillll3i!l:w.t'i]・
2μ8町
1醐僚酬 01ω~t.l.:r:r:El向 1;I![t}'.c{f}'iII:m:I:~ ・
nω~鎗令r_'!!IIm'u
21伺町 ・

CRTディスプレイ上のキャラクタ表示、グラフィック表示の白黒をノーマル/ リパースのいずれ

かに設定するには、それぞれ、

CONSOLE R ......リパース表示にする (R : reverse) 

CONSOLE N ......ノーマル表示に戻す (N : normal) 

を実行します。図3-9の左の例がノーマル表示、右がリノ〈ース表示です。

図 3-9
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グラフィック表示の解像度の切り替え

CRTディスプレイ上のグラフィ ック表示の解像度を640X200ドット/320X200ドットのいずれ

かに設定するには、それぞれ、

CONSOLE GH.....・ハイリゾリューションモードにする ..... .•.• ..640X 200ドット/画而

CONSOLE GN....・・ ノーマルリゾリューションモードにする・・・...320X200ドット/同而

を実行します。

CONSOLE GH (またはGN)を実行後は、グラフィックエリア/ページ1、2、 3はすべてク

リアされ、グラフ ィッ クディスプレイの人.'11，力モードページは、

入力ページモード:ページ 1

tll，力ページモード:全ページともOFF

となり、またポジションポインタは

POSH: 0 

POSV: 0 

となります。なお、芥キャラクタ設定モード(スクローリングエリア、 40/80キャラクタモー ド

およびノーマル/ リパースモー ド)は、以前設定されたものを持続します。

CONSOLE文のオペラン ドは、上記の各命令をどの順に記述してもかまいません。またこれらはし、

ずれもモード設定文であり、新たにモード設定きれない限り各モードは持続されます。
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・E溜圃~HI園
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CHANGE 

メインキーボー ドで、アルフ ァベッ ト人)Jキーの大文字/小文字入力ポジションを逆にします。

BASICインターフ リ問団j州 こは、アルフアベソ トの小文字はシフ トポジシヨン、 即ち 仁H
E キーを押 した時て守一入力されますが、 CHANGE文を実行すると、以下/ノ附tのポ
ジションが逆となリ、| SHIFT lキーを押 した状態では大文字が入力されるようになります。こ
の交換は、ド13-10でアミ で示したA-Zまでの26桐のアルファベッ トキーのみ行われます。

亡コEコピコピコfつEコヒコEコEコ巴コ 巴コEコEコ〔ヨ 夜mz二組嶋

田日目回目回目岡田日目回目白日日日日回
目回国固四回目回目固圃回目宵宵回日日日
E司~~園田園園田直回目白田円1 日日日日
伊叫圃国国国閣圃園田口回目 SHIぺ日暦日目

3.6.10 RE羽f

-E三ヨ・・E五週圃
・E珂・・・~沼田

・・.1ヨ・・・弓:7.1・

宵U l 

図 3-10

BASICのコマンド¥ステー トメン 卜、変数千うなどは、全て大文字で記述しなければならないので、

MZ-2000のメ インキーボードでもはじめは大文';-=がノーマルポジシ ョンに間かれているi沢ですが、

-)j、央交によ るメ ッセーシ'O)，lL_;ili:の|際には逆に、大火'ナ:をキ一人})するよ易イ干のん・が少なく、 舟交

のタ イブライタとIliJじように、j大記火文;，;

ので、そのI場L必;イ介?この火火Jによ つてj大〈火文:';-: '1小ト、文'-jナ"をj迎並にします。

CHANGE文は、実行するたびにモードが逆になります。

REW 

カセットテープををき反します。 (REW : rewind) 

REW交は、カセ ゾトテープテソキコントロールの 巨:@キーを押 したのと同 じ倒きがあ り、カセ

ットテープの巻き民しを1J二います。

REW 交は、カセットテープのをき j}~ しを附J/lfì した らす ぐ に次の'長行文へコントロールを移します。

カセットテープデッキにカセッ トテープがないI必令は、

SET TAPE 

の l(/J ~が土J~われ、ウインドウを 1 1I Jけてカセットテープがセットされるのを rs ちます。

カセ ッ ト テープかl坑に をき))~されているときは、就けて次の'k行文へコ ン トロールを移します。
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3.6.11 FAST 

FAST 

E 齢圃圃酎掴・ カセ ットテープの早送りを実行 します。 (FAST : fast-forward) 

3.6.12 SIZE 

3.6.13 TI$ 

FAST文は、カセットテープデソキコ ントロールの 仁巴キーを押したのと同じ働きがあり、カセ

ットテープの早送りを行L、ます。

FAST文も、 REW文と同じ く、カセ ットテープの早送りを開始した らすぐに次の実行文へコントロ

ールを移します。

SIZE 

現在のメモリのうちで、 BASICプログラムのための空き領域のサイズを示すシステム変数。

BASICインタープ リタの起勤時に、イ ンタープリタのパージョン表示に統し、てノ〈イトサイズ、の表/j，
がhわれますが¥そのサイズは、空きエリアの最大サイズを示しています。たとえば、

38000 Bytes 

とし、う表示であれば、38Kバイトが向由に使用できるエリアだということにな ります。このサイズ

は、プログラマが、フログラムテキストを作成したり、 変数、配ダIJを使うにつれて少なくなって行く

ことになります。

また、 LIMIT文によ ってBASICエリアとユーザエリアを分割した場合も、 BASICエリアを示す

SIZEの値も減少することになります。

SIZEのI付布は、 PRINTSIZE ~文によ っ て 品jべることができ ます。 (この場合、数fì{(のみの表示で、

" Bytes "の表ボはhわれません。)

TI$ 

Er. .. 酎掴・ 内蔵時計の示す時哀IJを表わす6桁のシステムス トリ ング変数。 (TI: time) 

MZ-2000は内蔵時計を持っており、秒単位で自動的にl時三を刻んで・います。TI$は、 それが示す時亥IJ

を、時、分、秒それぞれ2桁の合計6桁のストリ ング"で‘表わしています。たとえば TI$の内容が

" 092035 "で、あったとしたら、 |人H前 1お十が午前9時20分35秒をその時に示していたことになります。

TI$は、 MZ-2000の起勤時に00時00分00秒でスタートします。

TI$を現在の実際の時刻に設定するには、ス トリ ングの代人文を実行します。たとえば、午後7時

の時唱えに合わせたし、場合、 あらかじめ、

TI$ = " 190000" 

とキ一入力しておいて、時報と同時に、キャリッ ジリターンによってこの代入命令を実行させれば

よいことになります。

時間は00-23、分は00-59、秒も00-59の範凶で tj-えることはし、う まで もあ りません。
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307 音楽コ ントロール文

3.7.1 MUSKC 

MUSIC x$ 

x$ ...・・・・・・・・・ストリングデータ

古楽の向動演奏を行います。

背来データは、 自作:を表明するストリングデータによ ってオペラン ドに記述します。 1つの高二符ーと

は、どのオクタ -7"のillfという百三で、どれだけの長さかを折半することによ、って決ま ります。l'!11ち

拘定形は

1つの I苛符・ くオクターブの十日定> <# (!R¥汗)> f!J:名く背長〉

という 掠ぴとなります。かっこく〉内は有略されることがあります。

MUSIC交によ ってn'l}Jできる苗・は、 は市二('11央の 1}，'. ': ノ、の 1 オ クターブドの I~jりから 3 オクタ ー

ブの、ド呂:附であり、 庁長は、全昔符から32分自:符までの件tr1えが指定できます。 {干来データの'jミド祭

のi!ii奏では、史にTEMPO火によ って決められる演奏速度が関係 します。 (百一の強さをプログラム

トーで、折定することはできませんが、庁 tfs:は 本体後古1 )の背TRボ リ ュームによって ，~~;)轄してください。)

オクターブの指定

1'1'1))される斤は 3オクターブにわたっているのでまずどのオクターブ|付のAtかを指定 します。1111

ち、|ヌ13-lUニィ之すように中央のオクターブは無指定、 トーのオクターブは川 " r:r 'i~ ' で、 卜のオ

クターブは川 +"杓:L;-でlベ別し ます。

「一一一

A 乃 4妄_Q_
A fコ 」〆 H

，h 直フ._， 11 
m 7:)= 11 

，、 ぜ二)- 11 

AOou- |l 
，晶、t二i'_' _____lj 

A 口、， n
p') ._， 

い})オ77ーゴ目三三竺二;μこどーこ斗

)11刊行七 十

図 :3-11

J 

したがってたとえはμ|で黒でノjょした出:はCの白(ノ、品!の ド) ですが、311古|のCの lウ(は、オ クター

ブの指定によ って次のように[)OJI)されることになります。

卜ーのオクタ -7"のC ............_.C 

111九のオクターブのC............C

1-.のオクターブのC ・・・・・・・・・・・・+C
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圃音の指定

音の指定は、 音字;と 嬰音記号によって行います。 百:~は、 CDEFGAB の各アルファベッ ト大文

字を、嬰音記号は、#記号を用います" (シャーフ"BASICでは、変背記号フラッ トは削いないの

です。)休符は、 Rによ って示します。

各音の記号をピアノの鍵撚と対照して凶 3-12に示します。

#F #G #A R 

図 :l-12

また.， 1.:;' rT "#E It， 11 C" 什ー+l:B"， "十CH-H1ヰB"の|立H系があ り、 uiに、3.'，'，':，1、

の 凸二('1'央の 1点ノ、の 2‘オクターブ 卜の (';-)は川 十:p:B"で'n'，すことができます。

圃音長の指定

オクターブと音名の指定された背に対して、次に背長を指定します。音長は古-名につづし、て、O

-9の数字で指定します。数千:と音符:の関係を凶3-13に示します。

匂
吋
d

，t 7 7・匂
ザ
/

32守if.t--:n 16ぅJ-f.t--:n f，J点16うti.t--:rF 8うij本何 十l点8うiH、符 4うjf.j¥.il H以4うiH:tj 2ぅr付、n f.J山2うjj本作: 令f.j¥.n

) )iふ〉よ O

W

9

一

d 
32ぅri11・n 16分 {'irr j、J....'.. :16うi，'vr.r 8うi;"dl H.....':8うi{'in 4ぅi.... ，{J H...'川 'JjiYtJ 2うi{¥'tJ・ H.....':2'li'，'¥rJ 

。 'ヲ 3 5 8 4 も 7 

図 3-13

1司じ音長の音符か就くときは、 2番目の音符からは音長の指定は省略できます。 BASICインター

プリタの起動時には、音長のデフォルト値は5 (Jの音)となっています。

図3-14に示す 2オクターブのイ長調子千階をA2$に代入して鳴らしてみます。

10 A2 $ = "-A5-B3+1: CDE+I: F+I: GA5B3+ +1: C+D+E+ +1: F+ +1: G+A8R5" 

20 MUSIC A2 $ 

#岩
手

4-・ p.'
44・・・..，....---， __，...1 

-.- il l l __r-I I I 
，--1 I I I _， I .・ r- I I I L......l 
1 ， . -1.-・..--
-，;-....- ""'"" -

図 3-14
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3.7.2 TEMPO 

-E逼圃E副_ TEMPO 
X ............紋侃データ

E 民国園ヨ彊・ MUSIC 文でìîif奏す る 庁楽の演奏速度を~kめます。

MUSIC文の実行は、 TEMPO文によ って指定されたテンポに{足います。BASICインタープリタ

の起勤時には、テンポ二4 (付 I位の速度)がデフ ォルト値とな っ ていますが、 x=1 - 7 の範IJ~で

任意に設定し直すことができます。テンポ1が最も遅いテンポであり、テンポ7が最も早いテンポ

です。

TEMPO 1 ......... Lento， Adagio (最も遅い)

TEMPO 4 ・・・・..... Moderato (11'庸)

TEMPO 7 ・・ ・・・・・..Molto Allegro， Presto (最も早い)

図3- 15 にポす変ホ長;tI，';Jの佐千p を ì~!奏するプログラム ft，i1]です。

10 VA$ =川十:j:j:D6十D3+F十:j:j:DG+C"

20 VB$ = " :j:j:G7D5R3C" 

30 VC $ = " :t D6-:j:j: A3:j:j: A5R3D" 

40 VD$τ" F6C3 + C5R3 " 

50 TEMPO 6 

60 MUSIC VA S ， VB $ ， VC$， VD $ 

111 ・';.!ru“mflh;J ・・

-()，I，，. '"・~一一「一士二ご二二二_-=:::r= ー
~τ l 口 ; 内 p= 1 J i Is 一丁J ゥ t， K f' .， =w 斗 ν 一以=一一 '------d -~. ，j cf I 1"1' J' I 

図 3-15

t) J .srahms 0833 -1897) 門1111、ヴ fオラソナ夕 、 Op.120. II 出1;Jt~j';'亡 よ り

t) 
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3.8 グラフィックコン トロール文

3.8.1 GRAPH 

GRAPH <1α ，Ob， C司 F>

α・・・・・・・・ グラフィックエリア番号 1、 2または3

b ........グラフィックエリア番号 o、 1、 2、 3、12、13、23または123

グラフィック表ぷについて、人出力モードの設定、グラフィックエ リアのクリアあるいはフィ リン

グ(J:!I!.めつくし)を行います。(GRAPH: graphic control) 

MZ-2000本f本内に、グラフィ ックボード (MZ-1R01.'，・・・ページ 1合む)、 ページ 2 (MZ-IR02) 

およびページ 3 (MZ-1R02) をオプションで拡張することができます。

圃グラフイツタエリアの入力モードの設定

BASICのグラフィック表乃ミ文 (GRAPH C、GRAPH F、SET、RESET、LINE、BLINE、

PATTERNの谷支)は、人力モードとなっているページヘデータを送ります。

GRAPH 11.........グラフィックメモリ/ページ1を人力モードとする

GRAPH 12・・・・・・・・・グラフィックメモリ/〆ページ 2を人力モードとする

GRAPH 13...・・・・・・グラフィックメモリ/ノページ 3を入力モードとする

たとえば、次のマルチステー トメント、

GRAPH 11 SET 160、100

は、グラフィ ッ クメモリ /ページ 1 の II~!Jとの ドットをセ ットします。グラフィ ックメモリ/ペー

ジ2およぴページ 3のl人j作は変わらず、また実際のCRTテ、イスプレイ 1..の表示は、 .'1'，)Jモー ドの

状態によ って;丸まるものであり、この文を実行したときに画面の中央にド ットがセ ッ卜されて見

えるとは|出らないわけです。(l: input) 

グラフイツタエリアの出力モードの設定

グラフィックエリアと CRTデ ィスプレイ Lへの'よ際の表示とのスイ ッチの倒jきをします。

GRAPH 01.........グラフィックメモリ/ページ1を出)Jモードとする

GRAPH 02...・・・・・・グラフィックメモリ/ページ2を出力モードとする

GRAPH 03・・・・・・・・・グラフイ ックメモリ/ページ 3を:1'，力モードとする

GRAPH 012 (または021)・・・・・・・・・ページ 1、2を:lUJモードとする

GRAPH 013 (または031)・・・・・・・・・ページ 1、3を出)Jモードとする

GRAPH 023 (または032)・・・・・・・・・ページ2、3をaUJモー ドとする

GRAPH 0123 (ji~，i不同)・・・・ ・ ・ ページ 1 、 2、 3すべてをl山|

GRAPH 00.........全ぺ一ジとも出力しるな‘い

キャラクタメモリ(ビデオRAM)のI)'J存は常にCRTディスプレイ.r.へ表示されているので、

GRAPH 012を実行すると、 3ページのビデオRAMのI}'.I存がI-，ij -匝ii面ー卜にオーバレイして表示 さ

れることになります。(0: output) 

・グラフイツタエリアのクリア

キャラクタ表示を 函 +[ SHIFT いこわてクリアするのと同様に、 入)Jモードに設定され

ているグラフイツタエリアの全 ドットをリセ ットし、エリアをク リアします。

GRAPH C (C : clear) 
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グラフィックエリアのフィリング

クリアと逆に、入力モー ドに設定されているグラフィックエリアの全ドットをセットします。

G RAPH F (F : fill) 

次のGRAPH文は オペランドに 6イl直|のファンクションを置いています。 各ファンクションはコン

マH ，H でI;{切ります。

GRAPH 00，12， F， 11， C， 01 

SET x. y 

x........数値データ x 席楳

y........数値データ :y一座標

入力モードに設定されているグラフィックエリアトーの刊怠の 1ドットをセ ットします。

セットするドット位置は、 X一位標 x、Yーはそ標 :ν で指定します。グラフィ ックエリアトのX-y

座標は、凶 3-20で不・すよ うに、 X方向は左から布へ0-319、(ノ、イリゾリューションモードの場合

は0-639) yん前lは土ーから下へ0-199の範阿となっています。座標。:置の桁定がグラフィックエ

リアを魁えた場合は、次の数値|人jでは無視され、エラーにはなりません。

0壬x-}坐中票三五16383

0壬Y-J1三中票豆16383

日IJち、各純の連続したufi算過程で、グラフィック表ボエリアをI也えたとしても、データオーバーに

よるqq析は、この範附で避けることができます。

図316はSET.文をH4¥，、たグラフ表示の伊IJです。

図 3-16
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3.8.3 RESET 

RESET x， y 

x .........数値データ :X一政棋

y.........数値データ :y一座標

E 長掴圃.n掴圃 人力モードに設定されているグラフィックエリア卜の任意の 1ドットをリセ ットします。

リセ ッ トするド ッ ト位置と X - YJ坐棋の関係および、エリア外のデータで~1U見される íi査の範|叫は、

SET文の場合とInJじです。

次のプログラムは、まず:最初のGRAPH文でグラフィック表示を消した後、グラフィックエリア/

ページ 1を人力モードに設定して、エリア内の全 ドットをセ ットします。そして、ページ 1をグラ

フィック表示出力モードとしてから、昨棋点(200、160)をlf'心とする半符O、10、20、・・・・・・・・・・・・、 150

のIi-iJ心IIJを描きます。凶 3-17にプログラムを実訂したようすを示しており、ドJ);I;_Jがエリア外には

み出しでもエラーとならず梨引見されているのがわかります。

ブρ口クーラム

10 GRAPH 11， F， 01 

20 FOR R= 0 TO 150 STEP 10 

30 FOR TH= 0 TO 2 STEP 0.01 

40 RESET R本COS(TH本π)+200， R*SIN (TH-"iくπ)十160

50 NEXT TH， R 

60 END 

プログラムの実行

図 3-17
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3.8.4 LINE 

-E話ヨ・・E週. LINE X1， y1 ， X2， y2 <， X3， y3 ， ・・・・・・・・・ ，Xn ， Yn> 
Xi・・・・・・・..数値データ :x一座標

yi・・・・・・・・・ t::Z1P"テーー タ :y一)州安

人力モードに設定されているグラフィックエリア卜に任意のラインを捕きます。

E:?II・E零_ LINE文のオペランドは、 X - y~棋を示すめ、 Y ' が紺みとな って、島初の組みの示す座標点から次々

に線分をヲ | し、て行- きます。 エリア内のpf;摂 f\'f~ と、 エリア外の座標位置が前後に指定された場合も、

表ぶエリアl付で線分がJ前かれます。X-y時椋の指定範囲は、 SET文の場合とhiJじです。

関 3-18のl画面例は、 1つのJド.方形を幽!而の中央に十郎、たもので、 GRAPH文およびLINE文をi直接

実行命令として使っています。

図 3-18
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3.8.5 BLINE 

BLINE Xl， yl ， X2 ， y2 く，X3 ， ys ， •• ••••••• ， Xn， Yn> 

Xi.........数値データ:x-座標
yi.........数値データ :y一座標

入力モードにぷ定されているグラフィックエリアー上に任意のブラックライン(リセットされた線分)

をす苗きます。(BLINE: black line) 

描く線分がリセットされた線分であることの他は、 LINE文の機能と同様です。

図3-19はBLINE文の実行{タIJを示しています。匝|耐のー上ん‘にプログラムリストを表示しておき 、

のプログラムをRUNさせます。すると行書サ10によ ってグラフィックエリア〆ページ 1がフィルさ

れ|画面が真白になります。絞L、て、 行番'，;-20のBLINE文によって画I白.の上方からY 昨棋=90まで

クリアされ、元のプログラムリストが顔を"1'，します。次に、 h悉'，;-30および40によってrの部分に

線被様を描きます。

図 3-19
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3.8.6 POSITION 

-E￥ヨ・・Eを週圃 POSITION x. y 
x ... ... ...数fu'l.テ‘ータ x } ~i'~:f~~ 

Y ... ... ... tkfIl¥子::.."ータ y-}6j(t;'{ 

-E忌狙・・白書置 PATTERN文によるドッ トパターンの表;j司、:Linを決めるために、グラフィックエリアートのポジショ

ンポインタのイι出を l没えとします。

E~1'.・~7". PATTERN 文の実行は、ポジションポインタの>j ，す T'1サf+~ú't: ;l'fから Ilf.jMì されま す。 それら作文の'人:

行によ ってポジションポインタのボす位校1¥i:Ltiも移動しますが、 POSITION文は、千二r:怠;こその['.jサ史

{江市をぷ本する文です。

ホジションポインタは、x y}λi沈引こついて

0三三λ・主319 (ノ、イリゾリューションモードの114fTはO豆x三五639)

O豆u壬199

の純IJHで設定できます。 凶3--20参照。

。

y } 'i '，:t~!~ 

199 

ポジシ ョン。ポインタ

x -JI'Ì~1~X 

図 a-20

319 
(639) 

ポジションポインタとは、グラフィックエリア 1-.の 1ドッ ト{ぷEを不すポインタであり、 PATT

ERN 交の'kfj-のlmに参照されるポインタです。この交の'五行は、ポジシヨンホ，イン夕の〉川J〆よすグ

ラフイ、ツソクエリア 卜.ρσの) }~け守恨そ杭棋1計f 、E荷を j包Jλ以，1\ (、

ンホイン夕の{伏ιι川;ド山;~山む立! も移 リます。

グラフィックコントロールにおいてぷノj ~1\i:出を管則するな昧で、キャラクタぷノjえにおけるカーソ

ルの役割lに似た働きをも っています。

、
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3.8.7 PATTERN 

E ・PATTERN Xl， Yl $ <， X2 ， Y2 $ >・…ー…く，Xn ，仇$>
Xi・・・・・・・・・数値データ:ドットパターンの積み重ね段数(::tl-土24の範岡)

y，$ .....・・・・ストリングテ、ータ 8ビット単位のドットパターンを表わすデータ並.ぴ

入力モードに設定されているグラフィ ックエリア上に任意のグラフィ ックパターンを描きます。

グラフィックパターンは、入力モードのグラフィックエリア (GRAPH 1文の実行によ って決めら

れる)上に、ポジションポインタの示す位置 (POSITION文の実行、あるいは、既に行っているP

ATTERN文によって決められる) を起点として、積み重ね段数をu 、 ドットパターンのデータ並

ぴを Yi$の内容として描かれます。 PATTERN文の'尖行によってポジションポインタも移動して

行きます。

描く べき ドットパターンは、 8ビット単位で与え、その各ド ットパターン要素は、ポジションポイ

ンタのボす座標位置からX軸の正の方向に、 ドットのセット/ リセ ットを決めます。 8ビットをド

ットパターンの単位とすると、 256通りの要素によって ドットパターンを表現できることになりま

す。 ドットパターンを表わすデータ並びは、 Yi$とし寸形によって示されているようにス トリング

データで表現します。

たとえば、 8ドット全部をリセッ卜する要素は、 8桁の2進数00000000(2)=OO( 16) =O( 10)をストリ

ングデータに変換したCHR$($00) または CHR$ (0)で表現するし、8ドット全部をセッ ト

する要素は、 11111111(2)=FF(16)二 255(10)をストリングデータにしたCHR $ ($ FF) またはCHR

$ (255)、 あるいは Hπ11 (キャラクタ HπHの ASCIIコードは255(10)です。 付録A.1のASCII

コード表を参照)でそれぞれ表現することができます。

図3-21に示 したドットパターンの例では、 黒くしたドット をセッ トするデータ要素は、ビットデ

ータ01001110(2)=4E(l6) =78(10)をストリングデ、ータイヒした、 CHR$ ($4E)、 CHR $ (78)または

11 N 11 によって表現されます。

、一一一--.r一一一一J

セットするド ット

図 3-21

ドットパターン要素の積み重ねに関しては、先ず積み重ね方向は重ね段数Xiの符号によって、決めら

れ、下から上へ重ねるには証の1i[を、上から'卜ーへ重ねるには負の値と します。重み積ねは、上向き

/下向きにはiI段実行したあとポジションポインタがX軸の正の方向へ8ドット分移り、先のドッ

ト表示のすぐ右隣りに続けて描かれます。ただし1壬IXil亘24で、なけれはな りません。

たとえば、 A $ = 11 ABCDEFG 11 WIlちCHR$(65)十CHR$(66)十・・・・・・・ー +CHR$ (71))の骨芽、

次の PATTERN文を実行すると、図 3-22に示す ドットパターンが表示されることになります。

PATTERN -5， A $ 
ポジションポインタの最初の位置

上から下へ

5段重ね

図 3-22
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PATTERN文によって漢字やTイ反名を表示させる例を取り上げてみます。 漢字はアルファベット

や数字などと較べてはるかに複雑な文字であり、ここでは16X16のドットマトリクスを漢字 1文字

の単位として表現することを考えてみます。

たとえば電算税の H 屯 11 とし、う漢字を16X16ドットマトリクスで表現してみると図 3-23のように

なります。

、1ノ
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12

、
$00 
$lF 
$00 
$3F 
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$2E 
$40 
$OE 
$00 
$OF 
$08 
$OF 
$08 
$OF 
$00 
$00 

$00 
$F8 
$80 
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$82 
$BA 
$82 
$B8 
$00 
$ F8 
$88 
$F8 
$88 
SF8 
$82 
$7E 

図 3-23 "電 11を16X16ドットマ トリ ックスで表現した例

図で中央にヲ 11，.，、た太線は、積み重ねの並び、を医切るもので、最初idfllJ(1)の16段の積み重ねを描

いておいて、続けて右側の (II)を十郎、て"這 H を構成しようというものです。また最上段の 1段

と、両サイドのドットダIJは全てリセットと決めておき、隣り同士の文'ナtがくっつかないように考え

ています。

lヌ!の耐脇に16進コードを示していますが、これがデータとなります。PATTERN文によ って、上か

ら下へドットパターンを捕くものとすると、 川電"のストリングデータは、

CHR $ ($ 00)十 CHR$($1 F) + CHR$ ($ 0 0) +CHR$ ($ 3F) +CHR$ ($ 2 0) + 

.+CHR$ ($88) +CHR$ ($F8) +CHR$ ($82) +CHR$ ($7E) 

という 32例のキャラクタの並びとなります。

このデータがたとえば、 DE$ (20)というストリング百己列要素に代人されていたとすると、

PA TTERN -16， DE $ (20) 

によ ってポジションポインタ位置から".屯"が表示されることになります。

|ヌ13-24の左側は、漢字データ作成フ。ログラムによ ってカーソルエディションを用いたデータ作成

の一例を示しています。ギi側はそうして作成した、漢字データの 1グループと、平仮名をデータフ

ァイルから呼ぴ，'J!，して CRTディスプレイ上に表示させたものです。
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3.8.8 POINl' 

-R"~苛園 POINT (x， y) 

x ......・・・数値データ :X一座標

y.........数値データ :y一座標

x、 uで指定されるグラフィックエリアートーの任意の!坐楳点がセ ットされているか、 リセ ットされて

いるかの情報を読み出す関数です。この関数の航はページ 1、 2および3を装備している場合次の

ように O、 1、 2、 3、 4、 5、 6、 7のいずれかの整数とな ります。

POINT(x， y) 

。
1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

POINT情報

グラフィックエリア/ページ 1、 2、 3ともリセ ットされている

グラフィックエリア ./ページ 1のみセッ トされている

グラフィ ックエリア¥ページ 2のみセットされている

グラフィックエリア 〆ページ 1、 2のみセッ トされている

グラフィックエ リア/ページ 3のみセ ットされている

グラフィックエリア/ページ1、 3のみセットされている

グラフィックエリア/ページ2、 3のみセッ 卜されている

グラフィックエリア/ページ 1、 2、 3すべてがセッ トされている

ただし、グラフイックボード(MZlROl 

の似は次のようにな ります。

ページ 1のみ合む)のみ装備している場介はこの関数

POINT(X ' y) 

O、 2、 4まfこは 6

1、 3、 5まfこは 7

POINT'I'I~判止

ページ1が リセ ットされている

ページ 1がセ ットされている

また『グラフィックボード(I¥1Z lROl)にグラフィックエリア/ページ2(I¥1Z-1R02)を追加装備

している場介は、この間数のもti.は、次のよう になります。

POINT(X . Y) 

0まアこは4

1まアこは5

2まアこは6

3まfこは 7

POINT情i判え

ページ 1、2がリセ ッ卜されている

ページ1のみセッ トされている

ページ 2のみセッ トされている

ページ 1、 2ともセットされている

この関数によって、グラフィック表示データをフィードパックすることができ、例えば、曲線と曲

線の交点をグラフィ ック表示によ って調べるといった応用が考え られます。

次の文は、 POINT関数の値によって多岐分岐する例です。

100 ON POINT (X， Y) GOTO 210， 220， 230 
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3.8.9 POSH 

-E三週圃置頑固 POSH 

3.8.10 POSV 

グラフィックエリア仁のポジションポインタの、現在のX一座標(水平位置)を与えるシステム変数。

(POSH : horizontal position) 

f足っ て、 POSHのと り布十るÍlu~は 、

0豆POSH豆319

です。

ただし、ハイリ ゾリューションモード (640x 200ドット/'ffl_iIHli)の場介、POSHのと り得る似は、

0豆POSH三五639

とな ります。

POSV 

E 溜・.nal圃 グラフイ ツタエリア 1"のポジシ ョンポインタの、現在のY一座標(垂直位置)を与えるシステム変数。

(POSV vertical position) 

{追っ て、 POSV グ〉とり f'~i'るf直は、

0三五POSV豆199

です。
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3.9 データファイル入出力文

BASICフ。ログラムテキストは、 SAVEコマンドによ ってカセットテープ上にE由来、保存ができ、またLOADコマンド

によって再びBASICテキストエリア上へ読み出すことができますが、件種のデータをカセットテー7
0

_上に記録、保存、

再呼び、出しを行うことができるよう以下に説明するデータファイル入出力文が用意されています。

3.9.1 WOPEN/T 

WOPENく/T> くJilename> 

カセットテープ上にシーケンシャルテ、、ータファイルを作成するために、カセットテープファイルを

オープンします。(WOPEN: write open) 

WOPEN文は、シーケンシャルデータファイルの書き出しオープン (writeopen) を宣言する文

であり、 file name は作成するシーケンシャルデータファイルのファイル名になります。

WOPEN文を実行すると、 PRINT，/T文によって、数侃データまたはストリングデータを順次カ

セットテープ上に記録して行きますがCLOSE.文が実行きれてはじめて、カセットテープ上に、そ

のシーケンシャルデータファイルをファイルエンドマークと共にjf式に党録します。ρ:lenameを

，leJA.しないと、フ ァイル名のないデータファ イルが作成されてしまいます。データファイルの内科

をl開示するようなフ ァイル名を必ずJい、ておくようにすると、ファイルがたくさん作成されたとき

n¥J述いが少な くな ります。

3.9.2 PRINT/T 

PRINT /T dl <， d2， d3 ， ••• .•.••• ， dn> 

di.........数値データまたはストリングテータ

WOPEN文によってオープンされているカセットデータファイルに、オペランドに記述した各積デ

ータを順次書き込んで・行きます。

オペランドに~C.J主する出力データは、数値デー夕、ストリングデータいずれも自由に置くことがで

きます。 1つのPRINT/T文に複数個のテーータを置く場合は、セパレータ l¥Hを刷います。

実際のデータ書き込みは、256ノ〈イ ト単位で行われます。PRINT/T文を実行中にプログラムのブ

レークを行ったり、 CLOSE文を実行せずに置いた場合、不完全なカセットデータファイルのまま

カセ ットテープデッキI)'Jに残ってしまうことになります。ROPEN文のもとでINPUT/T文を実行

させた場合、あるデータ以降か:'..，1:.しく 11、Fび'!，-jllせないということが生じてしまいます。従って、オー

プンしたファイルは正し くクローズしな くてはなりません。

また、ファイルオープン中にカセットテープを交換したり、巻き戻し、送りなどの操作を行うと正

常なファイルコントロールが不可能になるので千Tつてはなりません。
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-・E酉E・・ 次のプログラムは、カセットデータファイル "Namelist"を作成する例です。 1クラス50人の生

徒名が、出席番サAの順に 1次元配亨IJN$ (A)の巾に既に代入されているものとします。

3.9.3 CLOSE/T 

300 WOPEN/T "Name list" 

310 FOR A= 1 TO 50: PRINT /T N $ (A) : NEXT 

320 CLOSE/T 

CLOSEく/T>

WOPEN文を実行している場合、 WOPENをクローズして、カセットテー7
0

1:.'こ Eつのシーケン

シャルデータファイルを作成します。

ROPEN文を実行ーしている場合は、ROPENをクローズして、新たに月IJのファ イルのオープンがで

きるように します。
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3.9.4 ROPEN/ケr

ROPEN C，'T> くJilσnαme>

カセ ッ トテ -7
0

_l二のシーケンシャルデータフ ァ イ ルに守主求されているテータを読み ~1 '，すためカセ ッ

トファイルをオーフ。ンします。 (ROPEN: read open) 

ROPEN文は、シーケンシャルデータファ イルの読みげIしオーフ。ンを寅三する文であ り、filename 

は読み出しオープンする シーケンシャルデータファイルのファイル名を指定 しますの

ROPEN文を実行すると、 INPUT，' T 文によ っ てカセットテー7~ トーのデー タを )1恒次変数または配列

要素に代入することができます。

データのI売み，' 1 '， し をまう~ (したらCLOSE文を実行してファ イルを閉じます。

File nαmeを立心Aしないと最初に見つかったBASICシーケンシ ャルデータファ イルを読みtI"しオ

ープンします。

3.9.5 INPUT/'l' 

-E週・・E調圃 IN PUT/'T Vl <. V2 ， V:J ， ・・ ・・・・・ ・・ ，v，，> 
Vi"'"''''数値変数、数値配列要素またはス トリ ング変数、ス トリ ング配タIJ要素

ROPEN文によってオーブ。ンされているカセッ トシーケンシャルデータフ ァイルから)1断欠データを

読み，'1'，します。

INPUTノT文を実行すると、そのオペラン ドに，iじ述されている 入力投ひいの変数または配列要素に順

次カセ ットファイル 1'，のデータを読み出し代人します。従-)て、カセ.ツソトフアイル 1'，のテデ守一夕、I世t.びび? 

とINPUT/〆T火文;の人j力J，)抜kひび"のテデp一夕担はそれぞぞ「れ

: シ一ケンシヤルテデo一夕フ アイル一1'，の数f仙11出l向t包.テ引一夕カが"INPUT.T 火文;でで、ス トリンクググメ川戸変数 (または両配己乎机列lリl安要

素) ，にこ士対サ引!必された土場勃合は、 ス トリ ングデータ として代人されます。この場合数値データが、5，17と

いう fj{{だとしたら" 5.17 "というス トリ ングとしてぬわれます。

INPUT，/T文の実行q，にデー タ切れ、日IJちアウト オブファイルカザγ1:したら本Error63 (Out of 

file)とな ります。

ファイル 。エンドの扱い

付加;とされたシーケンシャルデータファ イルからデータを，i先みtIパー場介アウト・オフ・ファ イルカサ在

住するとエラー(Erroγ63)が発性 して BASICコマン ドレベルへ反 ってしまいます。ファイルテーー

タのデータ数がわかっている場介は 、 読みn~ し 1"1数をそれに介わせればl;~ L、のですが、データイ回数

カ￥不明で、アウト・オブ・ファイルになってもフ。ログラムを件'J卜しないよ うにするには、シーケン

シ ャルデータファイルを {'p成する I~，!j:に以後に必ず終端を不すテーータを入れてお くようにすれば、そ

fLによ ってエン ド・オ7--・ファ イルを判凶fすることカ£できます。たとえば、文'(::ii重り "END OF 

FILE" というストリ ン グテーータを :書:いておくブj~去カイ考えられます。
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3010 機械語プログラムコントロール文

ここで利平説するステートメン トグループは、 村味な処J:lHをii-うために機械部 (maehine language) プログラムを作成し

てBASICプログラムとのリ ンクを1i -)たリ、モニタプログラムエ リア'専を11¥1妾アクセスして必要な処珂を行ったりする

ためのステー トメン トク"ルー7"です。

3.10.1 LIMIT 

-."~~... LIMITαd 
α(/_......-アドレス :~~M:デー夕、 もしくは4行tの16進数

-lí~~掴園 BASICて寸.史)+Jするメモリエリアを、 adでJ行'ょするアドレスまでにi!;l][出し、その;大のアドレスから忠

F FF F (65535) 浜地までをユーザエリ アとします。

あるいは、LIMIT M X̂文によ って全エ リアを BASICエリ アに民します。

E:Z~1;，掴・ sASICで、機械dliプログラムとの リンクを1jう場合、あるし、は特妹なデ一色タをメモ I).Uこ構成しょ

うとする場介は、それに必裂なユーザエリ アをこのLIMIT文で雌保して、BASICで使用するエリ

アと|ズ日IJしておかなけhばなりません。

2つのエリアを分'，ifIJするのに、 BASICで使川するエリアの品後のアドレスをオペランドによCJ!Rしま

すカ大そのアドレ ス11U_は、10.ii主要文または16.ifu数で!白.抜.ny'，i:します。

sASICの他HJエ リア.をメモ リの最大に民すには、LIlVlIT MAXえを'長ii-します。

f.LMJ¥ • 3のメ モリ 7 ッフ を参m~ し て 卜- さ~ '0 

-・・E凶・・・・ LJMIT $ DFFF. 

メ0000

:-、12:¥0

Sト:000

S FFF卜.

BA SIC プログラ ムエ リ アを $DFFF 舟J也ま でに制限 し、そ ~ U).I)1f:をユ ーー

ザエリ アとします。1'>?13-25参}!日c

ヌ1():，¥rTO R 

s:'¥SIC 
インタ-7 1) タ

BASIC 
フログラムエリア

ユーザエリア

図 3-25
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3.10.2 POKE 

3.10.3 PEEK 

POKEαd， d 

ad ........アドレス:数値デー夕、もしくは4桁の16進数

d ........数値データ:0 -255、もしくは2桁の16進数

メモリ上の任意のアドレスにデータをストアします。

αdで指定するメモリ位置に直接1バイトのデータを書き込む文でありアクセスするアドレスは任意

です。

データは 1ノ〈イトテータであるので、 o -255 (16進の$00-$ FF)のし、ずれかであり、数値データ

であれば 0-255の範囲のいずれかの整数でなければなりません。

POKE文は、 LIMIT文と関係なくメモリ空間上の任意のイ立置に対して実行可能ですから BASICや

MONITOR本体を壊す可能性があるので、その使用には充分注意が必要です。

LIl'v恒T文によ って確保したユーザ・エリアは、 BASICによって使用されることはないので、機械

語プログラムまたはデータを POKE文で構成する場合、あらかじめLIMIT文を実行しておくように

します。

PEEK (αd) 

αd.......ーアドレス:数値デー夕、もしくは4桁の16進数

Eß~調圃 数値データαdの値の示すメモリ上のアドレスの内容を与えます。メモリ上のデータは8bitデータ

であるので、 Oから 255の範阿の結果が与えられます。

αdの値は、 Oから 65535までの範岡でなければなりません。メモリ上のアドレスを直接指定する場

合は、 16進数表現が可能です。

逆に、メモリ上の指定アドレスにデータをストアするには POKE文を用います。

酌山2羽6似(は一まム、，PE吋E郎凶悶K阿悶!関羽撒数山の使凶州州山(仔例附ダ列舵リ陀を師肌示礼Uし口山一てわLい引、d引ま討す。Jア打ド…レ以川ス刈一4…lリ1)7(7)げmアmの附訴却させ山た川も仰川の灯吋で
4必8、56文字という風に 8文'ナ:ごとにタビュレーションがE没定されていることがわかります。

図 3-26



77 

3.10.4 USR 

-Eヨ・・~... USR (αd) 

αd.........アドレス :数値デー夕、もしくは4桁の16進数

EE軍国圃司掴・ 数値テPータαdの他の示すメ モリーLのア ドレスにプログラムのコントロールを移します。これは機械

語のサブルーチンへの分岐命令、CALLadといlじです。従って機械語ブoログラム中でリターン命

令 (RET、RETcc)があると、USR関数を実行した次のステートメン トへコント ロールが戻 り

ます。

αdの値は、 Oから 65535までの範|川でなければなりません。メモリ上のア ドレスをi直接指定する場

合は、 16進表現が可能です。

USR (αd， x $) 

αd.........アドレス:数侃デー夕、もしくは4桁の16進数

x$ ........ス トリングテザータ

USR関数で、ア ドレスデータとともに、ストリ ングデータをワえた場合、機械語フ。ログラムのCALL

を実行する直前に、ストリングデータx$の内作がス トアされているメモリエリアの先頭ア ドレスを、

CPUの DEレジスタにセ ットし、 x$の長さを BCレジスタにセッ トします。

この関数によって、 BASICプログラム中で使川しているス トリングデータを、機械語フ。ログラム

に受け渡すことができます。
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3011 プリンタコン トロール文

プ リンタコン トロールの詳キ111については、各プ リンタのマニュアルによってください。

3.11.1 PRINT /P 

PRINT/P (('1 d 1 el d2 . ... ... en dn> 

e i........... .，'1'，) J並び: 数11良デー夕、ストリングテー夕、コントロールコード

di.... ..・・・・・・セパ'レータ

-E長a・E計調・ ilUJ並びで‘折半 したデータの仙台プ リンタヘ，'1'，)Jします。
-1.1';盟国園者圃・ PRINT ノ ' P 文は、 PRINT 交の実1f とほぼr，:ï J じ形式てーy-" ータ長ノI~をプリンタトーへ行います。 セノ ぞ レ

ータ!?， H と 11 11の働き、 TABI羽数の働 きもI'IJ+lです。

ただし、プリンタには各柄のr:1l'[:モードがあり、 プ リントされる火:'r:の形や1i'l/口陥などが切リ換え
られるようになっていること 、 1 火:' j< を;長JJ~するドソトマ ト リクスのfJ'，'íJA:: などのi主いがあります。

J大に、フリンタコ ント ロールでJIJl、るiS:'j本コードをノjえします。

PRINT/〆P CHR$(5) 

PRINT/P CHR $ ( 6 ) 

PRINT /'P CHR $ (6) 

PRINT /'p CHR $ (7) 

PRINT / P CHR $ (8) 

PRINT /P CHR $ (19) 

PRINT/P CHR $ (20) 

PRINT/ノ〆P CHR $ (21) 

3.11.2 IMAGE/" P 

IMAGE/'P x $ 

フォーム・フィード(改頁)を行う

動作モー ドの初期l化を行う

行間にスペースを'引けるフ リントモー ドにする

行間/.!J:r;'lのフ。リントモードにする

fff文字プ リントモードにする

1ff文'j<フcリントモー ドを角平除する

-紡少文'j':プ リントモードとする

・・・縮少文'下プ リントモードを解除する

x $ ............ストリングデータ 8ビットl.p.f:，:のド ットノずターンを表わすデータ並び

EF辺国国同調. tI'，力投ぴで指定した任意のドッ トパターンをプリンタ ヘil'，) Jします。

グラフィックコン トロールの PATTERN文に似lた悟}Jきのある、グラフィ ックイメージをフ。リント

する文です。プ リンタのヘッドは 卜一下方lil]に故んでおり、 グラフィック イメー ジのプ リン トは、

PATTERN文による CRTディスプレイ 1'.のグラフィ ックパターンぷぷを90。傾けたものにな ります。

たとえば、i大の文の'K行によ ってlヌ13-27に示すイメーシプリントが行われます。

IMAGE，/P "ABCDEFG" 一一一+印字)j向

図 3-27
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3.11.3 COpy /P 

-E逼・・・Iii.. COpy -p 11 
11・・・・・・ー・・ディスプレイ 1:;.ノJ~ページJ汁，じ 1 、 2、 3、 4、 5、 6、 7まえ:(土 8

・E品ヨ・・ITI掴. CRTディスプ レイ !'.(l)データ点ぷをそのまま 1Ilhll(li . ~~.ん プ リ ンタ 卜 /"-. コ ピーします。

E~1'~ヨfll. CRTテポイ スフレイ 卜のテータぷIJよはキャ ラク タ長一IJ..;、 グラフ fソクエリア 1、2、3のグラフィック表

ぶとがあり 、COpy 'p 交では、オペランドの記述 によ って どのぷぷテ・ータをコピーするか折 定し

ます。

キャラクタ表示のコピーをとる場合

キャラクタよーノJ";のコピーをとる場介は次の COpy 'p交をゾミ千Jします。

COPY./P 1 

グラフ ィック表示の コピーをとる場合は、グラ フ{ックエリア卜の件ド ッ トの SET HE:::;ETの

状態を調べて、 イメ ー ジモー ド と IliJ様の jjU~で ド ッ トノ fターンのデー タを n'，)Jしプ リン トします。

3.11.4 PAGE .，p 

グラフイックエ リアは 1と2と3があるので、 i大の 7.i出リ グ)Cop可 1) えが; ， \L~.&てい きますν

COpy -P 2・・・・・・ ・・・グラフ ィックエ リア 1のぷノJ七テ。ータ をフ リンタ ".(二コピー します。

COpy P 3...・・・ー・・グラフィ ックエ リア 2のよぷテーータをプ リンタ[ーにコ ピー します。

COpy P 4・・・・・・・・・グラブイ ックエリ ア 1、2をIliJI!年にぷノjょした場合のぷノドテータをブ

COpy ド 5

COpy P 6 

co ドY P 7 

リンタ 1--'こコヒーしますー。

グラフ rソクエリア 3のよノJ..;テ、、ータをフ リンタ 1'.にコヒーし ます。

グラフ f白γ クエリア 1、 3をIliJII.干によノJ..;した均イ干の ぷノJ";データを7"

リンタ uこコヒーー しますの

グラ7(ックエ I}ア 2、 3をを'1トliJ川11上.

リンタ i卜争にコヒ一します。

COPY ド 8 ・・ ・ グラフ fックエリア 1、 2、 3をlii]lI，lj:にl::'Jょしたよもjf干の }.</jよデータ

をプ リンタ i'.にコじーし ます。

COpy p支は、GRAPH 0文 とは関係な・く佐川できます。

CONSOLE GH{，ji令によリ 640x 200ドッ ト 111III(rI r，/)ノ¥イリゾリ ューション モードに l没〉ιしている
II.IJ二に80fhラインプリンタにてグラフィック よノ1¥の コヒーをとる場介は、かならずフリンタの1:1l'/モー

ドを手前少失:.j<フ'リン トモードに!没忘してくださ L、。136Niラインプ リンタ をf史川する場介は、 ~H;:j!Í! 

1 : 11]<モードでコヒー "fíH~:です。

(例) 100 PRINT P CHR $ (20) 

110 COPY P 8 

-~:_~.. PACE P .t・

1・・・・・・・・・・まえflfiテ」ータ

E 品，，，_言語E プ リンタの1:Ij'j<で、 illftJを 1ページとするかを決める;文です。

E.1'--同f眉・ フリンタの1'l}WI状態では 1へージ661J.r:/i' j<されますが、それを 1 -255 の純iJtiで作ぷにuとめるこ
とカイできます。 たとえ(工、

PACE P 22 

;，IJによー Jて 1ページを221j'と決めておくと、プリ ンタの "TOP りF FOH.M"ボ タン を+111すか、

ページ，is_りのコー ドを，i.!lると(ドRINT ド CH日出 (5)干えによる)221 j' ìjíイ \'/~ で <l(の 光ÝÚi j'/，-ブ白リン

ト)11組tカ".i.!lらjします。
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3.12 1/0ポートアクセス文

3.12.1 INP 

INP@ p， v 

p .........ポー ト番号 :0 -255もしくは$OO-$FF

U…-一一-数値変数または数1i間以陵素

E長a・~. 1/0ポート上にある 1ノ〈イトのテータを変数(または配列要素)に入力します。(INP: input) 

3.12.2 OUT 

INP文の機能は、 Z80A-CPUの "IN"命令の機能に似ており、オペランドCs.'ρのρをアドレス・

パスの下イ立(AoからA7)に害IJり付け、指定可能256ポートの1つを選択してそのポー ト卜にある

1バイトのデータが取り込まれます。CPUの"IN A、(n)"命令では、アキュムレータに 1バイト

のデータが取り込まれますが、 BASICのINP文では、変数uに取り込まれます。データは1バイ

トなので、数値変数または数値配列要素uに0-255(または $00-$FF)のいずれかの数倣が代入

されます。

ユニバーサル 1/0カードを介して外部機器からのデータ入力を行うには、カード上のポー ト設定

スイ ッチによ って定めたポート番号によ ってアクセスを行います。

-E三週・・E・・ OUT@ ρ， x 

ρ.........ポート番号:0 -255もしくは$00-$FF 

x ...…・・・数11直データ:0-255もし くは$00-$FF 

1//0ポート上に 1バイトのデータを出力します。

OUT文の機能は、 Z80A-CPU のけ OUT" 命令の機能に似ており 、 H~力ポートを選択して、そこへ

1バイ トデータを出力します。CPUの "OUT (n)、A"命令では、アキュムレータの内容が該当ポ

ー トへ出力されますが、BASICのOUT文では、数値データの形で 1バイ トデータが山力されます。

従って、数値データは、 0-255(または$00-$ FF) の1"，ずれかの数値でなければなりません。

MZ-2000本体は、 16進で$EOポート以降を各種コントロールで使用しており、これらのポートに

ついては、 Owner'sManualを参照の上i主意して扱わなくてはなりません。



B 関

この章は、 BASICインタープリタMZ-1Z001の関数について、数値関数、ストリ

ング処理関数、タヒ、ユレーションコントロール関数の各組み込み関数 (built-in

fυn c t ion) }I/買にそれぞれの機能を解説しています。

グラフィック処理、機械語フログラム処理等で特殊に用いられる各関数について

は、前章の各ステートメントグルーフの中で解説されていますから、そちらを参

~R してくださし、 。

どの組み込み関数も、あらカ、じめ定義する0L、要な〈任意に呼び出すことができま

す。

Chap 

4 
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401 組み込み数値関数

4.1.1 ABS 

圃E逼・・E・・ ABS (x) 

x... . .....数航デー タ :数{山了よ数、放M:変政、数-(1問EダIJ'Z_~京ーまたはそれらの算術式

数11宣テ、ータxについて、その絶対航 x をりーえます。(ABS: absolute value)即ち、

x主主 O のとき ABS(ェ)=x 

xく O のとき ABS (λ・)ニ--x 

となります。

PRINT ABS (3 8 ) 

5 

Ready 

1・g!4- 1 は、 ABS I 対数の{~財iE をグラ フィック表ノJ '; てv

，‘. 

院長;二I詑福引iZZ2
ia向

目;ja

図 4-]



4.1.2 INT 

4.1.3 SGN 
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INT (x) 

数Mr~テ、‘ータ xについて、 x を IJß.えない最大の整数を与えます。 (INT : integer) 

iχ14 --2は、INTI期政による幣数化によ って、連続的に変化する量が階段状の離散値に変換される

もょうを示しています。

図 4一一 2

SGN(x) 

数値データxについて、符サ関紋signxのf直を与えます。(SGN: sign)日IJち、

x> 0 のとき SGN (x) = 1 

x=O のとき SGN (x) = 0 

xくo 0)とき SGN(ェ)=--1 

となります。

|ヌ14 3は、 SGN関数の働きを、凶4 2のINT関数の働きに対照させて示しています。

図 4-3
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4.1.4 SQR 

4.1.5 SIN 

SQR(x) 

数{的;テ、、ータxについて、その平方恨rxを与えます。(SQR:square root) 
xの値;はも正またはOでなければデータエラーとなリます。

フ。ロクーラム

10 X= 5 

20 PRINT X， SQR (X) 

30 X=X-1: GOTO 20 

プログラム実行・

RUN 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

-1 

2.236068 

2 

1.7320508 

1.4142136 

0 

本Error 3 in 20・・・・・.......Xの値が負になったためテーータエラーが発生した

Ready 

SIN (x) 

数値データxについて、 三角関数(trigonometricfunction) sin xの値を与えます。ただし、 xの単f¥'f

はラジアン(radian)です。(SIN: sine) 

!支(degree)単位の数値データdについて、 三角関数sindコの11fi_を得るには、

SIN(d本π/180)

とします。

図4-4は、-12ラジアンから12ラジアンまで、角度xを変化させたときの、 y=sinx+sin 2xのグ

ラフをj~ しています。

図 4-4
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COS (x) 

cos 4.1.6 

ただし、 xの単{立はラジアン(radian)です。数値データxについて、 三角関数cosxの{直を与えます。

(COS : cosine) 

!支(degree)単{立の紋f直データdについて、 三角関数 cosd'の11在を得るには、

'180) COS (d>lくπ

とします。

5は、 COSI羽数を討|み合わせて 1つの繰り返し曲線を捕かせたものです。tK14 
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この幽而表示は、 CONSOLER文によ って画商全体の白黒が以転されています。従ってSET-文に

よって.11'1れ、たIIh線は、w.くお初、れています。
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4.1.7 TAN  

4.1.8 ATN 

TAN(x) 

数値データ刈こついて、 三角関数tanxの倣を与えます。ただし、 xの単イカ:はラジアン(radian)です。

(TAN : tangent) 

度 (degree)単位の数値データdについて、 三角関紋tand。のf障を得るには、

TAN(d本π//180)

とします。

tan xは、 x→?±nπ、(n=0、1、2......)のとき Itan x I→+∞となり、TAN関数もxの1i直によ

よって結果がオーバフローすることがあります。

図4-6は、 TAN関数のオーバフローを調べるために、89.99999から0.000001。刻みで90
0

に近付

けた様子-を示しています。89.999999。で‘オーバフローが発生したことがわかります。

図 4-6

ATN (x) 

委文イ直データxについて、 i色一三角関数(inversetrigonometri cal function) arctan xの{位を与えます。

ただし得られる結果の単位はラジアン (radian)です。(ATN: arctangent) 

arctan xは、無限多価関数(infinitemany-valued function)ですが、 ATN関数では、その主値

(principal value)をりえ、結果は一π/2からπ/2の問の値となります。

度 (degree)単位の結果を得るには、

ATN (x)本180//T( 

とします。

PRINT ATN( 1)本180//π

450 

Ready 
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4.1.9 EXP 

EXP(x) 

E 淘圃園調・ 数値テ♂ータx，こついて、指数関数(exponentialfunction) eの値を与えます。 (EXP: exponential 
function) 

eは内然対数の!氏(thenatural logarithmic base)です。

PRINT EXP( 1 ) . EXP( 2 ) 

2.7182818 7.3890561 

Readv 

f元]4 ----，- 7 はI1 ~規分布形のグラフを表;，jえさせた例です。

図 4-7
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4.1.10 LOG 

LOG (x) 

E~~~圃 数値データ刈こついて、常用対数(commonlogarithm) IOglOXの値を与えます。真数xは、Oより大

きくなければなりません。(LOG: logarithm) 

4.1.11 LN 

B>OかっBキ 1である とき、数値データAの値について、Bを底とする対数関数の値(thevalue 

of the logari thm of A wi th the base B) logBAは、

LOG (A) //LOG (B) 

まfこは、

LN (A) /LN (B) 

によ って得られます。

LN (x) 

E 掴・TI・ 数値デ会ータxについて、自然対数(naturallogari thm) loge X の{直をワーえます。真数xは、 Oよリ大
きくなければなりません。 (LN: natural logari thm) 

4.1.12 RND  

数'予公式にあるように、真数の積は、対数の和で表わすことができます。即ち、

LN (x>lくy)=LN (X) + LN (Y) 

LN (x/y) =LN (X) -LN (Y) 

LOG(x本y)=LOG(X)十LOG(Y)

LOG(x//y) =LOG(X) -LOG(Y) 

舟支に、演算実行11寺聞は、プ1二辺の方が丸Zくなります。

圃E三E・・E・・ RND(x) 

-E易担・・ITI掴置 数値データxについて、 0.00000001から0.99999999までの値をとる挺似乱数(pseudorandom num-
bers) を与えます。(RND: random numder) 

数値データxの11直によ って次の2通リのfillhきを持っています。

x> 0とした場合は、 BASICインタープリタが発生する擬似乱数系列で、出j[nl_1jえた乱数にひきつ

って、次の乱数を与えます。

x三五 Oとした場合は、 RND関数による擬似乱数系列の発生を初期J化し、先頭の擬似乱数値を与えま

す。この初期化操作によ って、乱数によるシミュレーションなどに手存見性を持たせることができます。
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。2 ストリング処理関数

4.2.1 LEF'fS 

-r~・. LEFTS (xS ，n) 

xS............スト リング定数、スト リング変数、ス トリ ング配列要素またはそれらの結合式

n ・・ ・・・・・数値定数、数値変数、配ダIJi要素またはそれらの算術式

Er.，~E ス トリ ングデータx$について、左からn文字で構成するス トリ ングを与えます。

nは、 Oから255の範阿でなければなりません。

もしn孟LEN(x$)ならばLEFT$(x$ ， n) =x$となリます。またn=0のときは、 LEFT$(x$ ， n) 

ニ "" (null string)となります。

・・・E凶・・・・ PRINT LEFT$ ( " Personal Computer MZ-2000川 ， 17) 

Personal Computer 

Ready 

フ。ロク心ラム

10 A$="ナツメ ソウセキ H

20 B$ =LEFT$ (A$ ， 3) 

30 PRINT "セイノ、 什;B$; " テザス 11

プログラム実行i

RUN 

セイハナツ メ デス

Ready 

4.2.2 MID$ 

-E三ー~・・ MID$(x$， m， n) 

E 品，，__ヨ掴・ ストリングデータx$について、左からm番手目の文字からn文字で構成するス トリ ングを勺えます。

(MID : middle) 

州立、 1から225の範|封、 nはOから255の純|叫でなければなりません。

もしn>LEN(x$)-mなら(工、MID$(xS ，m， n) =RIGHT$ (x$ ，LEN (x$) -m +1) 

日IJちxSのm文字から終わりまで全部となります。またη=0であればMID$(x$ ， m ， n) = " " (null 

string)となります。

・・・E詔E・・E プログラム

10 A$ = " W olfgang Amadeus Mozart" 

20 INPUT N 

30 PRINT MID$ (A$ ，N ， 8) 

プログラム実行i

RUN 

つ 10

Amadeus 

Ready 
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4.2.3 RIG HTS 

4.2.4 SP ACE$ 

-E三a・・・~._

・.~温圃.m~・

RIGHT$ (x$ ， n) 

ストリングデータxSについて、イiからn交'[:で梢成するストリングを勺えます。

nは、 0から255の{令官同でなけれはなりません。

もしn孟 LENならl工RIGHT$(x $ . n) = x$となります。またn=0のときは、 RIGHT$(x$ ， 

n) = 11 " (null string)となリます。

フ。ロクーラム

10 A$=什ナミメ ソウセキ"

20 B$ =RIGHT$ (AS ， 4) 

30 PRINT "ナマエハ "; BS; 11 デス川

フ。ログラム実行一

RUN 

ナマエハソウセキ デス

Ready 

SPACE$ (n) 

数u直テ、‘ータnについて、 11.11古|のj主続したスペースストリ ングを Ij_えます。

このストリング処瑚関数は-Eに、 PRINT-文でf郎 、られ、唄ー 11の削除 (文'[:をスペースで消す)やタ

ビュレーション操{乍にイ史Jilさjします。

フ。ログラム

10 PRINT "r 11 ; STRING$ ( " -" ， 30) ; " -1 " 

20 PRINT 11 1 " ; SPACE$ (11) ; "Table 1 "; SPACE$ (11) ; " I " 

30 PRINT "L"; STRING5 ( " -" ，30) ; "_j " 

プログラム実行ー

RUN 

[ 
Ready 

Table 1 
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4.2.5 STRllぜGS

-墨書・・E・・ STRING$ (x$‘η) 

E 診ー-計調・ ストリ ングデータx$について、その先頭の文千てを述統してnイ|討つないで構成するス トリ ングを勺え

ます。

前記のSPACEβ関数は、このSTRING$関数のx$が 11 "であった場合の関数と考えることがで

きます。

プρ口グラム

10 R$ニ STRING$(什本"，10) 

20 PRINT RS;" Table 1 "; R$ 

ブ。ログラム実行ー

RUN 

>!く>!くヰく*木本木本木本 Table 1 >!く本木本木本木本当く>!く

4.2.6 CHRS 

Ready 

CHR$ (x) 

数値データxについて、 ASCIIコードがxで、ある 1つのキャラクタを与えます。 (CHR: character) 

従ってxは、 Oから255 (16進数の$00からSFF)の範凶でなければなりません。CHR$(x) 関数

とは逆に、キャラクタのASCIIコードを得るには、ASC関数が!一小、られます。

|ヌ14-8は、 ASCIIコード30-255に相汗する、すべてのキャラクタをテレビ同位i卜.に表示させた

ものです。

ASCIIコード o--29は特殊コー ドと なっています。付録のASCIIコード表 (P.98-99) を参照して

くだ‘さい。
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4.2.7 ASC 

4.2.8 STRS 

ASC (x$) 

ストリングデータx$について、先頭のキャラクタに対応するASCIIコードを与えます。(ASC: A-

SCII)キャラクタとASCIIコードの関係は、巻末のASCIIコー ドー去を参照してくださ¥， ¥0 

ASC関数とは逆に、 ASCIIコードからキャラクタを得るには、 CHR$関数が用いられます。

フログラム

10 INPUT 11オオモシ' ヲ ニューリ ョク セヨ: 11 ; CL$ 

20 FOR N= 1 TO LEN(CLS) 

30 PRINT CHRS-(ASC(MID$ (CL$ ，N ， 1)) +32) ; 

40 NEXT N 

50 END 

プログラム実4子

RUN 

オオモジ ヲ ニューリ ョク セヨ:FLOCCINAUCINIHILIPILIFICATION t ) 

floccinaucinihilipilification 

Ready 

STRS (x) 

Et;~~圃 数値データx(こついて、そのM:を表わすストリングを与えます。

数値データが指数表現となる場合には、指数表記のストリングを与えます。

STR$関数とは逆に、数値を表わすス トリ ングをそのま ま数値データに変換するには、 VAL関数

数が用いられます。

凶 4・9はSTR$関数を用いたテ、ータの交換の例をボしています。ilの数M(の表ぷで・は、 JFぢ‘什 十

けが略された1つのブランクが数値の前に表示されますが、 STRS関数でストリングに変換したも

のには、このブランク (space)は付加されないことにも注意してください。

図 4- 9 

t) f10ccinaucinihilipilificat ion 車j左手見
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4.2.9 VAL 

-~・・Eミー・ VAL(x$) 

-Iß~・~掴E スト リングデー タx$について、それがぶわす則的:テοータを ljえます。(VAL: value) 

4.2.10 LEN 

VAL関数とは逆に、放似データをストリングにそのまま変換するには、 STRS/期数が!小、られます。

図4--10は、 VAL関数をJ郎、たデー タの変換の例をボしています。 FI常よく行うように、 1000単

位でコンマ什 ，71を打って数値を人)Jするん1去をiVFし、それをVAL関数によ って'九'際の数値データ

に変えるようにL犬した作IJで‘す。

図 4-10 

-E当E・E・. LEN (x$) 
EEヨ・圃司書圃 ストリングデーハ ;$について、その術以キャラクタ紋を与えます。(LEN: length) 

キャラクタのうち、CRTデ ィスプレイに表示されないスペース '1 11やコン トロール用スト リング

データもそれぞれ1文字として数えられます。

PRINT LEN (STR$ (π) ) 

9 

Ready 

システム変紋πは、 8行桁tの 1.七ι紋3.1415927と小紋Jλ以白，'，1:
としたとき ス トリ ンクググ、や、のI以之さは9と7なな与乞‘つたのでで‘す。

PRINT LEN ( " Peγsonal Computer MZ-2000") 

25 

Ready 
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4.2.11 CHARACTERS 

CHARACTER$ (x ， y) 

x............数値データ :X 座標

y............数値データ :Y 雌標

現在のキャラクタ表示で、 X一座標がx、Y 座標がgで指定される画面上の位置に表示されている

1つのキャラクタを与えます。

キャラクタ表示は、 ASCII コードが30~255 のものが表示可能ですから、 CHARACTER$ 関数

によって得られるキャラクタは、 CHR$(30) ~CHR$(255 ) のし、ずれかとなります。

時標指定の範阿は、 80キャラクタ表ノ長モード、 40キャラクタぷボモードでそれぞれ次のように|浪ら

れます。

80キャラクタモードの場合

X--J車止禁:0三五x三五79

Y一座標:0三勾孟24

40キャラクタモードの場合

X )主t票: 0 三五x三五39

Y一一座原:0三五y豆24

出!4-llは、 CRTディスプレイ上の上部5行に表示されているメ ッセージを CHARACTER$関数

によって読み出して、文宇間にスペースを空けて、ディスプレイの下部へ表示し直したものです。

図 4-11
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403 タビュレーションコントロール関数

4.3.1 TAB 

TAB(x) 

x............ 紋11白.データ:数値定数、数値変数、数値目じタIr~素またはそれらの算術式

PRINT交のオペランドにイ'aJi1され、データ点/J~C7)ポインタであるカーソルを、数値データxで指定

するタビュレーシ ョンf:t:毘へ移動します。 (TAB，:tabulation) 

CRTデ ィスプレイのメI:J!'掃が、タビュレーション.=0、イ1'l!1i1ω{79(80キャラクタモードの場合)ある

し、は39(40キャラクタモードの場合)です。

タビ ュ レーションによるカーソ/レの移動は、 XH~般の I F.の )j/[IJ にだけ移動でき、 JJdど1:ーのカーソルf\ì:

;民よリ kíJ!iJ /，のタビュレーション M~か、j 行〉jJ さ)，LたI易:'ì'( 土台民会}j (iJlJも'JdJ・しなL、)となります。





イ寸 S暴

この付録には、次のものが置力、れています。

ASCIIコード表.........表A.1

BASICインターフリタ MZ-1Z001エラーメッセージ表・・・・・・・・・表A.2

この表には、プログラム、コマンド実行中に起こり得る全てのエラーを載せて

います。BASICインターフリタは、エラーの発生をこの表に示され仁エラ一番

号を表示することによって知らせます。

メモリ・マッフ

三角関数、双曲線関数表

Appe 
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A.l ASCIIコード表

1'.1Z-2000システムのASCIIコード表を次に示します。

10進 16進 キャラクタ 10進 16進 キャラクタ 10進 16進 キャラクタ 10進 16進 キャラクタ 10進 16進 キャラクタ

o 。。 匝目 26 lA 52 巨記 7討 ，1E 日記 104 (jぷ 国
01 回 27 1B :1:1 :3:-> 直 l 79 IF 区記 10G {九) 囚

2 02 日 28 1C ;)(i 団 付o :50 [E] 106 GA 回
0:3 

出l
29 lD :):) J 円7 団 おl 51 区記 107 liB 白己

4 04 30 lE 彊 ;)じ :~8 圃 品2 52 lE 10討 (jC 町
‘〉 05 回 1F 盟 Si 司 圏 行:-l 10Y ()D 画
O{; 回 :32 20 口 ろお :3A 白 0 ~ 百 11(J (iE i困

i 07 回 .-〉JJつ 回 :1B 白 1 日5 ~、ー sー

| 匝図J I 1 11 (iF 函
回

l届
:3C 囚 匝Eお 08 :34 22 (j() 村(j 112 70 

09 回 35 23 (; 1 対7 :->7 同 IJ:) @] 
10 OA 回 :3G 2.1 圃 (i2 :-lE I [I] 民ぷ 三兄 図 7'2. 回
11 OB ;37 25 園 (i:-l :~ F 日~) 国 11 115 国

直記12 困 :38 26 (j.1 ~() ~ ) () 日A 国 国
13 。D :19 27 目 11 ~)l SB I [D 117 1:) 副
1.J OE 回 .10 28 巴 {j(; 12 q2 :)C !区 118 函
15 OF 固 .11 29 回 !:{ 回 十}1 GD 己E! 119 I (( 凪
lG 10 42 2A 函 6o .1.1 圃 りl JE 回 120 78 函
17 1 ] 43 2B 国 {)9 ~;ï El Y5 5F 回 国
lH 12 44 2C 日 70 16 9li (;0 日 122 iA 

ー19 13 .'15 2D 日 回 61 函 12:) 7B 回
20 14 -I(i 2E 日 72 」お 凪 十)詰 (;2 函 12.1 7C 日
21 15 2F 図 7:) Iq 日 りり ();) 回 125 7D 国
22 1(; 48 :::W [QJ '4A 回 (トl 圃 126 7E 巨
23 19 :3 ] 回 75 .113 凪 J()1 

ー
127 7F 国

24 18 50 32 

直圃引| 7(; I .1C ITJI 102 
(;6 rn 

25 19 画 (;7 [ID 11 
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キャラクタ16進10進

E8 232 

E9 2:B 

EA 2:トi

EB 2J5 

EC 2:)6 

ED 217 

EE 2:3行

EF 2:iS) 

FO 2.10 

Fl 

F2 

F3 2.13 

FI 

F:i 

F(i 2. !(i 

F~ 21('-¥ 

)
 
t
旬

、4
 

7
E
『

A
'2 I~) 

Fr¥ 2:iO 

、，，、JVA
 

FTJ 

2-11 

21.1 

FC .) :-;・〉
一、， ~

2:):) 

困
回
国
函
圃
圃
恒
国
圃
司
直
団
日
間
固
圃
圃
図
図
巴

キャラクタ16進10進

CE 20o 

CF 207 

DO 20o 

D1 209 

D2 210 

D3 211 

DI 212 

D:i 2);) 

D(i 211 

D7 

υN 

D~) 

DA 

D日

D仁:220 

OD 

DE ，)つフ

DF つ・〉・1
〕 ιdリ

EO 

EI 

E2 

E1 

日

:21(; 

:2 1~ 

:2 1 ~) 

2:2:) 

:2:2(; 

フゾ7

ドE

FF 

EI 

E:; 

EI; 

2:2K 

:2 :2 ~ ) 

:2:';0 

固
回
配
圃
圃
園
困
圃
哩
口
凶
図
圃
図
園
圃
図
園
田
園
田
圃
置
図
囚

E
回
目

16進10進 キャラクタキャラクタ

B4 180 

B5 ]81 

B(i 182 

B7 lH3 

B8 18.:! 

B9 185 

回
目
同
一
面
配
圏

16進10進

9A 154 

9B 155 

9C -
〉(
 

「み
唱
E
E
i

日D157 

9E I:-iK 

日Fハ可
υ

「
J，
E
『
-L

BA .、
』，
F
(
 
U
O
 
l
 

AO ハU
.ム
U

BB 187 日
口
口

Al 
可
E
E
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ー
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ー

BC l討8A2 lo:2 

BD 
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BF -}
 
t
-l
 

AJ 1 (iG 

置
固
困
困
函
画
面
旦
圏
直
軍
配
門
E
E〕

16進 キャラクタ10進

80 128 

81 129 

82 ハV
丹、

ul--

83 
唱
E
E
A
、J、J
•. 

1
2』

&

8，1 1:)2 

8;-) LB 

.ム
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Q
U
 

1:十i

K7 F
1り
寸み
ー

ぷ8.、
，J(
 
、d
、，
e

，
 

l
 

t
L
 

UO
 

'
E
E
A
 

ハUハ可υ
ー

CO 

じl

C2 -)
 
t
‘
 

l
 

C:) 1 ~l 日

じ」.Lυ 'L
K
 
l
 

C:> J97 

C(; IS)討

C7 

C討

Cり

192 

‘，、
J

.• )
 

t

、.
l
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)
 
t
‘
 
l
 

:20() 

:201 

団
巴
回
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目
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目
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目
回
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AI 

1 O:1 

l
 

-
)
 

(
 
l
 

89 

日A
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uu 
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t
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hi
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J
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ハU
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・EEA畳
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図

討F1 .. s 

.~A，_ ハUl
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'
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AB 171 -}
 

(
‘
 

1..1:5 

AC 

AD 

AE 

AF 

C/¥ 

17.1 

17:-) 

CB 

C仁

:20:2 

2(H 

:2()..1 

:20三

図
固
~ 

l)() 

1-31 

B2 

B:; 

1 i(j 

17討

1 í~) 

置
固
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配
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田
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面
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150 

Eil 

15:2 
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A.2 エラーメッセージ表

エラー番号 エラーの内容

1 Syntax 文法上の誤り

2 Overflow 数値データが許存範囲外、演算結果がオーバフローした

3 Illegal data 規定外の数値、変数が使われた

4 Data type データと変数の型が一致しない

5 String length ストリングの内容が255文字を越えた

6 Memory capacity メモリ容量不足となった

7 Array definition 同じ配列変数を前より大きく定義したか、未定義のl把手IJ変数を使円jした

8 Line length 1行の長さが制限を越えた

9 

10 GOSUB nesting GOSUB文のネステイングが15を越えた

11 FOR ~ NEXT nesting FOR~NEXT文のネステイングが15を越えた

12 DEF FN nesting DEF FN文による関数定義のネステイングが6を越えた

13 NEXT 対応するFOR文のないNEXT文が使われた

14 RETURN 対応、するGOSUB文のないRETURN文が使われた

15 Undefined function 定義されていない関数が使われた

16 Undefined line number 存在しない行番号を参照しようとした

17 Can't continue CONT文によるプログラムの継続ができない

18 Memory protection BASICインタープリタの管理エリア内への書き込み要求をした

19 Instruction mode ダイレクトコマンドとステートメントをj昆同してイ吏った

20 

21 

22 

23 

24 READ 対応するDATA文のないREAD文が使われた

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 
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エラー番号 エラーの内容

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 Already open すでにオープンされているファイルを更にオープンしようとした

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 Out of file ファイルデータ読み込みで、アウトオブファイルが起きた

64 

65 Printer is not ready プリンタカ吋妾続されていないか、 OFF状態である

66 Printer hardware プリンタにメカトラブルが起きた

67 Out of paper プリンタ用紙ぎれ

68 

69 

70 Check sum チェックサムエラー
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A.3 メモリ。マップ

$ 0000 
モニタ

MZ-IZOOIM 

S 12AO 1 1 $12AO : Coldスター トアドレス

IS1300 :HotスタートアドレスBASICインターフ。リタ l

MZ-IZOOl 

$FFFF 

A.4 三角関数と双曲線関数

制 lみ iムみ数íil\関紋にない ~.frJ 関数と双山線開紋および‘それらのj近開放を定義するためのf~IJ を次に IJ" します。 使JtJする場

合には件関数の主義域にひ:志する必要があリます。

secant FNA (X)ニ l/COS(X) 

eosecant FNB (X) =l/SIN(X) 

cotangent FNC (X) =l/TAN(X) 

arcsine FND (X) =ATN(X/SQR(1- X ~2)) 

arccosine FNE (X) = -ATN(X/SQR(l- X ~2)) +π:2 

arcsecant FNF (X) =ATN(SQR( X~2 - 1)) + (SGN(X) -1)本π/2

arccosecant FNG (X) =ATN(は1/SQR( X 2̂一1)け)+ (SGN(X)一1)>木|ド〈 π

2 ar司ccotangent FNH (X) =一ATN(X)+πι，2 

hyperbolic sine FNI (X)=(EXP(X)-EXP(-X))/2 

hyperbolic cosine FNJ (X)=(EXP(X)+EXP(-X))/2 

hyperbolic tangent FNK (X) = -EXP( -X)/(EXP(X) +EXP( -X))本2+1

hyperbolic secant FNL (X) =2/(EXP(X)十 EXP(-X)) 

hyperbolic cosecant FNM(X) =2:' (EXP(X) --EXP( -X)) 

hyperbolic cotangent FNN (X)二 EXP(-X)/(EXP(X) -EXP( -X))本2+1

arc-hyperbolic sine FNO (X) =LN(X十 SQR(X̂2+1))

arc-hyperbolic cosine FNP(X)=LN(X+SQR(X̂2-1)) 

arc-hyperbolic tangent FNQ (X) = LN ( (1トX)/(1-X))/2

arc -hyped】olicsecant FNR(X)=LN((SQR(1-X 2̂)十1)ノ'X)

arc-hyperbolic cosecant FNS (X) = LN (( SGN (X) * SQR( X ~ 2 + 1) + 1) /X) 
arc-hyperbolic cotangent FNT (X) =LN((X+1)/(X-1))/2 
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はじめに

このマニュアルは ノマーソナルコンビュータMZ-2000の標準システムソフト

ウェアMONITORMZ-IZOOIMの命令仕様とサブルーチンの機能を解説して

おり、機械語 (machinelanguage)によってプログラムを作成したり、データ

を構成する場合、どのようにした らよいかが示されています。

MONITOR MZ-IZ001Mは、 MZ-2000のシステムソフトウェアの標準モニ

タフ。ログラムで、あり、 BASICインターフ。リ夕、 DISKBASIC子ンターフ。リ夕、

f音半青度DISKBASICインターフ。リタなどをノくックアッフ。する{動きカfおもな千交

割となっていますが、モニタへコントロールを移すことによって、独立した機

械語モニタ (machinelanguage monitor)として使用することができます。こ

れによって、 BASICプログラムの機械語サブルーチンを直接作成したり、簡単

なデノくッグを行うことができるだけでなく、自巾にシステムプログラムを作成

したり、カセットファイルを作成 した り、 独自の方法でMZ-2000をコントロー

ルすることができます。

巻末には参匂考のためMONITORMZ-IZ001Mの全アセンブリ。リストを掲

載 しております。





M 
使

この章は、 6つのモニタコマンドの機能と使い方および主要なモニタサブルーチ

ンの機能と使い方とを解説していますD モニタフ ログラムによ ってプログラマは、

機械語プログラムの作成、実行、 簡単なテ-ハック操作、さらに機械語プログラム

のカセット テープ上 へのファイル化が行えますD 作成し仁機械語プログラムを

BASICプログラムテキス卜のUSR関数によってユーザサブルーチンとして呼び

出しリンクさせることもできますD

仁hapt

1 
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1.1 MONITOR MZ園田 001Mの機能

MON1TORプログラムはパーソナルコンビュータ MZ-2000の最も基本的なシステムプログラムの 1つであり、その働

きは幾通りかに分けて考えることができます。

まず第 1に、その名前の通り MZ-2000の各種のシステムソフトウェア、たとえばBAS1CインタープリタやPASCALイ

ンタープリ夕、 FDOS等のいわゆるモニタ機能があり、 基本的な論理操作を行う各種サブルーチンや、 MZ-2000のハード

ウェア装置であるキーボード、 CRTテーィスプレイ、カセットテープデッキ、タイマ回路、サウンド発生回路等の1/0をコ

ントロールするサブルーチンがモニタ中にまとめられており、 BAS1Cインタープリタなどのメインとなるシステムソフト

ウェアは、随時それらのサブルーチンをコールして処理を進めて行きます。従ってたとえばBAS1CのSAVEコマンドや

LOADコマンド、 PR1NT文、 MUS1C文、 1NPUT文等の実行の際には、該当する入出力デバイスをコントロールするモニ

タサブルーチンか国 1-1に示すようにコールされるのです。

アドレス

$ 0000 

$12AO 

$FFFF 

フ。ログラムテキス 卜

CALL 
機械語フログラム

1/0コントローノレ

キーボード

CRTディスフ。レイ

カセ ットテ_7
0

デッキ

サウンド発午阿路等

RETURN 

図 1-1 モニタサブルーチンのコール

この図には、メインメモリの後部にある機械語フ。ログラムがモニタサブルーチンをコールしている矢印も描かれていま

すが、このように、ユーザプログラム中で直接使用することも勿論できます。

各種コントロールルーチンを BAS1C等のメインプログラム中に含めることをせず 1つの独立した、 しかもがし用性のあ

るモニタ・プログラムとして構成しているのはMZ-2000処理システムをより系統的にするという 目的によっているからで

す。系統化によ ってモニタプログラムには上記のようにノ、-ドウェアに直接結びついた各種のコントロールが中心にまと

められ、ソフトウェアとハードウェアの中間部という意味の、いわゆるファームウェアとしての働きが主体となっている

のです。

MON1TOR MZ-1Z001Mの大きさは約4.5Kバイトあり、図 1-1に示されているようにメインメモリの先頭$0000番

地からストアされます。
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第2の働きはモニタ・コマンド・レベルへコントロールを移してやることによ って簡便な機械語フ。ログラムモニタの役割

を果たすことです。即ち、単にメインシステムプログラムやユーザ‘フ。ログラムで扶通に使うサブルーチンの集合というの

ではなく、メインシステムフ。ログラムからモニタへシステムコントロール自体を移すことができ、次にあげる 6つのモニ

タコマンドによ って機械語によるプログラムの作成、データの作成、ファイル入出力といったアクティフ‘なシステムコント

ロールができるのです。

Mコマンド......メモリの内容を書き替える。 (memorycorrection) 

Dコマンド・・・・・メモリブロックの内容を表示させる。(memorydump) 

Jコマンド・・・・・-任怠のアドレスにコントロールを移す。プログラムの実行。(jump)

Sコマンド・・ー・・メモリブロックの内容をカセットテーフ。ファイルにセーブする。(save)

Vコマンド......メモリブロ ックの内科とカセットテープファイルの内容を比較する。(verify)

Lコマンド・・・・・・カセットテーフ。ファイルをロードする。(load)

図1-2はBASICコマンドMONの実行例であり、 実行後アステリスク 11ヰくけの表示に続くカーソル点減によ ってコ

ント・ロールがモニタ eコマンド・レベルへ移ったことが示されています。

図 1-2 BASICコマンドMONの実行

モニタ・プログラムはRAM上で働くので、モニタ・コマンドによって自分自身を自由に変えることができます。

たとえば、 CPUのリスタート命令の応答や、割り込み応答を使う場合コールされる$0000-$ 0038番地、 $0066番地の

内作等を任怠に設定したり、モニタ・サブルーチンの機能を変えてしまうことができます。

また、カセ ットテープへの書き込み/読み出しが自由なので、モニタ・プログラム自身を合んだ1つの独自の機舟成語プ

ログラムをファイリングすることができます。このような操作を行うさいは巻末付録A.4のモニタ・プログラム・アセンブ

リ・リストが参考になるでしょう。



110 

1.2 モニタコマン ドの機能と使い方

この節では、 6個のモニタコマンドについて、それぞれの機能と使い万の解説を行います。各コマンド操作のー般的な

取り扱い規約は以下のようになっています。

-コマンドあるいはデータのキ一入力は、所定の欄に正しく行い、 仁豆コキーを押すことによ って実行されます。ス

ペース等の不必要なデータをi昆じえてキ一入力するとモニタコマンドはそのデータを受け付けません。

.データ入力あるいはデータ表示はすべて16進数表示で行われます。従って1バイトデータは16進2桁、1つのアドレス

データは16進4桁で扱われます。たとえば表示データが"15川であったとすれば1&J隼数$15 (10進数の21) を表わして

いるし、キ一入力を行う場合、たとえば10進数10をデータとして入力する場合は所定の位置にけ oA"ときちんと桁数
を合わせてキ一入力しなければなりません。(上位桁の"0 11 を省略することはできません)

.ファイル名の指定などで、モニタが受けつける以上の文字数を入力した場合、その数を越す文字列は無効となります。

-各コマンドの使用を終え モニタコマンド符ちに戻すには巨臼を押します。

-各コマンドのアクセス範囲にはプロテクションが一切ありません。従って、モニタプログラム自身のリストアップ、変

更等の操作が自由に行えることになりますが、逆に、 システムコントロールをわ二うプログラムを壊してしまい CPUの

暴走を引き起こすことも充分あり得ることになり、そのような操作を行う場

1.2.1 M コマンド(M rnernory correction) 

ーιー~ヨー 指定するアドレスから順々に 1ノ〈イトずつメモリ・コレクション(データ書き換え)を行います。

Mコマンドを与えると図 1-3に示す表示がなされます。

図 1-3
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ここでモニタは、メモリ・コレクシ ョンを附始するアドレス指定を要求しています。たとえば、S

70AO岳地から、メモリ・コレク ショ ンを行うには、 S記-Lfにつづけて "70AO" とキ一入力 して

仁 亙 コ キーを押 します。すると|ヌ11-4に示す表示がなされます。

図 1--4

ここでモニタは、$70AO各地に現在セッ トされているデータ 00 を表示 し、 このデータを菩ーき

換えるかどう かの折定を要求しています。データを書 き換えるには、16進2桁一一日IJち、OO-FFの

し、ずれか一一 一でカーソル仇置から続けてキ一入力します。

たとえば、データ $C 9 (RET命令のオペコード)をセ ットするには、以11-5のようにカーソル

位置から続けて 2桁にこのコードを入力して、 〔豆コ キーを押 します。すると $70A0番地のメ

モリ・コレクシ ョンを終えて、次に$70A1番地のメ モリ ・コレクションに移り ます。

図 1-5
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もし、その番組二のデータを書き換える必要がなければ L亘コキーを押すことによ って、デー
タをそのままにして、次の番地のメモリ・コレクションへ移リます。たとえば $70A1若手地の内容

を…抗するため、仁亘コトを押すと凶 1-6のように次の幻OA2岳地へ一移リます。

図 1-6

カーソル位置からの2桁に、 16進数以外の文r_{:が与えられると、コマンドを中|析して、新たにアド

レス指定を要求して米ます。|刈1-7は、たとえば川 s"というキーを押した場合を示しています。

図 1-7
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途中でメモリ・コレクシ ョン を行うアドレスを変える土劫介このようにして行うことができます。

ここで、 $70AO舟地のデータが，'Fき変えられたかどうか昨かめるため、 |口lじアドレスを与えてみ

ます。|ヌ11-8にぶすように $70AO1'.のデータは$C9になっていることカ叩雀かめられますof)

図 1-8

Mコマン付キャンセルしてモニタ・コマンドレベノレへ民るには、[BREAK )キーを押します。

Tわ) メモリ . コレクシヨンをiJ'つたあと では、 テデ♂一タカが、l川|しくセ / トさjれした7カか')'ρ、/今「げグのヲ主う(に口こ斗fl甘作:カか、灼る1門lレ吋J7?汁刊刊l十川川，↑廿付IHr{r'[をつける ように。機rわ械枇!成札成此11川:

，実主fわ行rは、コードテータ をオヘコードとしてそのまま'j汁jしてしまい、コ ー |、1;'1ビ /卜列なれば全然}JIJの師})きを してしまうからです。

大ていの場介、 それはフログラムク)民心、{i/主J出を')Iき起こしますの4・お、 データの附ごtitは、次のDコマン ドでまとめて行 うこともできます。
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1.2.2 Dコマンド (D : memory dump) 

指定するメモリ・ブロックの内容をまとめて表示します。

D コマンドを与えると、 l~ll -9の表示がなされます。

図 1-9

ここでモニタは、メモリ・ダンフを行フメモリ・ブロックの先頭アドレスを要求しています。た

とえば、メモリ・ブロック$0000-$ 007Fまで(これはモニタ・プログラム白身の官1)である)を

ダンプするには、 S-ADR J;!IJちスタートアドレスとして JI $ 11 記号-につづけてけ0000"をキ一入力

し亡E キーを押します。するとlヌ11-10にノj叫がなされます。

図 1-10



115 

ここでE-ADRは、 メモリ.夕ダ苅ンフプ。を行うメモリ.フブ事ロ、ツソクのエンドアドレスなのでで‘、 川$"記号

つ∞づけて l刊"0仰肝F'…"守引下?寸引かをHιキト一4引人

容かが、表子不j〆七されます。
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図 }-11

このように、 1行に8バイトずつまとめて表示されます。

メモリ・ダンプの'夫行ι1-1にスペースノ〈ーを押すと、押し続ける問、表示はストップしているので、

大きなメモリ・ブロ ックをダンプする場合、時々j上めながらデータを確認することができます。
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1.2.3 Jコマンド (J: jump) 

指定するアドレスへコントロールを移します。jUi'Wにいうと、指定するアドレスを、 CPUのプロ

グラムカウンタにワ宇えることになります。

Jコマンドを与えると、図 1-12に示す表示がなされます。

図 1-12

ここでモニタは、ジャンプすべきアドレス指定を要求してお り、 AijのコマンドとIj-i]様に"$ 11記号

につづ町、 約二しか機械語ーフ。ログラムの入LIのアドμレス材柏叩を剖側l凶叫6

キ一を判押iします。すると、 Jコマンドからもモニタからも、 コントロールは離れることになり、そ

の後のコンビュータの動作は、ジ千ンブした先の機械詰i7
0

ログラム次第となります。(不注意にJコ

マンドを実行させると、システムの法止を招くこ とになる "rii剖tかあります。tl)

プログラム実行中にオペコード$F F (RST 7命令)に遭遇し実行すると、モニタは、 AF、B

C、DE、HL、および$FFコードの置かれているアドレスの値をCRTディスプレイに表示し、

コントロールをモニタコマンドレベルへ戻します。従って $FFコードを、デバッグを行う際のブ

レークポイント (breakpoInt) として使うこ とができます。

BASIC インタープリタなどの、もとのシステムプログラムをi哀していない場介は、このコマンドで、

それらへ復帰することができます。従リ111・の し}jには、 HOTスタートと COLDスター卜があリます。

HOTスター卜 とは、システムブIログラムのワークエリアとフ。ログラムエリアを、そのままにして

スター卜するもの一一つまり、モニタへ移るiiijの状態が生きていて hote_ ¥.，、うがl本で、す一一 で、あり、

COLDスター卜は、 IPLによる，@i!UJ時と同じように、 初期l状態一 一冷めたし、状態 にしてスタ

ートするものです。

BASICインターブ 1)タのそれぞれのスタートアドレスは;大のようになっています。

HOT スター卜アドレス=$ 1300 

COLD スター卜アドレス=$ 12AO 

十) ハードウェアを壊すことはあリませんが、 HAM1-_のプログラムの破段ベJ、Ili:き込み渋Iiの符のテーフ。にfllfかを古き込んでしまうという

ようなことが起こり得ます。
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1.2.4 8コマン ド (8: save) 

Eß~_ーヨ掴圃 指定するメ モリ ブロックのi人j容を、フ ァイルネームを付けてカセ ットテープ卜.に三己鉢します。

E~1'_目:r.l. sコマンドを ljえると、|ヌ11-13に示す表示がなされます。

図 1-13

ここでモニタは、作成する機械部フoログラムファ イルのファ イル名指定を要求しています。そこで、

山フアイ川似 j-:1-) r~ -C' 1;ーソ川¥'[~r.: 11' ~') ~一入力して 仁亙コトを押します。 16文

'-r:を)也えた分は1!I.f;効となリます。
たとえば、 川 ABRACADABRA"という名前を指定するす)と、|ヌ11-14のような表示か就きます。

図 1-14

ファ イル名を指定すると、モニタは次にセーブすべきメ モリフロ ックの指定を要求するので、Dコ

マンドでメモリ ダンプすべきメ モリブロ ックを指定するのと阿様に S-ADR. および E-ADR.

のそれぞれにスタートアドレスとエンドアドレスを指定します。

スター トアドレスもエンドアドレスも 、メモリ上の、どこであっても、プロテク 卜されませんが、

T竹) もしけフ ア川イル附を十杭せずに亡 亘 コ キ←一寸を引引判抑附111何l句せ{はば土工，、フアパイル川名な札しと::¥，い、 うにニとU比lにこなが引リj、Jこjれ川u此(はωま訓拘古的批lはましいいしい、こ辻とで叫はあ炉制り吋jま封せん。

ぷのわからな・いおまじないの ようなファ イル れをf.Jけるのも 考え ものですが・...。
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注意しなくてはならないのは、モニタエリア内を合むと、ローディングが不可能なファイルが出来

てしまうことがあることです。日IJち、モニタ自身が働きながら、自分自身をセーフーするとなると、

チェ ックコード (sumcheck code) が合わな くなるからで、もし、モニタ自身を合むメモリ・ブロ

ックを正しくセーブしたい時は、モニタを合むエリア全体を月IJのエリアへブロ ック転送してから行

ってく fごさい。

ABRACADABRA とファイル名をつけて~ê~表するフ。ログラムカえたとえばメモリ・ 7" ロ ック S

6000-$60A3までにあるとすれば、その2つのアドレスを指定します。すると閃 1-15に川される

表示がなされます。

図 1-15

ここでモニタは、作成する機械語フηログラムファイルのジャ ンプアドレスの桁定を要求しており、

ジャンプアドレスを指定しておくと、モニタコマンド L (load)によ って、ローデイングをした場

合、ローデイングの後に、 続けてジャンプアドレスに指定されたアドレスへのジャンプを'長行ーするこ

とになります。その機械語フoログラムが独力;した7
0

ログラムである場合、モニタのJコマンドが省

けることになります。

一方、 BASICプログラムとリンクして使う機械語サブルーチンプログラムなどは、ジャンプアド

レスは指定しておきません。れこの場合、 Lコマンドでローデイングを行ったあとは、モニタコマン

ド待ちとなります。

例の 11ABRACADABRA 11プログラムは、ローデイング後、 $6050岳地から実行させたL、プログラ

ムだとすれば図1-16のようにジャンフアドレスを指定すればよいことになります。

図 1-16

t)単にじ盃コーします。



119 

仁互コ キーを.fljlす と、 |れ'lJi川'ljUj(凶附刷酬長到肋州州)力川川j(山州(1作的|ド内川'.)川jμlこセ一フ刈かが州州三£叶引、わ:'1J-A 
カセ 、ツソ トテ一フブブ4け、カが、¥、カセ‘ツソ トテ一フプoテデザ、ツソキにセ.ツソ トされなな‘い場合、 カセットデッキのふたが開

き刊 SET TAPE"のぷノjえがなさhること、或いはライトフ。ロテクトのテーフ。カfセットされている

とき "WRITE PROTECT"の表ノIミがなされることは、 BASICコマンド SAVEの場合と同じで

す。
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1.2.5 Vコマンド (V : verify) 

-E在a・・2掴・ カセットテープにセーブされたデータが、そのもとのメモリ・ブロック上のデータと同じであるか

どうか調べます。

Vコマンドを与えると凶 1-17に示す表示が現われます。

図 1--17 

ここで、モニタは、 ベ リフ ァイ (上回交)すべき機械語フ。ログラムファイルのファイル名の指定を要

求しています。たとえば、 Sコマンドの説明で作った、"ABRACADABRA "というファイルを

よ凶交するのであれば、閃 1-18に示すようにそのファイル名を指定します。一一ただしあらかじめ

テープは巻き戻しておかなくてはなリません。

図 1--18

亡豆コキーを押すと自動的にベリファイか，-:j.f1-i'されます。ベリファイすべきメモリ・ブロ グ

は、ファイル←Lにファイルインフォメーシ ョンとして記録されているものによっています。

ちし、ファイル名を指定しないと、最初に見つかった機械語フ。ログラムファイルについてベリファ

イを実行することになります。

ファイルデータとメモリ・ブロ ック.r.のデータが同 ーであれば"OK 川が表示さオL 異れば"ER 

ROR"か表/J之されます。

Sコマンドを実行したら、つづけてこのVコマンドを'先行しておくように心がけることをお納めし

ます。
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1.2.6 Lコマンド (L: load) 

E~~・ 指定するファイル名をもっ機械語プログラムファイルのローテイングを行し、ます。

Lコマンドを与えます。すると図 1-19に示す鈎えが行われます。

図 1-19

ここでモニタはロードすべき機械語プログラムファイルのファイル名の折定を要求しているのでたと

えは、 Sコマンドの説明で作成した 11 ABRACADABRA 11 をロードするには凶 1-20のようにフ

ァイル名を指定します。

図 1-20
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仁亙コキーを押すと、まずファイノレ・サーチを行います。即ち、指定されたファイルを見つけ出

し、見つかったらシステムへのローデイングを行L、ます。

図 1-21は、ファイル名 "OPEN SESAME川の次に "ABRACADABRA川 が見つかり、ローデ

インクーを行っている状態を示しています。

図 1-21

ローデイ ングを行う場所は、 Sコマンドでメモリ・ブロックを指定した同じメモリ・ エリアになり

ます。

プログラム"ABRACADABRA "の場合は、もともと$6000~ $ 60A3のメモリ ・ブロックの内容

をSコマンドでファイルに記録したので、 Lコマンドでロードすると図 1-22に示すようにやはり、

$ 6000~ $ 60A 3のメモリ・エリアにローデイングされます。

$ 6000 

$60A3 

~AB;ぷB刈も

図 1-22

$ 6000 

$60A3 
:ニ。〉

図 1-22の右端に "jump"と書いて、 $ 6050番地へ矢印を宇都、ています。 問lち、 Sコマンドで"A

BRACADABRA"を作成したとき、ジャンプアドレスとして、この番地を指定しておいたので、ロ

ーデイングの終了後に、つづけて"ABRACADABRA "プログラムを$6050番地から実行すると

いうことを示しています。 もしジャンプアドレスを指定していなかったら、ローデイング終了

後は、モニタ・コマンド・レベルに戻ることになります。



123 

。3 モニタ。サブ〉レーチン

モニタMZ-1Z001Mのサブルーチンを表 1-1にノjミします。サブルーチン名は、本書:の付録A.4のモニタ ・プログラム・

アセンブリ ・リ スト1..にあるラベルです。このラベルは、それぞれのサブルーチンの機能をシンボリ ックに表現しています。

レジスタ保イ{-は、そのサブルーチンをコールし、 リターンした|時:に、 |付零が保存されるレジスタを示しています。 .&1]ち、

それ以外のレジスタの|付符は リターンnS:iこ -般に変化することになるので、民怠しなくてはな りません。

スタック数は、そのサブルーチンをコールしたI王子使則される最大のスタックの重な りの数です。たとえば、サブルーチ

ンの "LETNL"はスタック数が8なので、スタックエリ ア8x 2 =16ノ〈イトが必要なわけです。スタックエリ ア'J:.;フ。ログ

ラマが必要サイ ズ確保し、プログラムエリアや他のワークエリ アを壊さないように管.l:1J!，してやらなければなりません。

サブルーチンをlI'Y・び11'，すには、機械副命令CALLまたは、BASICのUSR関数を片J¥'、ます。

l!1 Jち、 両党に

CALL subroutine address 

USR ($ suhroutine address) 

subroutine address 16進 4ffJ

の11ヲの命令を'夫行 します。

たとえば、モニタサブルーチン LETNLをコールして改行 Oetnew line)を'j(ij'させるには、 CALLOA2EHまたは

USR ($OA2E)、日IJち行財政lilii行令、

CD2EOA ~h ex ) 

を';i(1 jしてベヰLばよいことにな ります。

サブルーチン名

とアドレス

(16進アドレス)

CALL LETNL 

$OA2E 

表 1-1 モニタ。サブルーチン

サブルーチンの機能

hをt与えて次の1jーの九頒にカーソルを移動させます。

AF以外のレジスタの|人j容は似イチします。

スタック数 |

8 

ZLF…-了三LL二"vユ カーソル伏i区一 一スを 1イl剖だけ表ノJ，し討。ヵ 3 

1 

$08C4 
1 

-ソルは 1:i(' j-='1' iへ移重山す。

I CALL PRNT Aレジスタ (アキュムレータ)I付のASCII コー ドデータに朴!?lFlするキャ 3 

し

$08C6 ラクタを、 CRTディスプレ イのカーソノレf川立に表不します。

11IJち、 ASCIIコード$1 E -$ FFについては、 キャラクタを一表ノJ'するサ

ブルーチンとな ります0

・Ji、ASCllコー ド500-$1 Dは、 コン トロールコードになっているの

で、それぞ~Lテザ イスフ レイコ ン トロールが'夫行されます。 たとえば、 A レ

|い ジス仰m川川川〉汁げが|ドい人W
、

hますす一¥。
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サブルーチン名と

アドレス

(16進アドレス)

CALL MSG 

$ 0889 

CALL BELL 

$ OF14 

CALL MELDY 

$OF3F 

CALL XTEMP 

$ OE50 

CALL SOUT 

$ OF22 

CALL TIMST 

$OE5E 

CALL TIMRD 

$OEA9 

CALL BRKEY 

$ 0562 

CALL GETL 

$06A4 

サブルーチンの機能

DEレジスタの示すアドレスからはじまるACCIIコードを続けてCRTディ

スプレイのカーソル位置から表示します。テータのエンドマークは$OD

(キャリ ッジリターンコード)です。ただしこの場合、キャリッジリター

ンは実行されません。ASCCIIコード$00-$ 1 Dについては、ディスプ

レイコントロールが実行されますじ

全レジスタの内容が保存されます。

中庁のラ(が1440Hz) をピッと鳴らします。

所楽データを泌奏 します。i¥-楽テザータの';'LJ;Itiアドレ スは、あらかじめDE

レジスタに指定しておきます。背楽テーータは rBASIC編」のMUSICステー

トメントに解説したテ‘ータと同様ーに、 ty科，"υ去のliluにASCIIコードで花べま
す。エンドマークはS0 D (キャリソジリタ ーンコード)またはS2A(キ
ャラクタ 11木")でなければなリ ません。ただしリターン11かにCフラグが

0なら(!i飢 f， 1 なら _;J! ljl ~包キーか-tLI' されたことを示します。

j寅奏テンポを設定します。テンポデータ ($01-$07) をAレジスタにセ

ットしてコールします。

Aレジスタ← $ 01 :最も遍いテンポ

Aレジスタ←-$04:中伎のテンポ

Aレジスタ← 一$07 :最も片丸、テンポ

任意の背程、庁長の音を発生します。BCレジスタに背長を、 HLレジス

タに音程をセッ トしておいてコールします。 (参考 :HLレジスタに台程

データ $OOA4をセッ 卜すると中背のラの音程になります。)

内蔵時計に時刻をセ ッ トします。 W~j:安IJの設定は、

Aレジスタ←-O:AM Aレジスタ←-1: PM 

DEレジスタ← 一秒単イ立の時間 (2ノ〈イトデータ)

いj蔵時計の現在時刻を読み取ります。 リターン時には、

Aレジスタ←-0: AM  Aレジスタ←-1: PM 

DEレジスタ←一秒単位の時間 (2ノ〈イトデータ)

がセットされます。

巨副キーか押 されているかどうかチエソクします。

Zフラグ←-0 押されていない

Zフラグ←--1 押されている

キーボードから1行のデータを入力します。入力データのストアされる先

頭ア ドレス と、人力可能な文字数は次のように設定しなければな りません。

DEレジスタ←一入力データをストアする先頭アドレス

GETL-2器地 ($06A 2 )←一入力可能な文字数の最大

キ一川仁亘コキー (または副キー)を押すことlこより終わりま

スタック数

4 

4 

3 

3 

3 

3 

2 

8 



サブルーチン名と

アドレス

(16進アドレス)

CALL GETKY 

$ 0832 

CAUL ASC 

$ 05F:3 

CALL HEX 

$05FD 

CALL HLHEX 

サブルーチン機能

す。そのH寺、エンドマーク $ODが人)Jデータにあ，'e¥，)てス トアされます。

従って、入)JJ1f能な文.[:数には、このエンドマーク 1文字分も合めておか

なければなリません。

キ一人力の際、 CRTデ ィスプレイー1--にエコーノ〈ックが行われ、カーソルコ

ントロール、挿人、削除なども受け付-けられます。

途中で座EEキーを押すと DE レジスタの/J~す先日貞ア ド レスにフレー
クコード $OBがセッ トされ、 リターンします。

モニタ・プログラム自身も、このサブルーチンを伎町しています。そしてD

Eレジスタにラベル"BUFER" ($ 1093岳地)をセットし、 GETL-2

悉地に$27をセッ 卜して使刑しています。

キーボードから 1文字だけデータをAレジスタに取り込みます。たとえば

団キーを1'11しているとき、 CALL GETKY {21 iうと、 Aレジスタにキ

ャラクタ 1I B 11のASClIコー ド$42がセットされリターンします。 キー

が11j1されていないと Aレジスタの内科は$00でリターンします。

キ一人 )J によるチャタリングは|山iI ~ーしておらず、またCRTディ ス7' レイ _ 1 二

へのエコーバックも行わ1.Lません。

A レジスタの |、刊:4 ビット ($O -- $F ) を 16進数を去:I}~す るキャラクタ

(" 0 " - 川 F" )の ASαlコードに変換し、それをAレジスタにセッ |、

します。

たとえば、 Aレジスタのトイ伝4ビットが$8 (2)生数の1000)であったと

すると、 リター ン II~fj:二には、 A レジスタに$38 (キャラクタ"8 "のAscn

コード)がセットされます。

サブルーチン ASCの逆で、 A レジスタの|人l作カ'16_ì住注文をノJ'~すキャラクタの

ASCIIコードである場介、その16_i生数をAレジスタの 卜1¥'/:4ビ、ソ 卜にセ ッ

トしてリターンします。

たとえば、Aレジスタの|付存が$42、L!IJちキャラクタ "B1IのASCIIコー

ドである場介、 リターンU:S:にAレジスタには$OBがセットされています。

ただし、 A レジスタの I)'Jねが、 16Jlli放を KJJ~するASCII コード以外であ ~L

ば、 Cフラグ (carryflag) が 1とな-り、 Aレジスタの内容は、イイ之の1ui

とな リます。

リターン11.'):のCフラグ← o : Aレジスタト-{¥'，:4ビット =16進数
リターン11，'):のCフラグ← 1 データエラー

j主枕した4バイトのテータが4ti jの 16進数を去JJ~するキ ャラクタのAscn

$ O()lLi コ-F-';iljであるなら、その16進数をHLレジスタにセソ卜してリターンし

ます。

IÎ去 、 it する 4 ノ〈イトデータが16進数をぷlJ~するキャラクタのAscnコードダIJ

でないなら、Cフラグが1となりHLレジスタの|ノ怖はィ、主です。 I
DE レジスタ←一 述枕した 4 バイ ト テーータのうL~tiアド レスをセッ ト

する。

リターンI1午のCフラグ← o : HLレジスタ ー2村lの16進紋
リターン 11，'i:のCフラグ‘ 1 テ。ータエラー

たとえば、$8000-ifi:l也から、 デー タ出33、$30、$43、 出39(L!IJちキャラク

125 

スタック数

ー一

8 

1 

1 

4 
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サブルーチン名と

アドレス

臼6進アドレス)

CALL 2HEX 

$ 0623 

CALL ，?PONT 

$ OC29 

サブルーチン機能

タ"30C 9 " )がある場合。

LD DE、8000H (H: hexadecimal) 

CALL 0614H 

を実行すると、 リターン時にHLレジスタの内容は$30C9となリ ます。

連続した 2バイトのデータが、 2桁の16進数を表引するキャラクタのAS

CIIコード列であるなら、 その日進数をAレジスタにセットして リターン

します。

該当する 2バイトのデータが、16進数を表現するキャラクタのASCIIコー

ド肘ないなら、Cフラグが1とな り、 Aレジスタの|付制不定です。 I

スタック数

2 

現在のカーソル杭置、即ち、Video-RAM !二の該当ア ドレスをHLレジス 2 

タにセットしてリターン します。 i

たとえば、カーソルがホーム伏置 ()I~J同)にも工置しているなら、 リター | 

ン11:，干のHLレジスタの内容は$DOOOとなります。 I



録 IAppen 

次の 5つの付録がここに置かれています D

Z80A CPUの全インストラクションのニーモニックコードとオペコードの対照

表 A. 1とA.2

A . 1はニーモニックコードをアルファベット )11買に並べて右り、フログラマがZ80A

CPUの或るインストラクションのオフジエクトコード(16進表記機械語コード)

を知りたい時に利用します。

A.2はオペコードの16進)1慎に並へてあり、逆にオフ♂ジェクトコードからインスト

ラクションを調べたいとき利用してく t:.'さい。

各インストラクションのオベレーション、フラグオベレーション、実行時間など

の詳;市田については、 MZ-2000OWNER'S MANUALの付-ffi表にあるZ80ACPUテク

ニカルデータを参照してください。

IPしプログラム ・アセンブリ ・リスト:A3 

ブPログラマの参考のfこめ、 IPLフログラムの全アセンブリ・リストを示しています。

MONITOR MZ -1 ZOO 1 Mのフログラム・リスト:A . 4 

プログラマの参考のため、 MONITORMZ -1 ZOO 1 Mの全アセンフリ・リストを示

しています。

BASICテープのコピー作成と改訂の方法 :A. 5 
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A.l Z80A-CPUインストラクシ ョンセット
対照コード表 1

ニーモニックコードのアルファベット順

主

ニーモニ ックコードのオペラン ドにあるnn，n，d，eとい う，;じ

り-はプ ログラマが指定する定数データを表わしています。

オペ ランド欄には、例として、これらの定数デー タがそ

れぞれ次の慌である場合のコ ー ドを示しています。

nn 584H 

n - 20H 

d = 5 

e 30H 

そして例のuw.であることを明示するためにデータコ ー ド

をイタリ ック休とし 、さらにートー線を施して います。

オペコード ニーモニックコード

iiE ADC A， (HL) 

DD8E05 ADC A， (lX +d) 

FD8E05 ADC A， (lY + d) 

8F ADC A，A 

88 ADC A，B 

89 ADC A， C 

8A ADC A，D 

8B ADC A， E 

8C ADC A，H 

8D ADC A， L 

CE20 ADC A， n 

ED4A ADC HL，BC 

ED5A ADC HL， DE 

ED6A ADC HL， HL 

ED7A ADC HL，SP 

86 ADD A， (HL) 

DD8605 ADD A， (lX十d)

FD8605 ADD A， (lY十d)

87 ADD A，A 

80 ADD A，s 

81 ADD A，C 

82 ADD A， D 

83 ADD A，E 

84 ADD A，H 

85 ADD A，L 

C620 ADD A， n 

09 ADD HL， BC 

19 ADD HL，DE 

29 ADD HL，HL 

39 ADD HL，SP 

DD09 ADD IX， BC 

DD19 ADD IX， DE 

DD29 ADD IX，IX 

DD39 ADD IX， SP 

FD09 ADD IY，BC 

FD19 ADD IY， DE 

FD29 ADD IY，IY 

FD39 ADD IY， SP 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

A6 AND (HL) CB54 BIT 2，H 

DDA605 AND (lX +d) CB55 BIT 2，L 

FDA605 AND (lY +d) CB5E BIT 3，(HL) 

A7 AND A DDCB055E BIT 3， (IX + d) 

AO AND B FDCB055E BIT 3， (lY + d) 

A1 AND C CB5F BIT 3，A 

A2 AND D CB58 BIT 3，B 

A3 AND E CB59 BIT 3，C 

A4 AND H CB5A BIT 3，D 

A5 AND L CB5B BIT 3， E 

E620 AND n CB5C BIT 3，H 

CB5D BIT 3，L 

CB46 BIT 0， (HL) CB66 BIT 4， (HL) 

DDCB0546 BIT 0， (IX十d) DDCB0566 BIT 4， (lX + d) 

FDCB0546 BIT 0， (IY +d) FDCs0566 BIT 4， (lY + d) 

CB47 BIT O，A CB67 BIT 4，A 

CB40 BIT 0， B CB60 BIT 4，B 

CB41 BIT 0， C CB61 BIT 4，C 

CB42 BIT O，D CB62 BIT 4， D 

CB43 BIT 0， E Cs63 sIT 4， E 

CB44 sIT O，H CB64 BIT 4，H 

CB45 BIT 0， L CB65 BIT 4，L 

CB4E BIT 1， (HL) CB6E BIT 5， (HL) 

DDCB054E BIT 1， (lX +d) DDCB056E BIT 5， (IX十d)

FDCB054E BIT 1， (IY十d) FDCB056E BIT 5，(!Y +d) 

CB4F sIT 1，A CB6F BIT 5，A 

CB48 BIT 1， B CB68 BIT 5，B 

ClB49 BIT 1， C CB69 BIT 5，C 

CB4A BIT 1， D CB6A BIT 5，D 

CB4B BIT 1， E CB6B BIT 5，E 

CB4C BIT 1， H CB6C BIT 5，H 

CB4D BIT 1， L CB6D BIT 5，L 

CB56 BIT 2， (HL) CB76 BIT 6， (HL) 

DDCB0556 sIT 2， (lX +d) DDCB0576 BIT 6，(IX十d)

FDCB0556 BIT 2， (IY十d) FDCBO.576 BIT 6，(IY十d)

CB57 BIT 2， A ClB77 BIT 6，A 

Cs50 BfT 2， B CB70 BIT 6，B 

CB51 BIT 2，C CB71 BIT 6，C 

CB52 BfT 2， D CB72 BIT 6，D 

CB53 BIT 2， E CB73 BIT 6， E 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

CB74 BIT 6，H EDB1 CPIR 

CB75 BIT 6，L 

CB7E BIT 7， (HL) 2F CPL 

DDCB057E BIT 7，(lX十d)

FDCB057E BIT 7，(lY+d) 27 DAA 

CB7F BIT 7，A 

CB78 BIT 7， B 35 DEC (HL) 

CB79 BIT 7，C DD3505 DEC (lX +d) 

CB7A BIT 7，D FD3505 DEC (lY十d)

CB7B BIT 7，E 3D DEC A 

CB7C BIT 7，H 05 DEC B 

CB7D BIT 7，L OB DEC BC 

OD DEC C 

DC8405 CALL C，nn 15 DEC D 

FC8405 CALL M， nn lB DEC DE 

D48405 CALL NC，nn lD DEC E 

CD8405 CALL nn 25 DEC H 

C48405 CALL NZ，nn 2B DEC HL 

F48405 CALL P，nn DD2B DEC IX 

EC8405 CALL PE，nn FD2B DEC IY 

E48405 CALL PO，nn 2D DEC L 

CC8405 CALL Z，nn 3s DEC SP 

3F CCF F3 DI 

BE CP (HL) 102E DJNZ e 

DDBE05 CP (lX +d) 

FDBE05 CP (lY +d) FB EI 

BF CP A 

B8 CP B E3 EX (SP)，HL 

B9 CP C DDE3 EX (SP)，IX 

BA CP D FDE3 EX (SP)，IY 

BB CP E 08 EX AF，AF' 

BC CP H EB EX DE，HL 

BD CP L D9 EXX 

FE20 CP n 

76 HALT 

EDA9 CPD 

EDB9 CPDR ED46 1M 0 

EDA1 CPI ED56 1M 1 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

ED5E 1M 2 C28405 JP NZ，nn 

F28405 JP P，nn 

ED78 IN A，(C) EA8405 JP PE，nn 

DB20 IN A， (n) E28405 JP PO， nn 

ED40 IN B， (C) CA8405 JP Z，nn 

ED48 IN C， (C) 

ED50 IN D，(C) 382E JR C，e 

ED58 IN E，(C) 182E JR e 

ED60 IN H ，(C) 302E JR NC，e 

ED68 IN L ，(C) 202E JR NZ，e 

282E JR. Z，e 

34 INC (HL) 

DD3405 INC (lX十d) 02 LD (BC)，A 

FD3405 INC (lY +d) 12 LD (DE)，A 

3C INC A 77 LD (HL)，A 

04 INC B 70 LD (HL)，B 

03 INC BC 71 LD (HL)，C 

OC INC C 72 LD (HL)，D 

14 INC D 73 LD (HL)，E 

13 INC DE 74 LD (HL)，H 

1C INC E 75 LD (HL)，L 

24 INC H 3620 LD (HL)，n 

23 INC HL DD7705 LD (IX十d)，A

DD23 INC IX DD7005 LD (lX+d)，B 

FD23 INC IY DD7105 LD (IX十d)，C

2C INC L DD7205 LD (IX +d)，D 

33 INC SP DD7305 LD (lX十d)，E

DD7405 LD (lX +d)，H 

EDAA IND DD7505 LD (IX十d)，L

EDBA INDR DD360520 LD (IX十d)，n 

EDA2 INI FD7705 LD (lY +d)，A 

EDB2 INIR FD7005 LD (IY+d)，B 

FD7105 LD (IY+d)，C 

E9 J P (HL) FD7205 LD (lY十d)，D

DDE9 JP (lX) FD7305 LD (lY +d)， E 

FDE9 J P (lY) FD7405 LD (IY十d)，H

DA8405 JP C，nn FD7505 LD (IY十d)，L

FA8405 JP M，nn FD360520 LD (IY+d)，n 

D28405 JP NC，nn 328405 LD (nn)，A 

C38405 JP nn ED438405 LD (nn)， BC 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

ED538405 LD (nn)，DE 4B LD C，E 

228405 LD (nn)，HL 4C LD C，H 

DD228405 LD (nn)，IX 4D LD C，L 

FD228405 LD (nn)，IY OE20 LD C，n 

ED738405 LD (nn)， SP 56 LD D，(HL) 

OA LD A，(BC) DD5605 LD D，(lX +d) 

1A LD A，(DE) FD5605 LD D，(lY+d) 

7E LD A，(HL) 57 LD D，A 

DD7E05 LD A，(IX+d) 50 LD D，B 

FD7E05 LD A，(IY十d) 51 LD D，C 

3A8405 LD A， (nn) 52 LD D，D 

7F LD A，A 53 LD D，E 

78 LD A，B 54 LD D，H 

79 LD A，C 55 LD D，L 

7A LD A，D 1620 LD D，n 

7B LD A，E ED5B8405 LD DE，(nn) 

7C LD A，H 118405 LD DE，nn 

ED57 LD A，I 5E LD E，(HL) 

7D LD A，L DD5E05 LD E，(lX +d) 

3E20 LD A，n FD5E05 LD E，(lY十d)

46 LD B，(HL) 5F LD E，A 

DD4605 LD B，(IX十d) 58 LD E，H 

FD4605 LD B，(IY+d) 59 LD E，C 

47 LD B，A 5A LD E，D 

40 LD B，B 5B LD E，E 

41 LD B，C 5C LD E，H 

42 LD B，D 5D LD E，L 

43 LD B，E 1E20 LD E，n 

44 LD B，H 66 LD H，(HL) 

45 LD B，L DD6605 LD H，(lX十d)

0620 LD B，n FD6605 LD H，(IY+d) 

ED4B8405 LD BC，(nn) 67 LD H，A 

018405 LD BC，nn 60 LD H，B 

4E LD C，(HL) 61 LD H，C 

DD4E05 LD C，(IX+d) 62 LD H，D 

FD4E05 LD C，(lY+d) 63 LD H，E 

4F LD C，A 64 LD H，H 

48 LD C，B 65 LD H，L 

49 LD C，C 2620 LD H，n 

4A LD C，D 2A8405 LD H，(nn) 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

218405 LO HL，nn B4 OR H 

ED47 LD I.A B5 OR L 

DD2A8405 LD IX，(nn) F620 OR n 

DD218405 LD IX，nn 

FD2A840S LO IY，(nn) EOBB OTDR 

FD218405 LD IY，nn EDB3 OTIR 

6E LO L，(HL) ED79 OUT (C)，A 

DD6EOS LD L，(IX +d) ED41 OUT (C)， B 

FD6E05 LD L，OY十d) ED49 OUT (C)，C 

6F LO L，A ED51 OUT (C)， D 

68 LD L，B ED59 OUT (C)， E 

69 LD L，C ED61 OUT (C)，H 

6A LD L，D ED69 OUT (C)， L 

6B 1.0 L，E D320 OUT (n)， A 

6C LD L，H EDAB OUTD 

6D LO L，L EDA:3 OUTI 

2E20 LO L，n 

ED7B8405 LD SP，(nn) F1 POP AF 

F9 LD SP，HL Cl POP BC 

DDF9 LD SP，IX Dl POP DE 

FDF9 LD SP，IY E1 POP HL 

:318405 LD SP，nn DDEl POP KX 

FDE1 POP IY 

EDA8 LDD 

EDB8 LDDR F5 PUSH AF 

EDAO LDI C5 PUSH BC 

EDBO LDIR D5 PUSH DE 

E5 PUSH HL 

ED44 l¥'EG DDE5 PUSH IX 

FDE5 PUSH IY 

。。 NOP 

CB86 RES O，(HL) 

B6 OR (HL) DDCB0586 RES O，(IX十d)

DDB605 OR (lX +d) FDCB0586 RES 0， (IY十d)

FDB605 OR (IY +d) CB87 RES O，A 

B7 OR A CB80 RES O，B 

BO OR B CB81 RES O，C 

B1 OR C CB82 RES O，D 

B2 OR D CB83 RES 0， E 

83 OR E CB84 RES O，H 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

CB85 RES O，L CBA5 RES 4，L 

CB8E RES 1，(HL) CBAE RES 5，(HL) 

DDCB058E RES 1， (IX + d) DDCB05AE RES 5， (IX + d) 

FDCB058E RES 1， (IY +d) FDCB05AE RES 5，(lY+d) 

CB8F RES 1，A CBAF RES 5，A 

CB88 RES 1，B CBA8 RES 5，}3 

CB89 RES 1，C CBA9 RES 5，C 

CB8A RES 1，D CBAA RES 5，D 

CB8B RES 1，E CBAB RES 5，E 

CB8C RES 1，H CBAC RES 5，H 

CB8D RES 1，L CBAD RES 5，L 

CB96 RES 2，(HL) CBB6 RES 6，(HL) 

DDCB0596 RES 2，(IX十d) DDCB05B6 RES 6， (IX + d) 

FDCB0596 RES 2， (IY +d) FDCB05B6 RES 6， (lY + d) 

CB97 RES 2，A CBB7 RES 6，A 

CB90 RES 2，B CBBO RES 6，B 

CB91 RES 2，C CBBl RES 6，C 

CB92 RES 2，D CBB2 RES 6，D 

CB93 RES 2，E CBB3 RES 6，E 

CB94 RES 2，H CBB4 RES 6，H 

CB95 RES 2，L CBB5 RES 6，L 

CB9E RES 3，(HL) CBBE RES 7，(HL) 

DDCB059E RES 3， (lX +d) DDCB05BE RES 7，(IX+d) 

FDCB059E RES 3，(IY+d) FDCB05BE RES 7，(lY+d) 

CB9F RES 3，A CBBF RES 7，A 

CB98 RES 3，B CBB8 RES 7，B 

CB99 RES 3，C CBB9 RES 7，C 

CB9A RES 3，D CBBA RES 7，D 

CB9B RES 3，E CBBB RES 7，E 

CB9C RES 3，H CBBC RES 7，H 

CB9D RES 3，L CBBD RES 7，L 

CBA6 RES 4，(HL) 

DDCB05A6 RES 4，(IX十d) C9 RET 

FDCB05A6 RES 4，(lY +d) D8 RET C 

CBA7 RES 4，A F8 RET 1¥1 

CBAO RES 4，B DO RET NC 

CBAl RES 4，C CO RET NZ 

CBA2 RES 4，D FO RET P 

CBA3 RES 4，E E8 RET PE 

CBA4 RES 4，H EO RET PO 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

C8 RET Z CBOE RRC (HL) 

ED4D RETI DDCBO.50E RRC (IX +d) 

ED45 RETN FDCB050E RRC (IY十d)

CBOF RRC A 

CB16 RL (HL) CB08 RRC B 

DDCB0516 RL (IX十d) CB09 RRC C 

FDCB0516 RL (IY +d) CBOA RRC D 

CB17 RL A CBOB RRC E 

CBI0 RL B CBOC RRC H 

Cllll RL C CBOD RRC 

CB12 RL D OF RRCA 

CB13 RL E 

CB14 RL H ED67 RRD 

CB15 RL 

17 RLA C7 RST OOH 

CB06 RLC (HL) CF RST 08H 

ODCB0506 RLC (lX +d) D7 RST 10日

FOCBO.506 RLC (IY +d) DF RST 18H 

CB07 RLC A E7 RST 20H 

CBOO RLC B EF RSl' 28B! 

CBOl RLC C F7 RST 30H 

CB02 RLC D FF RST 38H 

CB03 RLC E 

CB04 RLC H 9E SBC A， (HL) 

CR05 RLC L DD9E05 SBC A， (lX +d) 

07 RLCA FD9E05 SBC A， (IY + d) 

9F SBC A，A 

ED6F RLD 98 SBC A，B 

99 SBC A，C 

CBIE RR (HL) 9A SBC A， D 

DDCB051E RH (1:¥十d) 9B SBC A，E 

FDCB051E RR (lY +d) 9C SBC A，H 

CBIF RR A 9D SBC A，L 

CB18 RR B DE20 SBC A，n 

CB19 RR C ED42 SBC HL，BC 

CBIA RR D ED52 SBC HL，DE 

CBIB RR E ED62 SBC HL，HL 

CBl仁 RR H ED72 SBC HL，SP 

CBID RR 

lF RHA :37 SCF 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

CBC6 SET O，(HL) CBE6 SET 4， (HL) 

DDCB05C6 SET 0， (lX +d) DDCB05E6 SET 4， (lX +d) 

FDCB05C6 SET 0， (lY +d) FDCB05E6 SET 4， (lY +d) 

CBC7 SET O，A CBE7 SET 4， A 

CBCO SET O，B CBEO SET 4， B 

CBC1 SET O，C CBE1 SET 4， C 

CBC2 SET O，D CBE2 SET 4， D 

CBC3 SET O，E CBE3 SET 4， E 

CBC4 SET O，H CBE4 SET 4， H 

CBC5 SET O，L CBE5 SET 4， L 

CBCE SET 1， (HL) CBEE SET 5， (HL) 

DDCB05CE SET 1，(lX+d) DDCB05EE SET 5， (lX +d) 

FDCB05CE SET 1，(lY十d) FDCB05EE SET 5， (lY十d)

CBCF SET 1，A CBEF SET 5， A 

CBC8 SET 1，B CBE8 SET 5， B 

CBC9 SET 1，C CBE9 SET 5， C 

CBCA SET 1，D CBEA SET 5， D 

CBCB SET 1，E CBEB SET 5， E 

CBCC SET 1，H CBEC SET 5， H 

CBCD SET 1，L CBED SET 5， L 

CBD6 SET 2，(HL) CBF6 SET 6， (HL) 

DDCB05D6 SET 2，(IX十d) DDCB05F6 SET 6， (IX +d) 

FDCB05D6 SET 2，(lY+d) FDCB05F6 SET 6， (IY十d)

CBD7 SET 2，A CBFマ SET 6， A 

CBDO SET 2，B CBFO SET 6， B 

CBDl SET 2，C CBF1 SET 6， C 

CBD2 SET 2，D CBF2 SET 6， D 

CBD3 SET 2，E CBF3 SET 6， E 

CBD4 SET 2，H CBF4 SET 6， H 

CBD5 SET 2，L CBF5 SET 6， L 

CBD8 SET 3，B CBFE SET 7， (HL) 

CBDE SET 3，(HL) DDCB05FE SET 7， (IX +d) 

DDCB05DE SET 3， (lX +d) FDCB05FE SET 7， (IY +d) 

FDCB05DE SET 3，(IY+d) CBFF SET 7， A 

CBDF SET 3，A CBFち SET 7， B 

CBD9 SET 3，C CBF9 SET 7， C 

CBDA SET 3，D CBFA SET 7， D 

CBDB SET 3，E CBFB SET 7， E 

CBDC SET 3，H CBFC SET 7， H 

CBDD SET 3，L CBFD SET 7， L 



オペコード

CB26 

DDCB0526 

FDCB0526 

CB27 

CB20 

CB21 

CB22 

CB23 

CB24 

CB25 

CB2E 

DDCB0.52E 

FDCB052E 

CB2F 

CB28 

CB29 

CB2A 

CB2B 

CB2C 

CB2D 

CB3E 

DDCB053E 

FDCB053E 

CB3F 

CB38 

CB39 

CB3A 

CB3B 

CB3C 

CB3D 

96 

DD9605 

FD9605 

97 

90 

91 

92 

ニーモニックコード

SLA (HL) 

SLA (IX+d) 

SLA (lY +d) 

SLA A 

SLA s 

SLA C 

SLA D 

SLA E 

SLA H 

SLA L 

SRA (HL) 

SRA (lX十d)

SRA (IY十d)

SRA A 

SRA B 

SRA C 

SRA D 

SRA E 

SRA H 

SRA L 

SRL (HL) 

SRL (IX +d) 

SRL (lY +d) 

SRL A 

SRL B 

SRL C 

SRL D 

SRL E 

SRL H 

SRL L 

SUB (HL) 

SUB (lX +d) 

SUB (IY十d)

SUB A 

SUB B 

SUB C 

SUB D 

オペコード

93 

94 

95 

D620 

AE 

DDAE05 

FDAE05 

AF 

A8 

A9 

AA 

AB 

AC 

AD 

EE20 

ニーモニックコード

SUB E 

SUB H 

SUB L 

SUB n 

XOR (HL) 

XOR (IX +d) 

XOR (IY +d) 

XOR A 

XOR B 

XOR C 

XOR D 

XOR E 

XOR H 

XOR L 

XOR n 
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A.2 Z80A-CPUインストラクションセッ ト
対照コード表 2

オペコー ドの16進JI慎

、王

ニーモニッ クコー ドのオペランド にある nn，n， d， eという ，ic

り は プログラマが .j fí立す る 定数データを -1~わしています 。

オペ コード側には、 fylJとして 、これら の定数デー タがそ

れ ぞれi入'の111'1であるよJJ-f干のコ ードをぶし ています。

nn = 584H 

n 20H 

d = 5 

e :30H 

そして('lIJのfi!i_である ことを 11)]~Jえするためにデータコード

をイタリ ソク{本とし、さらに 1、結lをU包しています。

オペ コー ドの 1バ イト日がCB.DD. EDまたはFDである

ものについてはぷの後、1"にまとめられています。

オペコード ニーモニックコード

。。 NOP 

018405 LD BC，nn 

02 LD (BC)，A 

03 INC BC 

04 INC B 

05 DEC B 

0620 LD B，n 

07 RLCA 

08 EX AF，AF' 

09 ADD HL，BC 

OA LD A，(BC) 

OB DEC BC 

OC INC C 

OD DEC C 

OE20 LD C，n 

OF RRCA 

102E DJNZ e 

118405 LD DE，nn 

12 LD (DE)，A 

13 INC DE 

14 INC D 

15 DEC D 

1620 LD D，n 

17 RLA 

182E JR e 

19 ADD HL，DE 

lA LD A，(DE) 

lB DEC DE 

lC INC E 

lD DEC E 

lE20 LD E，n 

lF RRA 

202E JR NZ，e 

218405 LD HL ，nn 

228405 LD (nn)，HL 

」23 パDEZCHH H L 24 

25 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニ yクコード

2620 LD H，n 4C LD C，H 

27 DAA 4D LD C，L 

282E JR Z，e 4E LD C， (HL) 

29 ADD HL，HL 4F LD C，A 

2A 8405 LD HL，(nn) 

2B DEC HL 50 LD D，B 

2C INC L 51 LD D，C 

2D DEC L 52 LD D，D 

2E20 LD L，n 53 LD D，E 

2F CPL 54 LD D，H 

55 LD D，L 

302E .JR NC，e 56 LD D，(HL) 

318405 LD SP， nn 57 LD D，A 

328405 LD (nn)， A 58 LD E，B 

;~3 INC SP 59 LD E，C 

34 INC (HL) 5A LD E，D 

35 DEC (HL) 5B LD E，E 

3620 LD (HL)， n 5C LD E，H 

37 SCF 5D LD E，L 

382E JR C，e 5E LD E，(HL) 

39 ADD HL，SP 5F LD E，A 

3A 8405 LD A，(nn) 

3B DEC SP 60 LD H，B 

3C INC A 61 LD H，C 

3D DEC A 62 LD H，D 

3E20 LD A，n 63 LD H，E 

3F CCF 64 LD H，H 

65 LD H，L 

40 LD B.B 66 LD H，(HL) 

41 LD B，C 67 LD H，A 

42 LD s，D 68 LD L.B 

43 LD B，E 69 LD L，C 

44 LD B，H 6A LD L，D 

45 LD B.L 6B LD L，E 

46 LD B.(HL) 6C LD L，H 

47 LD s，A 6D LD L，L 

48 LD C，B 6E LD L，(HL) 

49 LD C，C 6F LD L，A 

4A LD C，D 

4B LD C，E 70 LD (I-IL)，B 
L一一一一一一一
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

71 LD (HL)，C 97 SUB A 

72 LD (HL)，D 98 SBC A，B 

73 LD (HL)，E 99 SBC A，C 

74 LD (HL)，H 9A SBC A，D 

75 LD (HL)， L 9B SBC A，E 

76 HALT 9C SBC A，H 

77 LD (HL)，A 9D SBC A，L 

78 LD A.B 9E SBC A，(HL) 

79 LD A，C 9F SBC A，A 

7A LD A，D 

7B LD A，E AO AND B 

7C LD A，H A1 AND C 

7D LD A，L A2 AND D 

7E LD A，(HL) A3 AND E 

7F LD A，A A4 AND H 

A5 AND L 

80 ADD A，B A6 AND (HL) 

81 ADD A，C A7 AND A 

82 ADD A，D A8 XOR B 

83 ADD A，E A9 XOR C 

84 ADD A，H AA XOR D 

85 ADD A，L AB XOR E 

86 ADD A，(HL) AC XOR H 

87 ADD A，A AD XOR L 

88 ADC A，B AE XOR (HL) 

89 ADC A，C AF XOR A 

8A ADC A，D 

8B ADC A，E BO OR B 

8C ADC A，H B1 OR C 

8D ADC A，L B2 OR D 

8E ADC A，(HL) B3 OR E 

8F ADC A，A B4 OR H 

B5 OR L 

90 SUB B B6 OR (HL) 

91 SUB C B7 OR A 

92 SUB D B8 CP B 

93 SUB E B9 CP C 

94 SUB H BA CP D 

95 SUB L BB CP E 

96 SUB (HL) BC CP H 
一



オペコード

BD 

BE 

BF 

CO 

Cl 

C28405 

C38405 

C48405 

C5 

C620 

C7 

C8 

C9 

CA8405 

CC 8405 

CD8405 

CE20 

CF 

DO 

Dl 

D28405 

0320 

D48405 

D5 

D620 

D7 

D8 

D9 

DA840.5 

DB20 

DC 840.5 

DE20 

DF 

EO 

El 

E28405 

E3 

ニーモニックコード

CP L 

CP (HL) 

CP A 

RET NZ 

POP BC 

JP NZ， nn 

JP nn 

CALL NZ， nn 

PUSH BC 

ADD A，n 

RST OOH 

RET Z 

RET 

JP Z， nn 

CALL Z，nn 

CALL nn 

ADC A，n 

RST 08H 

RET NC 

POP DE 

JP NC，nn 

OllT (n).A 

CALL NC，nn 

PUSH DE 

SUB n 

RST 10H 

RET C 

EXX 

.JP C，nn 

IN A，(n) 

CALL C，nn 

SBC A，n 

RST 18H 

RET PO 

POP HL 

JP PO，nn 

EX (SP)，HL 
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オペコード ニーモニックコード

E48405 CALL PO，nn 

E5 PUSH HL 

E620 AND n 

E7 RST 20H 

E8 RET PE 

E9 JP (HL) 

EA8405 JP PE，nn 

EB EX DE，HL 

EC8405 CALL PE，nn 

EE20 XOR n 

EF RST， 28H 

FO RET P 

Fl POP AF 

F28405 JP P， nn 

F3 DI 

F48405 CALL P，nn 

F5 PUSH AF 

F620 OR n 

Fワ RST 30H 

F8 RET M 

F9 LD SP，HL 

FA8405 JP M， nn 

FB EI 

FC8405 CALL 1¥1，nn 

FE20 CP n 

FF RST 38H 

CBOO RLC B 

CBOl RLC C 

CB02 RLC D 

CB03 RLC E 

CB04 RLC H 

CB05 RLC L 

CB06 RLC (HL) 

CB07 RLC A 

CB08 RRC B 

CB09 RRC C 

CBOA RRC D 

CBOB RRC E 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

CBOC RRC H CB39 SRL C 

CBOD RRC L CB3A SRL D 

CBOE RRC (HL) CB3B SRL E 

CBOF RRC A CB3C SRL H 

CB3D SRL L 

CB10 RL B CB3E SRL (HL) 

CBll RL C CB3F SRL A 

CB12 RL D 

CB13 RL E CB40 BIT O，B 

CB14 RL H CB41 BIT O，C 

CB15 RL L CB42 BIT 0， D 

CB16 RL (HL) CB43 BIT 0， E 

CB17 RL A CB44 BIT O，H 

CB18 RR B CB45 BIT O，L 

CB19 RR C CB46 BIT O，(HL) 

CB1A RR D CB47 BIT O，A 

CBIB RR E CB48 BIT 1，B 

CB1C RR H CB49 BIT 1，C 

CB1D RR L CB4A BIT 1，D 

CB1E RR (HL) CB4B BIT 1， E 

CB1F RR A CB4C BIT 1， H 

CB4D BIT 1，L 

CB20 SLA B CB4E BIT 1， (HL) 

CB21 SLA C CB4F BIT 1，A 

CB22 SLA D 

CB23 SLA E CB50 BIT 2，B 

CB24 SLA H CB51 BIT 2，C 

CB25 SLA L CB52 BIT 2，D 

CB26 SLA (HL) CB53 BIT 2， E 

CB27 SLA A CB54 BIT 2， H 

CB28 SRA B CB55 BIT 2， L 

CB29 SRA C CB56 BIT 2， (HL) 

CB2A SRA D CB57 BIT 2，A 

CB2B SRA E CB58 BIT 3，B 

CB2C SRA H CB59 BIT 3，C 

CB2D SRA L CB5A BIT 3，D 

CB2E SRA (HL) CB5B BIT 3， E 

CB2F SRA A CB5C BIT 3，H 

CB5D BIT 3，L 

CB38 SRL B CB5E BIT 3，(HL) 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニ-ーモニックコード

CB5F BIT 3，A CB84 RES O，H 

CB85 RES O，L 

CB60 BIT 4， B CB86 RES O，(HL) 

CB61 BIT 4， C CB87 RES O，A 

CB62 BIT 4， D CB88 RES 1，B 

CB63 BIT 4， E CB89 RES 1，C 

CB64 BIT 4， H CB8A RES 1， D 

CB65 BIT 4， L CB8B RES 1， E 

CB66 BIT 4， (HL) CB8C RES 1，H 

CB67 BIT 4， A CB8D RES 1，L 

CB68 BIT 5，s CB8E RES 1，(HL) 

CB69 BIT 5， C CB8F RES 1，A 

CB6A BIT 5， D 

CB6R BIT 5， E CB90 RES 2，B 

CB6C BIT 5. H Cs91 RES 2，C 

CB6D BIT 5，L CB92 RES 2，D 

CB6E BIT 5，(HL) CB93 RES 2，E 

CB6F BIT 5， A CB94 RES 2，H 

CB95 RES 2，L 

CB70 BIT 6， B CB96 RES 2，(HL) 

CB71 sIT 6，C CB97 RES 2，A 

Cs72 BIT 6， D CB98 RES 3，B 

CB73 BIT 6， E CB99 RES 3，C 

CB74 BIT 6， H CB9A RES 3，D 

CB75 BIT 6， L CB9B RES 3， E 

CB76 BIT 6， (HL) CB9C RES 3，H 

CB77 BIT 6， A CB9D RES 3，L 

CB78 BIT 7， B CB9E RES 3，(HL) 

CB79 BIT 7，C CB9F RES 3，A 

CB7A BIT 7， D 

CB7B BIT 7， E CBAO RES 4，B 

CB7C BIT 7， H CBA1 RES 4，C 

CB7D BIT 7， L CBA2 RES 4，D 

CB7E BIT 7， (HL) CBA3 RES 4，E 

CB7F BIT 7， A CBA4 RES 4，H 

CBA5 RES 4，L 

CB80 RES O，B CBA6 RES 4，(HL) 

CB81 RES O，C CBA7 RES 4，A 

CB82 RES 0， D CBA8 RES 5，s 

CB83 RES 0， E CBA9 RES 5，C 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

CBAA RES 5，D CBDO SET 2，B 

CBAB RES 5，E CBDl SET 2，C 

CBAC RES 5，H CBD2 SET 2，D 

CBAD RES 5，L CBD3 SET 2，E 

CBAE RES 5，(HL) CBD4 SET 2，H 

CBAF RES 5，A CBD5 SET 2，L 

CBD6 SET 2，(HL) 

CBBO RES 6，B CBD7 SET 2，A 

CBBl RES 6，C CBD8 SET 3，B 

CBB2 RES 6，D CBD9 SET 3，C 

CBB3 RES 6，E CBDA SET 3，D 

CBB4 RES 6，H CBDB SET 3，E 

CBB5 RES 6，L CBDC SET 3，H 

CBB6 RES 6，(HL) CBDD SET 3，L 

CBB7 RES 6，A CBDE SET 3，(HL) 

CBB8 RES 7，B CBDF SET 3，A 

CBB9 RES 7，C 

CBBA RES 7，D CBEO SET 4，B 

CBBB RES 7，E CBEl SET 4，C 

CBBC RES 7，H CBE2 SET 4，D 

CBBD RES 7，L CBE3 SET 4，E 

CBBE RES 7，(HL) CBE4 SET 4，H 

CBBF RES 7，A CBE5 SET 4，L 

CBE6 SET 4，(HL) 

CBCO SET O，B CBE7 SET 4，A 

CBCl SET O，C CBE8 SET 5，B 

CBC2 SET O，D CBE9 SET 5，C 

CBC3 SET O，E CBEA SET 5，D 

CBC4 SET O，H CBEB SET 5，E 

CBC5 SET O，L CBEC SET 5，H 

CBC6 SET O，(HL) CBED SET 5，L 

CBC7 SET O，A CBEE SET 5，(HL) 

CBC8 SET 1，B CBEF SET 5，A 

CBC9 SET 1，C 

CBCA SET 1，D CBFO SET 6，B 

CBCB SET 1，E CBFl SET 6，C 

CBCC SET 1，H CBF2 SET 6，D 

CBCD SET 1，L CBF3 SET 6，E 

CBCE SET 1，(HL) CBF4 SET 6，H 

CBCF SET 1，A CBF5 SET 6，L 
L 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

CBF6 SET 6，(HL) DD9E 05 SBC A，(IX十d)

CBF7 SET 6，A DDA605 AND (lX +d) 

CBF8 SET 7，B DDAE05 XOR (lX +d) 

CBF9 SET 7，C DDB605 OR (lX +d) 

CBFA SET 7，D DDBE05 CP (lX +d) 

CBFB SET 7，E DDEl POP IX 

CBFC SET 7，H DDE3 EX (SP)，IX 

CBFD SET 7，L DDE5 PUSH IX 

CBFE SET 7，(HL) DDE9 JP (IX) 

CBFF SET 7，A DDF9 LD SP，IX 

DD09 ADD IX，BC DDCB0506 RLC (IX十d)

DD19 ADD IX，DE DDCB050E RRC (IX +d) 

DD218405 LD IX，nn DDCB0516 RL (lX +d) 

DD228405 LD (nn)，IX DDCB051E RR (lX +d) 

DD23 INC IX DDCB0526 SLA (lX +d) 

DD29 ADD IX，IX DDCB052E SRA (IX十d)

DD2A8405 LD IX， (nn) DDCB053E SRL (lX +d) 

DD2B DEC IX DDCB0546 BIT 0， (lX + d) 

DD34 05 INC (IX +d) DDCB054E BIT 1，(IX十d)

DD35 05 DEC (IX +d) DDCB0556 BIT 2， (lX + d) 

DD36 0520 LD (lX十d)，n DDCB055E BIT 3，(IX十d)

DD39 ADD IX，SP DDCB0566 BIT 4，(IX十d)

DD46 05 LD B，(IX +d) DDCB056E BIT 5， (IX十d)

DD4E05 lLD C，(lX十d) DDCB0576 BIT 6，(IX十d)

DD56 05 LD D，(IX +d) DDCB057E BIT 7，(IX十d)

DD5E05 LD E ，(IX十d) DDCB0586 RES O，(IX十d)

DD66 05 LD H，(IX +d) DDCB058E RES 1，(IX十d)

DD6E05 lLD L，OX +d) DDCB0596 RES 2， (IX + d) 

DD7005 lLD OX十d)，B DDCB059E RES 3， (lX + d) 

DD71 05 LD (IX+d)，C DDCB05 A6 RES 4，(IX十d)

DD72 05 LD (IX +d)， D DDCB05 AE RES 5，(lX+d) 

DD73 05 LD (lX +d)， E DDCB05B6 RES 6， (lX + d) 

DD74 05 LD (IX+d)，H DDCB05BE lRES 7，(lX+d) 

DD75 05 LD (lX十d)，lL DDCB05C6 SET 0， (IX十d)

DD77 05 LD (lX+d)，A DDCB05CE SET 1，(lX十d)

DD7E05 lLD A，(lX十d) DDCB05D6 SET 2， (lX +d) 

DD86 05 ADD A， (IX +d) DDCB05DE SET 3， (IX +d) 

DD8E05 ADC A，OX十d) DDCB05E6 SET 4，(IX +d) 

DD96 05 SUB (lX +d) DDCB05 EE SET 5，(liX +d) 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

DDCB05F6 SET 6， (IX +d) ED7B8405 LD SP， (nn) 

DDCB05FE SET 7，(JX十d) EDAO L1>1 

EDAl CPI 

ED40 IN B， (C) EDA2 INI 

ED41 OUT (C)， B EDA~~ OUTI 

ED42 SBC HL，BC EDA8 LDD 

ED438405 LO (nn)，BC EDA9 CPD 

ED44 NEG EDAA IND 

ED45 RETN EDAH OUTD 

E046 1M 。 EDBO LDTR 

ED47 LD I，A EDBl CPIR 

ED48 IN C， (C) EDB2 INIR 

ED49 OUT (C)， C EDR:3 OTIR 

ED4A ADC HL，BC EDBS LDDR 

ED4B8405 LD BC，(nn) EDB9 CPDn 

ED4D RETI EDBA INDR 

ED50 IN D，(C) EDBB OTDl{ 

ED51 OUT (C)， D 

ED52 SBC HL，DE FD09 ADD IY， BC 

ED538405 LD (nn)， DE FD19 ADD IY， DE 

ED56 1M 1 FD218405 LD IY，nn 

ED57 LD 1¥，1 FD228405 LD (nn)，IY 

ED58 IN E，(C) FD23 INC IY 

ED59 OUT (C)， E FD29 ADD IY，IY 

ED5A ADC HL，DE FD2A8405 LD IY，(nn) 

ED5B8405 LD DE，(nn) FD2R DEC IY 

ED5E 1M 2 FD3405 INC (IY +d) 

ED60 IN H，(C) FD3505 DEC (lY +d) 

ED61 OUT (C)， H FD360520 LD (IY +d)， n 

ED62 SBC HL，HL FD39 ADD IY，SP 

ED67 RRD FD46 05 LD B，(lY十d)

ED68 IN L，(C) FD4E05 LD C，(lY +d) 

ED69 OUT (C)， L FD56 05 LD D，(IY十d)

ED6A ADC HL，HL FD5E05 LD E，(lY+d) 

ED6F RLD FD66 05 LD H，(lY十d)

ED72 SBC HL，SP FD6E05 LD L，(lY+d) 

ED738405 LD (nn)，SP FD7005 LD (lY十d)，B

ED78 IN A，(C) FD71 05 LD (lY+d)，C 

ED79 OUT (C)，A FD72 0.5 LD (IY+d)，D 

ED7A ADC HL，SP FDn 05 LD (lY +d)， E 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

FD74 05 LD (lY+d)，H FDCB05BE RES 7， (IY +d) 

FD75 05 LD OY+d)，L FDCB05C6 SET 0， (IY +d) 

FD77 05 LD (IY +d)，A FDCB05CE SET 1，(IY+d) 

FD7E 05 LD A，(IY +d) FDCB05D6 SET 2，(IY十d)

FD86 05 ADD A，(lY十d) FDCB05DE SET 3，(IY +d) 

FD8E 05 ADC A，(lY+d) FDCB05E6 SET 4，(IY十d)

FD96 05 SUB (IY +d) FDCB05EE SET 5， (lY +d) 

FD9E 05 SBC A，(IY十d) FDCB05F6 SET 6， (IY +d) 

FDA605 AND (IY +d) FDCB05FE SET 7，(IY十d)

FDAE05 XOR (IY十d)

FDB605 OR (IY+d) 

FDBE05 CP OY十d)

FDEl POP IY 

FDE3 EX (SP)，IY 

FDE5 PUSH IY 

FDE9 JP (IY) 

FDF9 LD SP，IY 

FDCB0506 RLC (IY十d)

FDCB050E RRC (lY十d)

FDCB0516 RL OY十d)

FDCB051E RR (IY十d)

FDCB0526 SLA (IY +d) 

FDCB052E SRA (iY十d)

FDCB053E SlRL (IY十d)

FDCB0546 BIT 0， (IY +d) 

FDCB054E BIT 1，(IY十d)

FDCB0556 BIT 2， (IY + d) 

FDCB055E BIT 3， (lY +d) 

FDCB0566 BIT 4，(IY十d)

FDCB056E BIT 5， (IY十d)

FDCBO，576 BIT 6， (IY十d)

F.DCB057E BIT 7， (IY十d)

FDCB0586 RES 0， (IY +d) 

FDCB058E RES 1，(IY+d) 

FDCB0596 RES 2，OY+d) 

FDCB059E RES 3，(IY +d) 

FDCBO.5 A6 RES 4， (IY十d)

FDCBO.5 AE RES 5，(IY十d)

lF'DCB05B6 RES 6， (IY十d)
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A.3 IPLプログラム・アセンブリ・リスト

MZ-2000のIPL(lnitial Program Loader) の全プログラムのアセンブリ・リストを掲載しています。アセンブリ・

リストはZ80A-CPUアセンブ、ラ (MZ-80シリーズFDOSljrのシステムフ。ログラム)じよる 70リン夕刊r)Jリストで‘す。

IPLの動作と一般の操作方法については、 Owner'sManual第2章に述べられています。本 1)ストは、 IPLの動作の詳

細1を調べるための参考テ、、ータであり、 IPLプログラムのアセンブ リ・ 1)ス 卜の|付符についてのおR小、合わせには応じかね

ます。

IPLのブートローデイング機能は、 3椅類の外部フ ァイルを対象としています。第1は、 MZ2000一本体に公仙されてい

るカセ ットテープデッキによ って、 カセ ットテープファイル、たと えば付属のBASICインタープリタを起動する倒き、第

2にオプション周辺機器であるミニフロ ッピーディスク ドライブによ って、ディスケットファイル、たとえばDISKBASIC 

インタープ リ夕、 FDOS等を起動する働き、第3に、 I!Oポート上にシステムプログラムのROMカード写を置いて、その

システムプログラムを起動するための機能とが備えられています。

上記のそれぞれのルーチンは、アセンブリ・リスト卜.のリマーク表示で、

CMT CONTROL (P.150) 

MFM MINIFLOPPY CONTROL (P.156) 

INTRAM-EXROM (P.162) 

によ ってそれぞれ場所が示されています。
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; ~を静養骨骨骨骨骨骨骨骨長**-lキ**静養 4キ静養*-1寺普

; *券発*骨骨骨骨骨骨長骨骨骨骨骨張骨骨*骨骨4全長持

Personal Computer 
門Z-20(l(l

Initial 
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.JR ::;T ART 

; N::;T RESET 

N::;T: 

C=OUT 

ωRITE=l 

A=OUT・B=IN

CしEAR

OPEN=l 

; P 1口 A=OUT

B=IN 

;DISPLAY 

; ALL ::;TOP 

.0勺C"C-，0 ぷ胃、.. 1._1 

;BST=l 

; ::;TOP 

;PIO 

A，82H 
(E::::H) ， A 
A，ち:::H
(E2H) tA 

::;p， FFEOH 
A，F7H 
(EOH)・A
AtOFH 
( E勺H)， A 
A，CFH 
(EBH) ， A 
A ，FFH 
(EBH) ， A 
A 
(F 6H) ， A 
(F4H)， A 
A 
(F7H) ， A 
A，07H 
(F5H) ， A 
A，D3H 
(E8H)， A 
HL，[lO(lOH 

A t [I:::H 
(Hし)，OOH 
HL 

H 

NZ，CLEAR 
A，FFH 
(EOH) t A 

At03H 
(F7H)世《

GCLEAR 

A，02H 
(F7H) ，A 
GCLEAR 
A，OlH 
(F7H) ，A 
GCLEAR 

A t 13H 

(E8H) ， A 
A 
([lRINO)tA 
(門TFu)，A 
~:::EYS 1 
3，A 
Z，CMT 
(l， A 
Z，EXR口門T
Nf::: IN 

LD 

OUT 

LD 

OUT 

LD 

LD 

OUT 

L[I 

OUT 

LD 

OUT 

LD 
OUT 

XOR 

OUT 

口UT
INC 

OUT 

LD 

OUT 

LD 

OUT 

LD 

L[I 
LD 

1 NC 
CF' 
.JR 

LD 

OUT 

LD 

OUT 

CAしし

しD
OUT 

CALL 

LD 

OUT 

CALL 

LD 

OUT 
XOR 

LD 

LD 

CALL 

BIT 

.JR 

BIT 

.JP 

，JR 

CLEAR: 

KEYIN: 

3E:::2 

D3E:3 
3E58 

D:3E2 

:31EOFF 

3EF7 
[1 :::: E 0 

3EOF 

[l3E9 

3ECF 

D3EB 

::::EFF 
[I:;:EB 

AF 

[l3F6 

[I:;:F4 

D3F7 

3E07 

D3F5 
:::ED3 

[l3E::: 

2100DO 

3E [1::: 

BC 

20FA 

3EFF 

[l3EO 

::::E 0:;: 

D3F7 

C[IιEOO 

3E02 

[1:::: F 7 
C[IιEOO 

3EOl 

D3F7 

CD/:..EOO 

:3E13 
D3E ::: 

AF 

32ECFF 

32EιFF 

CD:3COO 

CB5F 

2:::45 

C847 

CA170ι 

1 :::2A 

(J(J(Jcヲ

n()oo 

O()(J(J 
() () () () 

(_)(_)()(_) 

O() ()() 

(J(J(J() 

UU(_)() 

()() () () 

()()()() 

0000 

0000 1 :::04 

0002 

0002 

りり02

0002 

0004 
(】001;.
() (J (J 1-， 

(l00f:.. 
(l00ι 

0008 

O(lOA 
(1 (J (J r: 

OOOE 

0011 

0013 

0015 

0017 

001ヲ

(l01B 

001[1 
(l01F 

0021 
'・.

()(J乙ι

0024 

0021:.， 

0027 
002・P
002B 
002[1 

002F 

00 :::: 1 

0034 
()(J ・て:ム

り03:3
(J ()セ:9

C)(l::::A 
OO:'::C 

003E 

0040 

0042 

0044 

0047 

004':" 

004B 

004E 

0050 

0052 
on汽R
0057 

005ヲ
OOSA 

005[1 

0060 
(l(Jム:可

00ιち

001;.7 
n(J/-.9 
()()ムr:

::::E03 

D3E3 
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006E ; 

(106E 2100CO I)CLEAR: LD HL，COOOH ;I]-RA門 1ごしEAR
0071 F3 [11 
(1072 [lBE::: IN A・(E:::H)
0074 CBFF ::;ET 7，A 
007ιCBB7 REt; 6，A 
o 0 7 :3 [1 ::: E :3 口UT (E:3H)，A 
(l(J7A 1101CO LD DE，C001H 
007D 3600 LD (HL) ，OOH 
007F 017F3E LD BC，:3E7FH 
0082 EDBO LDIR 
00:34 CBBF RE::; 7世A
00:::6 CBF7 ~; ET d・，A
008::: O:::E::: OUT (E:::H) ，A 
OO:::A FB E1 
O(J:3B C":.I RET 
() ():.こ:r:

(I(>:::C 0614 KEY::;l : LD B，14H ; KEY ::;TF:OBE OUT 
OO:::E DBE8 KEYS: IN A， (E8H) 
(lO':/O E6FO AND FOH 
OO'?2 BO lコR B 
0093 D::::E::: OUT (E色村)，A 
0095 DBEA IN A， (EAH) 
0097 C9 RET 
0098 
(109B 
009::: 1.こDAOOO NKIN: CALL FDCC 
009B CAι40:;: ，] F' Z ，FD 
009E 1:::0C ，]R lご門T
OOAO 
(lOAO :3EA5 FDIごC: LD A，AちH
(lOA2 47 LD B，A 
OOA:3 D:;:D9 OUT ([l9H)， A 
OC>Aち CDFE05 CALL DLY80U 
OOA::: DBD9 IN A， ( [1勺H)
OOAA B::: !こP B 
OOAB C9 RET 
OOAC " ，・，・， ・，・，・，・， ・，・， a，.，.，.，.?.ヲ

OOAC 
OOAC iご門TCONTROし
O(JAC 
(I(JAC .，.， ，.，.，、.， .，.，.，.， .、?.5.，.2.1，.，.?2 

OOAC CDF601 C門T: CALL 門STOF'
OOAF (:[lOE02 CALL I<EY門ES
00B2 C[lE900 CALL ?RD1 
(lOB5 ::::;:: 1 7 JR C， ::;T 1 
00B7 CD5702 CALL L [lM::;G 
OOBA 2101CF LD HL，NA門E
OOBD 1E10 LD E， 10H 
OOBF OE10 LD C， 10H 
00C1 CD6002 CALL [lISP2 
00C4 3AOOCF LD A， (ATRB) 
00C7 FEOl CP 
(10(:ヲ 200E ，]R NZ，門1::;MCH 。OCB (:[11001 CALし フRDD
O(JCE F5 ::; T 1 : F'U::;H AF 
OOCF [[12502 CALし REω 
00[12 Fl F'OP AF 
(10[1::: [lA:::705 ，]P C，TRYAG 
00[1(;， C:;:0200 ，]P N::;T 
00[1ヲ ; 

00[19 214E03 門IS門CH:L[I HL，門E::;1ι 
OODC 1EOA LD EtOAH 
OODE OEOF LD C， 15 
OOEO [[1ι[102 CALし DISPfこさ;
00E3 C[lFι01 CALし 刊さ;TOP
OOE毛， :37 :::;CF 
(>OE7 1:::E5 ，]R ::;T 1 
00E9 
00E9 ;READ INF口R門ATI口N
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00E9 ~ iこF=l:ERROR
OOEヲ RDINF: ENT 
OOE 勺 F:~: 勺R[lI: DI 
(i(lEA D8E2 IN A I (E2H) 
OOE( CBEF :3ET ち，A 
(l(lEE D3E2 OUT (E2H) I A 
OOFO 1ι04 LD [1， 4 
o 0 F 2 (> 1 ::: 0 (> 0 LD BC t O(l:::OH 
OOF5 21001ごF LD HLtIBUFE 
OOF::: (:[1(701 R[ll : CALL 門OTOR
OOFB :;::::OE ，.JR C ， :::; T F' E 1 F: 
OOFD 1二[1勺301 CALL Tト1ARk。10 0 :;: ::: 0 ':_" .]R !ご t:::; T F'E 1 R 
0102 (:[l1C01 CALL RTAF'E 
0105 :;::::04 ，]R !こ ，:::; T F'E I R 
0107 CBちA F:E T 2::; : 81T : ~: I [1 

010 ・コ 2:::0:::: .]R Z，EIRTN 。108CDFι01 ::::1 F' E 1 F{: C A L L 門::;T 1) F' 。10EFB EIRTN: E1 
010F C'コ RET 
0110 
0110 
0110 ;F:EAD DATA 
01 1 (l RD[lAT: ENT 
0110 FJ ウFWD: [lI 
0111 1ι0:::: し[1 [1 I :::: 

011:;: ED4B12CF LD B C ? (:::; r Z E ) 
01172100::::0 LD HL，:::OOOH 。11 ，6， 1 ::: [1 C ，] F: F.~ D 1 
01 1 C 
011 C 
0111二 ;READ TAF'E 
0111二 . 目、 8C=三:1 Z E 
01 1 C . 、. [1 E = L (1 A [1 A [1 [1 R E ';:: :::: 
011(: [1ち RTAF'E: F'I_J::::H DE 
OilD Cち F'I_I・:;ト! BC 
011E E5 F'I_I::;H Hし
011 F 2ι02 LD H，2 
0121 ([18801 RTF'2 : CALL ::; F' [1 1 N 
0124 ，JR l二，TRH'Jl 。12/:..2::::F9 ，JF: Z ! FnF'2 。12:::: ~:. 4 LD [I，H 
o 1 2 ';:-1 2 1 0 0 0 0 LD HL，OOOOH 
01.2C 22EOFF LD (ちりiオDT)，HL
012F E1 F'OF' HL 
01::::0 1こ1 F'O F' 日c 。131 !こち F' U :::: fイ BC 。132E5 F'!_I:;::H Hし
01.::::::: Iこ[17:~: 01 RTP::: : CALし RBYTE 
0 1. ::::ι :~:::: 2ι ，JR C，TRTNl 
01::::::::: 77 LD (Hし)I A 
01 :::::ヲ 2 :~: INC HL 
01 ::::: 1:1 0 B [lEC おじ:

0138 7 ::: LD A，B 。13CBl OF: 
(l 1 ::::D 2 0 F 4 ，JR N Z I RT F'::::: 
(113F ::AEOFF LD HL， (・5リ門[1了)
0142 C[l7301 CAしし F.~BYTE 

014ち:::::: 1 7 ，JP C，TRTNl 
0147 5F LD E，A 
o 1 4 :::: C [1 7 ::::: 0 1 C I~I_L RBYTE 
o 1 4 f: :::: :::: 1 1 .J F: C I TF:T 1¥11 
014[1 8[1 CF' し。14E:::004 ，JR NZtF:TF・5
01ちo78 LD A，E 
01ち1. BC CF' ト|

0152 2::: OA ，JR Z，TRTNl 
(l Jち&1 1ち F:TF'ち: [lEC [1 

01ち5三:::() : ~: ，JR z ; F\~ T F'/~， 

01ち7 と.2 L[I H，[I 
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015:31:::C7 .JR RTP2 
(>15A CDと.ι(12 RTF・ら: CALL BOOTER 
015 [1 :;: 7 ::;CF 

015E E1 TRTN 1 : F'uF' HL 
015F C1 F'OP BC 
016(1 D1 F'OP DE 
0161 C匂 RET 。1t.2 ;EDOE 

01ι2 DBEl EDCiE: IN A， (E lH:O 
0164 2F CF'し
01と.5 07 RLCA 。161;.. [1::: RET 
01と.7 07 F:LCA 
01ι::: :::::OF::: .JR NC，EDGE 
016A [lBEl EDCiE 1 : IN A t (E 1H) 
016C 2F CPL 
0160 07 RLCA 
<) 1 f:.. E [1::: RET 
01ιF 07 RLCA 
(> 1. 7 0 3 ::: F ::: .JR C，EDCiEl 
0172 C':;' RET 
017:;: 1 BYTE REA[I 
0173 [lATA=A 
0173 ; ::;1..1門DT ::;T ClRE 

017:;: E5 RBYTE: F' U::; H HL 。17 4 2 1 0 0 (1 ::: L[I HL・O:::(>OH
0177 C[lBB01 R8Y 1 : CALL ::; F' D 1 N 
017A ::;::::15 .JR C..RBY3 
0171二 2::: OA ，JR Z，R8Y2 
<)17E E5 F'U::;H HL 

017F 2AEOFF LD HL， (::;I_I門[lT)。1:::2 23 INC HL 。1:::::;: 22EOFF LD ( :3U門[lT)， Hし
01.:::(:， E 1 F'OF' HL 
01::::7 ::;: 7 ::;CF 

01 :::::: CB 15 RBY2: RL L 
01:::A 25 [1 EC H 
(l 1 ::: B 2 (l E A ，JR NZ ，r:;~BYl 

01:::[1 C[l620 1 CALし EDOE 
0190 7D LD A，L 
0191 E1 RBY:;:: F'OF' HL 
0192 C9 RET 
0193 ;TAF'E 門AR r::: D E T E C T 
01ヲ::;: E=L: 1 NFOR~1AT 1 ON 
0193 . 、 E=::;: DATA 

01勺3 E5 T門ARf:::: F' I_I ::; H ト|し。1匂4 211414 LD HLt1414H 
0197 1二日5A 81T :;:，[1 

01匂'9 2001 .JR NZ，T門<)
01 ヲB 2 ・コ ADD HL，HL 
019C・22E2FF T門(>: LD ( T門CNT)t Hし
01ヲF 2AE2FF T門1: LD HL， (T門CNT)
01A2 (:[lBB01 T門之: CALL SPDIN 
(11 A5 :;::::EA .JF: c.. f;~8Y:::: 
(> 1 A 7 2:::F.::. ，JR Z，T卜11
01A9 ヱち DEC H 
01AA 20Fι .JR NZ..T門2
OJ.AC (:[l8B01 T 門~: : CALL ::; F' [1 1 N 
(> 1 AF ;::::EO .JR C，RBY:3 
01B1 20EIご .]R NZtT門1
018:::: 2D DEC し
01B4 20Fと. .JR NZ..T門3。1Bら l二[1ι201 CALL EDCiE 
(> 1. 8 9 1 ::: [1 (:. ，JR R8Y3 

01B8 

01BB C[Iι201 ::; F' [11 N : CALL EDGE 
018E [1::: F:ET 
01BF (:Dち002 CALL [lLY2 
01C2 DBE1 IN A， (E 1H) 
01C4 Eι40 AND 40H 
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。11二ιC9 RET 

01C7 

01C7 

01C7 1門口TOR ON 

011こ7 [15 門OTOR: PU::;H [lE 

01C::: Cち F' U ::;H E:C 
01C9 E5 PU::;H HL 

01CA DBE1 IN A t (E 1 H) 

01CC E/:..20 AND 20H 

01CE 2:::1F ，JR Z，MOTR[I 

o 1 [1 0 2 1 B :~: (l 2 LD HL，門E':.ι

01[13 lEOA LD E，AH 

01[15 (lEOE LD (:， 14[1 

01[17 C[Iι[102 CALし [1 I SF'C ::: 

01DA (:[1(1202 CALL I)PEN 

01[1[1 DBEA 門OT1: IN A I (EAH) 

01[1F 2F CF'L 

01EO 07 RLCA 

01E1 :3:::0F ，JR !こ F門口TR
01E3 [lBE1 IN A・(E1 H) 。1E5 Eと，20 A ND 20H 。1E7 20F4 ，JR NZ，門口T1
1) 1 E':;' C[lOE02 CALL ト:::EY門E・:'
01EC C[l4A02 CALL DEL1門
01EF CD1ヲo之 門OTRD: CALし F'LAY 
01F2 E1 門OTR: F'OF' HL 
o 1 F :~: C 1 POP BIこ
01F4 [11 F'OF' [lE 
01F5 C9 RET 

01F6 

01F6 

01F6 1門OT口R ::;T OF' 。1F (:， 3EF7 門::;T (1 F' : L[I A，F7H 

01 F::: [l3EO 仁川T (EOH i t A 。1FA C[l4402 CALL DEしら
01F[I 3EFF L[I AtFFH 

01FF [l3EO OUT (EOH)， A 

0201 C9 RET 

0202 ;E.]ECT 

o 2 02 :~: E (l ::: OF'EN: L[I A，O:::H 

0204 [l3E3 OUT (E::::H)， A 

020ι(:[14402 CALL DEしと.
0209 3EO ・コ L[I A，O';/H 

020B [I:;:E3 OUT (E3H) ，A 

020[1 Cヲ F:ET 

020E 

020E 

020E 219702 f:::EY門E::;: L [1 HL，門E':;:~: 

0211 1E04 LD E，4H 
0213 OE1(: LD c ， 2 ::: [1 

0215 CD(:，D02 CALL D I ::; P C ::; 

021 ::: Iごヲ RET 

;F'LAY 

021 ・ヲ 3EFB F'LAY: LD A，FBH 

021B [I:;:EO (lUT (EOH) ，A 

021[1 C[l4402 CALL [lELι 
0220 3EFF L[I A，FFH 
0222 [l3EO OUT (EOH) ，A 

0224 C'ヲ RET 
()225 

022ち

()225 ;REωIND 

0225 3EFE REω : LD A，FEH 
0227 [l3EO OUT (EOH) ，A 

0229 (:[14402 CALL DEL6 

022C 3EFF LD A，FFH 
o 2 2 E [1 :~: E 0 OUT (EOH) ，A 

02::::0 [lBE2 IN A， (E2H) 

0232 CBAF RE・-， ち，A
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(E2H) ， A 

AF 
A 
A 
NZ!-l 

BC 

A，B 

NZ，D1門+1 
AF 

BC 

BC 

BC! 23:3 

[111可
BC 
BC， 1:，ちi
[11門

T
E
T
I
 

NN-

「巳

-
U
R
 
[lEL 

F' U::;H 

XOR 

[lEC 

，JR 
[lEC 

LD 

OR 
，JR 
P I)F' 
F' OF' 

RET 
F' U ::; H 

LD 

JR 

PU::;H 

L[I 
，JR 

「巳

:

れ

「

内

』

A
U円

V
7

T

L

 

，
.，.，.?「
L

DELY TI門1NCi 

A!JIH 

A 
NZ!DLY2+2 

IBUFE: EQU CFOOH 

ATRB: EQU CFOOH 

NA門E: EQU CF01H 

SIZE: EQU CF12H 

[lTADR: EQU CF14H 

SU門DT: EOU FFEOH 

T門CNT: EQU FFE2H 

L[I門::;Ci: HL!門E::;1 

E，OH 
C，14[1 
[1 1 ::; F' C ::; 

LD 

L[I 
L[I 
，JR 

F 
F' 

P 
F' 

F 
F 

F' 

21:::勺()'2

1EOO 

OEOE 
1 ::: 0 D 

A， [1 :~: H 
(E:::H) ， A 
[I!さ;F' 1 

L[I 
OUT 
.JR 

[1 1 ::::F' 2 : -
J
J
円
む
円

O

D
E
-

F
」

う

J-auv

ヲ
J
h
H
U
4
i

HL，門E::;::: 
E，AH 
Cタ1::;: [1 

し[1

LD 

L[I 

BOOTEF: : 211二102

1EOA 

OEO[l 

AtD3H 
(E:::H) I A 

HL，DOOOH 
A ! [1 :::ト|
( Hし)，00トi
mし
H 
N Z ， [1 1 ::; F' :~: 

A 
B!A 
[I， DOH 

A， 13H 

D 1 ::;F・ :~: : 

L[I 
OUT 
EJ:X 

LD 
L[I 
LD 

INC 

CF' 
.JR 

EXX 

XOR 
L[I 
LD 

LD 1 F.: 
LD 

[11 ::::F' 1 : 

:;:E [13 

D3E::: 

[19 
2100[10 
:;: E [1 ::: 
::!メ，n(l

BC 

20FA 

[19 
AF 
47 

1/:，，[10 
E[lBO 

3E1.3 

0234 
02 ::;:f:.， 
0237 

02::::7 

0237 
02:;:::: 

(_)ムニ

023A 

02::;:1ご

023[1 

02:3E 

02::;:F 

0241 

0242 

0243 

0244 

024ち

024::: 

024A 

024B 

024E 

0250 

0250 

02:，0 
0250 
0・7・50

0252 

0253 

025ら

0257 

02ち7

()::. 5 i 

02ち7
02ち7
0257 

02ち7
()257 

0257 

0257 

02ち7
02ち7

0257 

0257 

025A 

025C 

025E 

02と，0

02f:.，0 

02ι2 

02ι4 

02ιι 

02ιι 

02/.:..9 

026B 

02/:，，[1 

02ι[1 

02ιF 

0271 

0272 
027ち

0277 

02アヲ

027A 

0278 

027[1 

027E 
027F 

02:::0 

02:::2 

02:::4 

F
H
E
 

M
川，Eaa
 

M
H

・・

7
i
M
H
 

T
1
4
4
 

.，.，
r
L
 

[lELι : 

[lEL1門:

-
V
』

「巳
「・

J

3
・

D

C

 

Fち
AF 
::;: [1 

20FD 

OB 

712 

B1 

20F7 

F1 

01 E''900 

1 ::: E [1 
r:<=; 

010FOf:.， 

18E7 

L[I 
[lEC 
，] F' 

RET 
-.』

4
i

・ブ』

mJ

J

C

J

 

に」

nu
勺
』

-V

[1 1 ::; F' C ::; : 
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02:::1;. 
(_) '1. ::: ::: 

りとと，ァ

02:::勺
02:::ヲ
02:3 [1 
0291 
c)295 

0297 
029B 
02ヲF
02A:3 
02A7 
02AB 
02AF 
02B:;: 

02B7 
02B8 
02BF 
02C1 
021二5
02C勺

02CD 

02CE 
02[12 
02[11:.， 
02[1A 
02[18 
02DF 
02E3 

02E7 

02E8 
02EF 
02F:3 
02F7 
02F:::: 

02FC 
(_):二:U(_)

O:~:04 

0307 
0308 
030F 
O:~: 13 
o :~: 1ι 
031A 
031E 
0322 
0326 
032A 
O:~:2E 

(l :~: :~: 1 
0335 

o :3 :~: [1 

0::::41 
0345 
0:::4匂

034[1 
0:::4E 

0352 
():τ; 宍 I~，

0::::5A 
0:3ち[1
0::: 5 [l 

0:35E 
0::::62 
(l :~: 1;. 4 
03ι4 
0::::ι4 
(l :: /:.. 4 

M--
F」τJ
-
J-

D

C

 

49504C20 
6ヲ7可20ιc
I:.，Fι1 (:，41:.，勺

らEι7
49ち04仁:20
らヲ7320ιc
ιFιF6B6。
らE(:.720ιら
ιF7220ι1 
207072らF
ι772/:"11:.，[1 
4[161ιB(:.5 
2072(:，5(:，1 
/:.. 4 7 ';12 1) 4 ::: 
4[154 
4C6Ff:..1(:.4 
ら?と，Eら720
ιち7272ιF
-， .-. 

4 [1 611:.， 8ιち
2072651:.，1 
(:，479204ι 
44 
ち072657:;:
;:::204ι20 
6F72204:::: 

463A4ι/:..C 
ιF70707勺
20ι4ι t~J 7:~! 

I:..B657474 
65 
4 3 :~: A4 :~:ι1 
7:~: 7:::ι574 
74ι52074 
6170ιち
4472ι97ι 
65204EらF
:3F 202:::31 
2[134:2勺
541:.，:::ら973
20 ι 4 ι ・コ 7:~: 

ιB(:.57474 
ιち20ι勺73
20ιEιF74 
20ら[1617 ::: 
74/:..572 
ち0726ち73
7:3と，勺ιEι7
20巳::::20ιB
ι 5i ・コ2 07 :~: 

74ら17274
7 :3 2074ι ::~ 

ιち2(1 4~: 4 [1 
5L1( 
41:.，1;，タιcるち

201:.，[1ιF正，4
と・ち20ι572
72ιF72 

門E・:;1 : 

門E:::;:3・

門E5;と， . 

トlE::;:::: : 

門ESヲ:

門E::;1 0: 

門E~::; 1 1 : 

門E::; 12 : 

門E~:; 1 :3 : 

門E::: 14 : 

門E:::; 15 : 

円E::; 1ι: 

01 
4匂504C50
524F 

1 F'L門仁:

T
i
γ
t
 

H

U

Fト
』

口
R

DEFI"I 

[lEF門

[lEF門

DEF門

[lEF門

[1 E F ~1 

[lEF門

[lEFM 

[lEF門

[lEF門

[lE FI河

[lEF門

DEFB 
[lEF門

(E:3H) t A 

， 1 F・し 1 S 

， 1 F' L 1 S 

'門ake r-e a d y 

'Loadino 

'門ake r-e a d y 

， F' r e s s F 

'F:Floppy 

'1ご:Cassette

'[lr-ive 

， T h i s diskette 

， F' r-e ~- ~- i n q 

! F i 1 e ITIO d e 

01H 
， IF'LF'RO' 

loading' 

lookino f 0 r-

CMT' 

e r-r-[1 r 

FD' 

。「

diskette' 

tape' 

No勺 ( 1-4) ， 

1 5 

ーも同 key star-ts 

e r-r 0 r-， 

a p r-0 9 r-a rit ' 

rl 0 t 汀Ia s t e r-， 

t h e 1二門T'
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: 門F門門INIFLOPPY CONTROL 

CR: 

TR: 

~:;CR : 

DR: 

DM: 
H~:; : 

;FD 

FD: 

CASE OF DISK INITIALIZE 

DRIVE NO=DRINO (0-3) 

CASE OF SEQUENTIAL READ 

DRIVE NO=DRINO (0-3) 

8YTE SIZE =IY+2，3 
ADDRESS =IX+O，1 
NEXT TRACK =IY+O 

NEXT SECTOR =IY+l 

START TRACK =IY+4 

・START SECTOR =IY+5 

; ~:; T A T U ~; / t二o門AND F'ORT 

;TRACK RECi PORT 
; ~:; E C T 0 R R E ci F' (1 R T 

;DATA RECi F'ORT 
1門OTOR/DRIVE PORT 

;HEAD SIDE SELECT 

AD [l RE~3~:; 

[1 :::H 
D勺H

DAH 

DBH 

DCH 

DDH PORT 

;INF口R門ATION INPUT 
:門 A~;TER CHEU::: 

IX，IBADR1 
A 
(CF1EH) ，A 
( 1二F1FH)，A 
IY，FFEOH 
HL，0100H 
(IY+2)，L 
(IY+~:) ， H 

BREAD 

HL，CFOOH 
DE，IPL門C
B，とE
C， (HL) 
A， (DE) 

NZ ， N 門 A~:;TE

HL 

DE 

門CHECド

LD 門~:;Ci 
HL，CF07H 
E tlOH 
C，AH 
D 1 :=;P2 
IX，IBADR2 
HL， (CF 14H) 
(IY+2)・し

(IY+3)，H 
BREAD 

門OFF
N~:; T 

LD 

XOR 

LD 

LD 

LD 

LD 

LD 

LD 

CALL 

LD 

LD 

LD 

LD 

LD 

!こF
，JP 

1 NC 
INC 

[I，JNZ 

CALL 

LD 

LD 

LD 

CALL 

LD 

LD 

LD 

LD 

CALL 

CALL 

JF' 

門CHECK:

DD2100CF 

AF 

321ECF 

:~:21 FCF 

FD21EOFF 

210001 

FD7502 

FD7403 

CDA204 

210(>1ごF

11ちD03

0/:..06 

4E 

1A 
E。
C27205 

"-・ー'

10Fι 

C[l5702 

2107CF 

1E10 
(>EOA 

CD6002 

[1[12100:::0 

2A14CF 

FD7502 

F[l7403 

CDA204 

C・D1B04

C30200 

HL，門E5.勺

E，AH 
C，DH 
D 1 ~:; F' C ~:; 

ERRORl 

LD 

L[I 
L[I 
CALL 

，JP 

; READY CHECf::: 

REA[lY: 

NODI::;f::: : 21CE02 

1EOA 

OEOD 

CD6[102 

C3:::105 

ENT 

0364 

0364 

03ι4 

0 :~: 1;. 4 

0:3(:，4 
0364 

03ι4 

03/:..4 

0364 

0364 

0364 

(>364 

0:364 

O~: 1;. 4 

0364 

0364 

0364 

0:;:64 

0364 

0364 

03/:..4 

03ι4 

O:;:/:..4 

0364 
0:;:と.4
0:3(:，4 
0:;:ゐ4
O :~:ι4 

03/:..4 

0364 

03/:..8 

0:36勺

0::::1:.，(: 

036F 

0373 

0376 

0379 

037C 

037F 

03:::2 
0τ:R Fi 

0:::::::7 

0:::::::9 

03:::A 

0:::::::[1 
03:::E 

03:::F 

0391 

0::::ヲ4
0397 
039。
0::::ヲB
O::::9E 

0::::A2 

(J :~:A5 

O:3A::: 
(>:;:AB 

03AE 

03B1 

03B4 

03B4 

0:3B 4 

03B7 

0::::89 

03BB 

O :~:BE 

(l :::: C 1 

PORT 

EOU 

EG!U 

EQU 

EG!U 

EQU 

EGlU 

1/0 

p
p
p
p
p
p
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0::::C1 JAE6FF L[I A， (ド1TFCi ) 

03C4 OF RRCA 

0::::C5 [l4F40:;: CALし NC，門TON
031こ:::: :~: A E C F F L[I A・([lRINO) ;DRI'JE NO OET 
o :;: C B F ，~， :::: 4 OF: ::::4H 
0::::1二[1 [1 :~: [11ご (1リT ([1門)1 A ; [1 R 1 'J E :::; E L E C T 門OTON
O:;:CF AF XOR A 
o :~: D 0 C [1 (> C: (lι CALL [lLYと，0門

0:3[13 210000 し[1 HL，OOH 
O:;:D/:.， 2B RE[lYO: [lEC HL 。3D7 7C L[I A，H 
0:::: [1:::: Bち OF.: L 
0309 2:::[1守 ，JR Z， NO[lI::;f::: 
(l :~: [1 B D B [1 ::: IN A! (CR) ; ::; T A T U ::; Ci E T 
O:;:D[I 2F !ごF'L

O:;:DE 07 RLCA 
O :~: [l F :;::::F5 Jド! C，REDYO 
03E1 3AECFF LD A， (DRINO) 
03E4 4F LD C，A 
o :~: E 5 2 1. E 7 F F L[I HL 11ごしBFO
03E::: 0む00 LD BtOOH 。3EA 0。 AD[I HL，BC 
03EB 1ご84ι BIT o t (HL) 。3E[I CO RET トiZ 
<) :~: E E C [1 :::: 1 0 4 CALL RCLB 
O:;:Fl CBCι ::;ET (l ， (H L ) 
O::::F:::: C匂 RET 
(i ::=: F 4 

。:;:F4 門OTOF.: ON 
03F4 

03F4 門TON: ENT 
(l:;: F 4 :~: E ::: 0 L[I A， :::OH 
o :;: F 6 [1 :~: [1 C OUT ( [I ~1 ) ， A 。:=:F ::: (lらOA LD B ! 1 (i 1 ::; E C [1 E L A Y 。3F A 2 1 1 ';! ~: C 門T[ll: し[1 H L ， ::=: C 1 ';"! H 。:=:FD 28 門T[12: [lEC HL 
03FE 7[1 LD A・L。:=:FF B4 OR H 
0400 20FB ，JR NZ!門TD:2
0402 10Fι [1，] N Z ト1TD1
04 04 :~:E 1) 1 L[I A t 1 
040ι32Ef:..FF LD L門TFCi)t A 
040 ・~! C'コ RET 
040A 

040A ; ::; E E f::: T R E A T門ENT
040A 

040A ::;EEK: ENT 
04 UA :::E 1 B L[I A t 1 BH 
040(: 2F !こF'L
(> 4 (1 [1 [1 :~: D ::: OUT ( C: R )φA 
04(iF ([14匂04 CALL BU::;，( 
0412 CD(!C:Oと， CALL DLYι(l門
o 4 1 5 D B [1 ::: IN A t (1こR)

0417 2F CF'L 
041 ::: E ι ? ・コ AND ;";，'H 
041A C・7 RET 
041B 
0418 ; ~10 T CI F: (1 F F 

041B 

041B 内OFF: ENT 
0418 C[lOちりと， CALし DLYl門 ; 1 (> 0 0 U ::; [1 E L A Y 
041E AF XOR A 
041 F [1 :~: [lC OUT ( [1門 )， A 
0421 32E7FF L[I ( Iごし8FO)，A
(i 4 2 4 :;: :2 E ::: F F L[I (CL_8Fl) tA 
0427 32E '刀 ~F L[I (仁 L8F2)!A 

042A 32EAFF LD (CL8F3) ，A 
(142[1 ::::2 EιFF LD ( ~1T F Ci)， A 

0430 C ・コ REi 
1) 4 ::: 1 
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0431 ;RECALIBLATI口N
0431 

04 :~: 1 RCLB: ENT 
04:;:1 E5 F'U::;H HL 

0432 3EOB L[I A，OBH 
04:::4 2F lごF'L

o 4 3 5 [1 :::: D ::: 口'-'T (CF:) t A 

0437 (:[14':;:04 CALし BU ~:;Y 

o 4 :~: A C [1 0 C (> 6 CALL [lLYι<)門

(l 4 :~: [1 [1 B [1 ::: H~ A t (CF，) 
043F 2F CF'L 
0440 Eと.:::5 AND :::ちH

0442 EE04 XOF 04H 
0444 Ej F'OF' HL 
044ち C::: F:ET 『ム， 

(> 4 4 ，~， C:::: 7 E 0 5 ，] F' EF:ROFi: 
044'コ
044 ・コ ; B U ~:; Y A N [1 ωAIT 
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A.4 MONITOR MZ・lZ001Mのプログラムリスト

このフ。ログラム・リス トはMZ-80シリーズFDOSのZ80AMONITOR MZ-IZOOIMのプログラム・リストを示 します。
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アセ ンブリ・リス ト上の相対ア ドレスおよびリ ロケーただし、MONITORMZ-IZOOIMは、 先頭番地が$0000なので、

そのまま絶対アドレスおよびOBJコードと見倣すことが可能です。

このプログラム ・リストは参考データであり、内容についての問L、合せには応じかねます。

タフγレOBJコードは、
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0057 77 LD (HL) ， A 
0058 23 1NC HL 
0059 C04F06 CALL ?CLER 
005C 3EO[l LD A，ODH 
005E D:3E3 OUT (E3H) ， A 
0060 06AO LD 8，AOH 
0062 00 NOP 

0063 00 NOP 
0064 1 :329 ，]R START2 
006t， C33BOO JP START 

0069 
0069 ; 

0069 02E~: 10T8し: DEFω E302H ;8255 CONTROL 
00(:，8 34E7 DEFω E734H ; 825:3 CO 門口DE2
006[1 74E7 DEFω E774H ; :::25~: (: 1 門ODE2
006F B4E7 DEFω E7B4H ; 825:;: C2 MODE2 
0071 00E6 DEFω E600H ，「D・F4.rJd，、.し-F4・=0
0073 OOE6 DEFω E600H 
0075 02E5 DEFω E502H ;:::25:;: C1=2 
0077 OOE5 DEFω E500H 
0079 02E4 DEFω E402H ;8253 CO=2 
007B 00E4 rlEFω E400H 
007D CFE9 DEFω E9CFH ;P10 A 門口DE3
007F 00E9 DEFω E900H ALL OUTPUT 
0081 40E8 DEFω E840H 
0083 01F7 DEFω F701H 
008ち OOF6 DEFω F600H 
0087 07F5 DEFω F507H 
0089 OOF4 DEFω F400H 
0088 CFEB DEFW E8CFH ; P IO 8 I'10DE3 
008[1 FFE8 DEFW EBFFH ALL 1 NPUT 
008F 
008F 
008F CD500(:， :::TART2: CALし ?D1NT 
(1092 210B12 LD HL，120BH 
0095 22F011 LD (FKAE)，Hし
00ヲ8 3E04 LD A，4 
009A 321DOO LD (TE門Pω)，A 
009D 3C 1NC A 

009E 320500 LD (ONTYO)，A 
OOAl 119310 LD DE，TIT門ES 
00A4 CD8605 CALL NL門~:;f3 
OOA7 ED56 I門
OOA9 ~:EFF ~; ~:; : LD A，FF 
OOA8 321500 LD ( ::;ωRK)， A 
OOAE C3B100 GOOUT: ，]P EXIT 
00B1 3EOD 宕T: LD A，ODH ;1ご門T READ 門ODE
OOB~: D~:E3 OUT (E3H) tA 
OOBち 314011 しD SP， 1 BUFE 
00B8 CD290A CALL NL 
008B :;:E2A LD A，2AH ; *' 
OOB[I C[lC608 CALL PRNT 
OOCO 11AB10 LD DE，8UFER 
OOC:;: :3E27 LD A，3ヲ
00C5 CD'1107 CALし GETLKN 
(lOC8 FE2A CP 2AH ; * 
OOCA 20E5 ，]R NZ，ST 
OOCC 13 1NC [lE 
OOCO 1A LD A， (DE) 
OOCE FE4A CP '，] ， 
OODO CA4802 ，JP Z， ，]U門P
0003 FE40 CP '門'
00D5 2822 ，JR z ，門CLECT
00[17 FE44 CP ， [1 ， 

0009 2845 ，]R Z，DU門P
(lOOB FE4C CP 'し'
OOD[I CACBOl ，]P Z，門LOAD
OOEO FE53 CP '宍'
00E2 286A ，]R z，門SAVE
OOE4 FE56 CP 'V' 
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00E6 CA1702 ，JF' Z，MVF:FY 
00 E 9 1 ::: Cι ，JF 三:T
OOEB 
(l (l E B ::::: E F F ~:: Y 0 f::: 1 : LD A，FFH 
OOE[I D3EO OUT (EOH)， A 
(l(lEF 32B004 LD ( 1ご門ODE)・A
o 0 F 2 2 1 0 1 1 ::: L[I HL，l:::01H 
OOF:， 220800 し[1 ( ~:: C R 0 ~:; T )・ HL
1) 0 F ::: C '.~! RET 
OOF'コ。OF号。OFO:)
00F9 
(JOFタ :::::E 4 [1 門CLECT=LD A，4DH 1門
OOFB C[I:::COち CAしし f:: 1 N 
OOFE 28 [lEIこ HL 。OFF23 門R: 1 NC HL 
0100 C[lBCO:， CA しし N l_ F'H L ':: 
01 0 ::::: 7 E LD A， (HL;' 。104C[I[I[l05 CALし F'RTH X 。10 7 C [1 C 4 0 ::: CALし F'RN T ~:: 。10A 11AB10 LD DE，BUFER 
010D C[I(:505 CALL CiETL8R 。110 118:::::10 し[1 [1 E ， 8 U F E R + ::: 
011:::: 1 A L[I A， (DE) 。114FEO[l CF' 。DH ; CR 
011と， 2:::E7 ，JP z ，門R。11 ::: C [1 2 :::: 0 /:.. CALし 2HEX 
011B :;::::DC ，JR C，門|こしECT 。11 [1 ブウ L[I (HL) ，A 。11E 1 ::: [1 F Jド・ 「イR

。120
。120CD7AOち [1'-'門F': CALL ~:; :::E T 。1.2 ::::: C [1 ::: :::: 0ち CALし E::;:ET 
012と， EB EX [lE，HL 。1272A2BOO LD HL， (・::Hし)
012A CDBC05 [l1_I門F'O: CALL N L F'H l_ ~:: 

012[1 0ι11) L[I B， 1ι ; X 1こHG。12 F C [1 C 4 (l :3 [! 1_1門F'1 : CALL F' F.' N T ~:; 

01 ::::: 2 7 E LD A， (HL) 
(> 1 ::::: ::::: C [1 D [1 0 5 CALし F'RTト1X 
(1 1 ::::ιE5 F' 1_: ':: H Hし。1::::7 f.¥F X Of;: A 
(l 1 ::::: ::: E [15 2 ~:; B C HL， [IE 。1:::::A E 1 F'OF' HL 
0138 CA8100 ，J F' Z I ~:: T 
013E C[Iら20ち |ごAしし BRドEY
(l 1 4 1 2 :::: F ::: ，JR 7L9 ー ζ1_，

。14::::: [l8EA IN A， (EAH) 
0145 FEFD |ごP FDH ::; F'ドEY。1472:::F A ，JR Z，-4 
0 14 勺 2 :~: INC HL 。14A 10 E .:::: [1，] N Z D'-'卜1F' 1 
(l 1 4 C 1 :~: [1 C ，JF: [1'-'門F'O。14E。14E
014E 。14E ::::E 02 M::: A 'v'E : LD A，2 
0150 ::::21ら(1二 L[I (門ωARf:::)I A 。15:::::
01ち::::21 COO 1 門ENAI可E:L [1 HL I FI¥lCOI可
015f:.. llA810 L[I DE今BUFEF:
015 ・コ (110 BOO 1_[1 8C t 11 
01ちC[1ち F' U ~:: H D[ 。15[1 E[l80 1_ [11 F: 
01ちFEB EX DE，Hし
(1 1/~ ， 0 (lι1 1 し[1 B ，11 H 
01ι2 ~: E (i [1 LD A，(lDH 
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。1毛.4 CD500ι CALL 勺 DINT。167 [11 POP DE 
01ι::: C[l81;.05 CALL Nし門:::rJ 

016B CDC50:， CALL CiETLBR 
011;.E 3A1602 LD A t (MWAF:f:::) 

0171 FE02 CP 2 。17:"3 C2CF01 .JF' NZ，門L口VE。171;. 114011 LD DE I 1 BUFE 
017勺 3E01 LD A， 1 。17B 12 LD ( DE) ， A 
017C・1.:. INC DE 。17D 21B510 LD HL，BUFER+10 
o 1 ::: (> 0 1 1 0 0 <) LD 8(:，16 
01:::::;: E[lBO LDIR 
01:35 :3EOD LD A，ODH 
0187 12 LD ( [lE) t A 
01:::::: CD7A05 門NA門1: CALL '::::::ET 。1:::B 225411 し[1 (DTA[lR)・HL。1:::E C[I:::305 CALL E':::ET 

0191 E[IちB2BO(l LD DE， (三:HL)。1.? 5 E [1ち2 :::8C HL，DE 
(> 197 ::::::::EF .JF: C t門NA門1
0199 23 INC HL 。1勺A 225211 LD ( ':: 1 Z E ) ， H L 

01':.'D 21B100 LD HL t:ミ:T
01AO 22ち611 LD (EXADR) ，HL 
01A:3 :3E4A LD A，4AH .] 

011~5 32勺勺05 L[I (KINF・+1 ) t A 
01 A ::: C [1勺::::05 kIN2: CALし 1・・ INF' 。1A B 2 ::: (> ::: .JF: Z ! :::AVEC10 
01A[I CD140ι CALL HLHEX 
01 E!O :;::::Fι .JR C; r::: 1 N2 
01B2 22ちら 11 LD (EXADR) tHL 
01B5 C[l5102 :::AVEiJO: CALL 「ωRI。1B::: 3:::0:::: .JR 1-: • +0::; 。1E:A C[1:::202 CALL ::'W F:[1 
0.1 B D C :::: B 1 0 (i .]::: T1 : .JP :::T 
OlC(i 

01(:0 4ら494C・45 FNCO卜1: [lEF門 ノFILE NA門E:I 。1C4 204E414[1 
01C::: 453A 。1CA 0[1 [1EFB 。DH。1CB
01CB 

01C8 。lC8 3E01 刊しOAD: l_ [1 A I 1 。1C D 1 ::: ::: 1 .JR 門:::A'y'E +2 
01CF 

01CF 218ち10 門LOVE: LD HL，BUFER+10 
01D2 7E LD A! (HL) 
01[1:;: FEO[1 1ごF' ODH 。1[15 F5 F' U :::H AF 
o 1 [1 /.:.. C [1 ::: E (> 2 CALL 勺 R[1!。1D・コ :::::::E2 .JR !こ， .J ::::T 1 。1[18 F1 F'OF' AF 。1[1C C4Fι01 CALし NZ，NA門ECド。l[1F 20EE ，JR NZ， ~1LOVE 
01E1 3A1602 LD A・(MトJARk)。1E4 :;:[1 [lEC A 。1E5 20:::::::: .JR NZ，門VEF:Y。1E7 112[10;: LD [1E，LOA門E・3
01EA CDCFりち CALL [1:::PNAM 。1E[1 COB202 CALし 7・F:[1 [1 
01FO :;::::CB ，JR c， .]:=:T 1 。1F2 2Aちら11 L[1 HL・(EXADR，。lF5 E9 .] F' (HL) 。1Ft.。1Fと. 11411) 2 N A ~1 E Cf:::: L [1 DE，F仁IU門E:::
01F ・刀 CDCFO ち CALL [1 :::PN A門
01FC 11B510 LD DE t BUFEFi:+ 1 <) 
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1)1FF 214111 LD HL，NA門E
0202 0ι10 LD B I 1と.
1) 2 0 4 C [1 :::: A (> 6 CALし ~:; A門E

0207 C::: RET 7 ム

020::: CDB 104 !こALL S E F: ~:; F' 
020B C[lCE04 CALL 門::;T (1 F' 

020E 3:::AD ，]R C ， ，]::; T 1 

0210 C[l110ち CALL [lELι 
021 :::: C 1 F'OF' 日C AD ，] 
0214 1 ::: B勺 ，]F: 門LO'v'E
021と，

門WARK: [1 E F ~:; 

0217 

0217 

0217 

0217 AF 門'VRFY: X OF: A 

o 2 1 ::: 1 ::: B :::: ，JR 卜lLOA[I+2

021A 

021A 113602 門VERY: L[I DE， l.，，'EF:門E~:; 

021[1 C[lCF05 CALし [1 ~:; F' N A M 

0220 CDBE02 CALL 7・VF:FY
i) ー22七~: ::::一!日こ:，::，::・: ，]R C! ，J'::T 1 

0225 114:::02 LD DE，OK門E::;
02 2 ::: C [1 B i;， (lち N 門~:;Ci ~:: T: 1こAしし N L M~:; ci 
(l 2 2 B 1 ::: ';.' ¥) ，]R ，] ~:; T 1 

022[1 

022[1 41ご4F4144 LOA門E~:; : DEF門 'LOA[lINCi 

02:::: 1 4ヲ4E4720

02::::ち 0[1 DEFB (lDH 

()2:36 5と，4ちち24';' ¥/ER門E~:;: DEF門 'VERIFYINCi 

023A 4ら59494E

02::::E 4720 

0240 0[1 [lEFB ODH 
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[1 ::: 

:~:OF::: 

DBEl 
2F 
07 
D ::: 
07 
:;::::F::: 

NC，EDGE 
A， (E 1 H) 

RET 
RLCA 
，JF 

IN 
!こPL
RLCA 
RET 
RLCA 
，Jf': 

F:ET 

E[lCiE 1 : 

1100:PEAD 0011 :l.JRITE 

C，EDOEl 

f:::B::;ET 
A，(E1H) 
20H 
z ，門OT2
DE 
[lE I ::;ET門EZ
NL門':;ci 
DE 
c1 F' E t~ 
BF¥:f::: 

A， (E 1 H) 
20H 
NZ，門OT1
[lELlM 
A ， ~: 
[1 

Z，F'L_AY 
A， (E 1 H) 
10H 
2 7卜10TωCi 
DE 
[lE，レJF'R~1 Eι 
NL卜1::;;Ci 
DE 

CALL 
IN 
AN[I 
，JF: 
F'U::;H 

LD 
CALL 
F'OF 
CALL 
CALL 
[;:ET 
IN 
AND 
，JF: 
CALL 
L[I 
AND 
，JF: 
IN 
AN[l 
，JR 

F'U・:;H
l_ [1 

CALL 
F'OF' 
'::;CF 

門仁ITOR:

門OT1 : 

門OT2:

門仁ITしJ:

[[1710ち
[lBE1 
E(:，20 

[15 
11 720ι 
CDBιoち
D1 
C [1 :::(:04 
C[Iと，C05
[1 ::: 

DBEl 
Eと，20
20Fι 
(:[11づ05
3E i) :~: 

A2 
2:::: 1 E 

[lBE1 
Eι10 
三::::1 4 
[1ち

1 1 ::: 4 (lι 
C[l8む05
[11 

A I O:::H 
( E: :::H ) • A 
DEL1卜1
A 
(E ~:H ) ! A 

し[l

ClUT 
CALL 
1 N C 
OUT 
F:ET 

OF'EN: ~: E i) ::: 
[I::::E ::: 
(:[11705 

[1 :::E~: 

t'10[lE レJF;:1 TE A，(l(:H 
(E:::H) I A 
A，[I 
05H 
卜jZ I ~lF' L AY 
A， ( 仁川口DE)
』・ H
8U 4 

L[I 
0'_' T 
L[I 
AN[I 
CAしし
し[1

PE:::; 
，JR 

[1 E F ::; 

~10T レJCi :

F'LAY: 

~: E (l C 
[1 : ~: E::: 
7A 
Eι05 
1ご4D204
3AB004 
CB少7
1 :::2F 

8C 
BC，4';' 
[11門

F'U:::;H 

L[I 
，JR 

DELちo門:
)
 
(
 

t
i
n吋

「

-JEJ

E
S
-
-ム
・
ハ
-
V

-。

:
J
i

-

-

ωAIT ;50π1:::; 

FFH 

門・:;T CI F' 

DEU:， 
FFωD 
[1 E L (:， 

BC，01A6H 
A! (E 1 H) 

DEF8 

CALL 
CALL 
CALL 
CALL 
L[I 

IN 

C門O[lE:

・:;E R :::; F' : 

さ;::;F・1: 

(:D(:E04 
(:[1110弓
(:[lE104 
(:[11105 
01Aら01
[l8E1 
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04C2 2F CPL 

04仁3 07 RLCA 

04C4 [1:::: RET 

04C5 07 RLCA 

04Cι30F5 ，JR NC ， S~3Pl 

04C::: OB DEC BC 

04C9 7::: LD A，B 
04CA B1 OR 

04CB 20F:3 ，JR NZ， ~::~:;F' 1 +3 
04CD iごの RET 

04CE 

04CE 
04CE 
04CE 門 ~::TOP : ENT 

041ごE :3EO[l LD A，ODH ; READ 門ODE

04[10 D3E::: OUT (E :~: H) t A 

04[12 3AB004 MF'LAY: L[I A t (C門ODE)

04[15 CB9F RE3 3tA 

04[17 C[I[I[l04 BLK4: CALし BLKl 

04DA 3AB004 BLK3: LD A， (C門O[lE)
04[1[1 D:3EO BLK 1 : 口UT (EOH)， A 
04DF 1::::~:0 JR DEL6 

04E1 

04E1 C[l7105 FF凶[1: CALL KB~::ET 

04E4 3AB004 LD A t (C門ODE)

04E7 CBBF RES 7，A 
04E'i D:3EO 口UT (EOH) ，A 
04EB CDAA04 CALL DEL50門

04EE :3AB004 LD A， (1ご門O[lE)
04F 1 CB:::F RE::: 1 ， A 
04F:3 C[I[I[l04 CALL BLK1 

04Ft. 1:::E2 ，JR BLK;;: 

04F:3 00 NOF' 

04F9 

04F9 
04Fヲ :;:EOE TSPE: LD A，OEH 
04FB [I:3E:3 OUT (E:3H) ，A 
04FD CD0005 CALL DELT 
n~on 

0500 
ni'::;nn 
0500 C5 DELT: F' U:::H BC 

。ち01 01280F LD BC t :3::::::::; ; 4:3 ωAIT 

0504 F5 [11門: PU:::H AF 

0505 AF XOR A 

050ι :~: [I DEC A 

0507 20FD ，JR NZ，-l 
0509 OB [lEC BC 

050A 7::: LD AtB 

050B B1 口R
050C 20F7 .JR NZ，Dl門+1
050E Fl F'OP AF 

050F C1 POF' BC 

0510 C勺 RET 

0511 

oち11 C5 DEしι: PU::;H BC 

0512 012:301 LD BC，291 ; 300m::;ωAIT 

05151:::E[I .JR D1門

0517 
0517 iごち DEL1M: PU~:;H BC 

。ちH: 01匂ら07 しD BC，1942 ; 28ωAIT 

051B 1:::E7 ，JR [11門

051[1 

051[1 

oち1D F5 ::;HORT ~ PU~::H AF 

(lち lE 3EOF LD AtOFH 

0520 [I:3E3 OUT (E3H) t A 

0522 OA LD A， (BC) 
0523 :3E2A LD At2AH 2AH(H) :1 ゐ ι .7 ち り~:;

(>ち25 :~:25C05 LD ([lLY+l)，A ; 3FH(し)~ 240固 25U-;:;
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CD5B05 

3EOE 

03E:3 
3E25 

:~:25C (l 5 

1二[l5B05

Fl 
「勺

25H(H): 166U・3

3AH(L) :221.5U~:; 

DLY 

A~ (l EH 
(E3H) t A 

At25H 

(DLY+1)tA 

[lLY 

AF 

CALL 

L[I 

OUT 

LD 

LD 

CALL 

F'OP 

RET 

5AH (H) : :~: :~:3IY:; 

::: 1 H ( L ) : 4 6匂.ちU~:; 

55H ( H) : ::::::::41_1~:; 

7CH(L) :4ち2.ちU::;

AtH 

AtL 

At41H 

(DLY+1) tA 

LD 

LD 

LD 

LD 

DLYR: ブr:
7D 

3E41 
-τ:25C05 

と.ιH(f:::) 

AtFFH 

A 

NZt-l 

LD 

DEC 

，] F' 

RET 

DLY: :~:EFF 

:;:[1 

仁三ち[10ち

BRf:::EY: 

ト::: B~:;ET

A t (EAH) 

A~ (EAH) 

:::OH 

ENT 

CALL 

IN 
IN 
AN[I 

RET 

C[l7105 

DBEA 

DBEA 

Eら:::0

Aφ(EAH) IN 
CF'L 

RLCA 

RET 

D
H
 

'
:
1
B
 

A
門戸」B
F
7
E
V
-

D

2

0

C

 

A t (E:::H) 

EOH 

13H 
(E:::H) ，A 

IN 
AND 

OR 

OUT 

RET 

f:::B・:;ET:DBE::: 

E6EO 

F (:， 13 

D~:E ::: 

，. ，_， A ~ 5::.:H 

f<I N 
( ~:; Hし)t HL 

LD 

CALL 

LD 

RET 

~:;::;E T : 3E ち~!

C [1 :::C05 

222800 

E At45H 

f:::IN 
(EHし)t Hし

LD 

CALL 

LD 

RET 

ESET: 3E45 

l二[I:::COち

2 2 :~: ::;: 0 (l 

(ト::INF'+1)tA LD f(IN: ~:2 ・ヲ':.' 05 

052::: 

052B 

0520 

052F 

Oち31

0ち34

0ち::':7
0ち:3:::
05:39 
()~究勺

05:3A 
(1ち3(:

05:3E 

0540 

0ち43

0:，46 
054:3 
054A 

054C 

054F 

Oちち2
0553 

0554 

0ち54
()~~~ 

0556 

()ち5:::
055B 

05ちB

055D 

055E 

Oちと，1
05ι2 

0562 

0562 

oちι2

0565 

0ちら7
0円人-コ

oちιB

056C 
(J~ム r:

(Ì~人 r:

()~ム「・

0ちιE

(>空;6F

0570 

0571 

0ち71

0571 

0571 

057::;: 

057ち

0577 

0579 

0ち7A

Oち7A

Oち7A

Oち7A

057C 

057F 

05:::2 
()5E::3 

()5::::~: 

05:::5 
0円:=:戸1

05:::B 

05:::C 

(1宍:::C
05:::C 

AF 

A，OFH 
(E:3H) tA 
A，ちAH

([lLY+1)tA 

DLY 

AtOEH 

(E:~:H) t A 

A，ちちH
(DLY+1) tA 

DしY
AF 

PU:;H 

LD 

OUT 

LD 

LD 

CALL 

L[I 

OUT 

LD 

LD 

CALL 

F'OF' 
RET 

LONG: 

E
J
C
J
E
J
E
J
 

F
3
A
C
B
E
E
-
-
E
J
C
E
 

O
E
C
J
E
J
E
J
0・
E
t
J
R
E
E
f
-

E
J
E
3
E
2
D
E
3
E
2
D
1
匂

F
E
-
-
D
3
3
C
3
D
・

J.--JJer--ι
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05:::F CD引::05 KIN1: CALL KINP 

05ヲ2 C[l1406 CALL HLHEX 
cの.、)5土「門て9~ :1匂:川円:::F:? .JR CtKIN1 
(J~勺 7 1-:勺 RET 
(Jち勺:=:

()'可匂:=:

() ~I~/::: 

oち9::: 3EFF f::: 1 NF' : LD A，FFH 
059A 11AB10 LD DE t BUFEF: 

(lち9[1 12 LD (DE) t A 

05ヲE [15 PU::;H DE 

05勺F 1:::: INC [lE 

05AO 21ιBOι LD HL，CO門E':'
o 5 A :;: 0 1 07 00 LD BC，7 
05A6 EDBO LDIR 

。ちA::: [11 POF' DE 

05A9 (:[lB605 CALL Nし門・:;ci 

05AC C[lC50ち CALし GETLBR 

oちAF 11B210 LD DE，BUFER+7 
0582 lA LD A， (DE ) 
05B3 FEO[l CF' O[lH 

05Bち C勺 RET 

05Bι 

。ちB6 Nし門::;ci : ENT 

05BιCD290A CALL Nし

oちBiコ C37BO::: .] F' 門・:;ci X 

oちBC

05BC (:[l290A N L P H L ::;: C A Lし NL 

05BF CD[I:::05 CALL PRTHL 

o 5 C 2 C 3 C 4 0 ::: .]P F'PNT ::; 
()~r: c可

oちC5 CDA40ι CiETL8R: CALし CiETL 
05(:::: 1 A L[I A ， ( [lE ;. 
05Cヲ FE08 CP OBH 

。ちCB CAB100 .] F' z， ::;T 
05CE C勺 F:ET 

<)5CF 

(JちC下!こ[1860ち [I'~; F' NA門: CA しし NL M:::; (、

05[12 114111 L[I DE， NA~lE 
(lち[15 C :~: 7 8 (l ::: ，] F' 門・:;;Ci X 

<)ち[1::: 

(>ち[1::: 

(lち[1::: 

oち[1:;:: 7 C F'RTHL: L[I A，H 
05[1勺(:[1[1[105 CALL F'RTHX 

(>ち[1(: 7[1 LD A，L 
05[1[1 

05[1[1 F5 F'RTH X : F' U ::; H AF 

05DE EらFO AND FOH 

oちEO OF F:RCA 

05E 1 OF RRCA 

oちE2 OF RRCA 
05E::;: OF RRCA 

05E4 (:[lF:;:Oち CALL A:;:;C 

05E7 CDCι0:::: CALL F'RNT 

05EA Fl F'OP AF 

05E8 E60F AN[I OF 
(JちE[I CDF引)5 CALL A::;C 
05FO C:;:Cι0:::: .JF' F'RNT 
05F3 

05F3 

05F:;: 

。ちF3 Eと.OF AきC: AND OFH 
05Fち Cと，::;:0 A[lD A，:;:OH 
05Fi FE3A CF' 3AH 
oぞ;F勺[1::: RET 

oちFA Cι07 AD[I A，07H 
O:，FC C'コ RET 

05F[I 

05F[I 
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のちF[I

(>ちFD FE47 HEX: lごP 47H 
oちFF :3011 .JR NC，HEXCR 
(>ら01 FE41 CP 41H 
oι0:::: ::::OOA .JR NC，HEX1 
0(:，05 FEJA CF' ~:AH 

01;.07 ::::009 .JR NC，HEXCF.: 
0(:，0'=) FE30 CF' 30H 
。ιOB [1::: RET 
OI:..OC [1/:，，30 さ;UB ::::OH 
O/:..OE C勺 RET 
oιOF [1ι:::7 HEX 1 : ~:;UB :~:7H 

0611 C'ヲ RET 

0/:..12 37 HEXCR: 三;1二F

。ι1:::: Cゃ RET 
0614 

。ι14 

oι14 ; 

りと.1 4 [1ち HLHEX: F' I_I ~;H DE 
0/:..15 (:[1230ι CALし 2HEX 
o 6 1:3 :~: :::: 0 7 .JR CtHL1 
りと.1A と，フ LD H，A 
OI:..lB CD2::::0ι CALL 2HEX 
りと.1 E :~: ::: 01 .JR CtHLl 
(>ι20 6F LD LtA 
0621 [11 HL1: F・OF' DE 
(lι22 C':;J RET 
りと， 2 :~!

(l人2::::

o と， 2~:

。ι2::;: Cち 2HEX: PU~:;H BC 
oι24 1 A LD A， (DE) 
oι2ち 13: INC DE 
。ι2ιCDFD05 CALし HEX 
01;.29 ::;::::0[1 .JR Ct2HEX1 
。ι2B 07 RLCA 
。ι21二 07 RLCA 
(lι2[1 07 RLCA 
062E 07 RLCA 
oι2F 4F LD C，A 
0630 lA LD At([lE) 
oと.31 1 3 1 NI二 DE 
。ι32 CDFD05 CALL HEX 
oら35 3:::01 .JR Ct2HEX1 
0637 B1 OR 
1)ι:;:::: C 1 2HEX1: F・OF' BC 
06:::勺 C9 RET 
oι3A 

(J63A 
。と.:~:A

(l63A C5 ~3ANE : F' U ~:; H BC 
。 ι~:B [1ち F'USH DE 
。ι31こ E5 PUSH HL 
。と.3D 1 A ， ~:; A門E1 : LD A， (DE) 
063E BE CP ( Hし)
。ι3F 2002 .JR N Z ，::;A門E2
0(:，41 1004 [I.JNZ 三;A門E':'
りと，43 E 1 ~:; A門E2: POF' HL 
。ι44 D1 POP DE 
oι45 C1 F'OP BC 
(1(:. 41:.， C。 RET 
(1647 FEI)D ~:;A 門 E3: CP ODH 
0/:..49 2:::F::: ，JR ZtSA門E2
oと，4B 13 INC DE 
01:.，4(: 23 INC Hし
ひと，4D l~:EE .JR ::;A門El

064F 

(l(:.4F 

Of:.，4F 

(164F AF づCLER: XOR 《
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(HL) I A 

Hし

LD 

INC 
D ，] N Z 
RET 

うDINT:77 

10FC 

(HL) 

(HL) ， A 
A 
A 11 FH 
Z，CCURSl 
A，9:'::H 
(ト:EYω1+4) I A 

( [1 Y ~:; C:; L + 1 ) I A 

AND 

LD 

AND 

L[I 

，JR 
L[I 
LD 

L[I 
RET 

CCUR~:; : 

CCリR::;1 : 

([I~:;F' XY) ，HL 
RETN 

LD 

，] F' 

CUR::; 10: 22[1111 

!こ37ちOA

CO門E~:; : '-A[lR.$' DEF門

TAPE' T
l
 

u
H
C」

D
Fご

，Ee

、・
a'

DEFB 

[lEF門

[lEFB 

[lEFドi

O[lH 
〆凶RITINCi

PROTECT' 

ERROR' 

ODH 

'CHECf::: ::;I_I門

DEFB 

[lEF門::;l_IjVj門E::;: 

2[1414452 

2E24 
0[1 
53455420 

5441ち045

(>[1 

57524勺ち4

494E4720 

0[1 
ち7524 ・コ54 

4520ちのち2

4Fち44543

54 

OD 

434:::4ち4:~: 

48205355 

4[12045ち2

524F52 
(1[1 

:3ET門E::;: 

ODH 
rωRITE 

[lEFB 
[lEF門

ωRI門E::;: 

ωF'F:門E::;: 

0[1ト|[lEFB 

r
i
t
'
 

E
」

F
ト』

n
u
n
u
 

AF 

BC 

HL 

DE 
A t (KNU門B~ :; ) 

(KNU門B)t A 

勺F'ONT

(FLF'OS) ，HL 
[1 ::; F'R 
(FLA::;H) t A 

( F L ::; [1 A T ) I A 
( ::; T A C f:::) t ::: F' 
HL f (FLF'O::;) 

A I (Fしさ[lAT) 

lFH 
N Z ， D Y ::; C:; L 
A t (FLA::;ト1)

(FL::;DAT) ，A 
[1 ::; F'ω 
KEYFL 

A t 1 Fト|

U
H
M
H
U
H
MH

1
」

e

L

1

」

T
I
F
-
-
-
「
-
J
a
V
J
-
r九
-

l

」

s

L

1

」

N

U
リ

U
U
D
E
A
D
A
D
D
D
D
D
P
R
D
E
A
R
D

E
p
p
p
p
L
L
C
L
C
し
し
し
し

L
C
J
L
I
-
-U

J
し

f:::EYω: 

ト ::EYω~:2 : 

ド:EYω1; 

KEYω:3 : 

[1 y ::; C ':; L : 

AI;. 
77 

A7 
::;:E 1 F 
2:::(1勺
3E93 

321こ:::0ι 
32[170ι 
r:。

CiETL f:::EY 

f:::NU門B::;

f<Nリ門B:

GETL: 

F5 
l-Ei 

E5 

[15 
:::AA20ι 

:::2A30ι 

lこD2':，'OC
:.::.:::uニ:(_)U
C[I :~:EOC 

:;:20[100 

~:2 OE 00 
E[l732EOO 

2 A 0 ::;: (l(l 

3AOEOO 

FE1F 

2008 

3AO[l(l0 

320EOO 

|二[1ちooc

1 ::: 04 

・:::E1 F 

()ム戸;()

()ムC;(l

01;.ち1
oι52 

0654 
0ム汽5
() (.， C;円

o人円ち
n人FiF; 

O/:..ちι
oらち7
oι58 

065A 
01:.，円r:
065E 

01:.，/:.1 

06ι4 
(J人人Frt

(Jム人汽

(lムムC;

061:.，::: 

0ιιE 

oιιE 

061:.，8 

06/:..F 
oι71 

0672 

0ι7ι 

oι7A 

067B 

067F 
(Jム戸:セ:

oと，:::4
(J (-， ::: ::: 

(J人:::f

(lιヲ(l
0691 

0ι92 

0ι'~/6 

069A 

(l6ヲE
(>f:..Al 

06A2 

(>と，A2

06A2 
oと，A2
(lιA::;: 

0ιA4 

0毛，A4

Of:..A4 
0仕，A5

Of:..Af:.. 
0ιA7 

06A::: 

oιA8 

oιAE 

0681 

0ι84 

0ι87 

0ι8A 

(lιB[I 

0/:..C1 

06C4 

01:.， C7 
0ん「・'コ

(lι|ごB
OιCE 

(lι[11 
0ι[14 

01:.， [1と.
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0608 18F4 ，JR KEYω3 。ι[lA F5 KEYFじ: F'USH AF 

060B E5 PUSH HL 
OI:..OC 0/:..40 L[I B，40H 
06DE C5 KYFL 1 : PUSH BC 
06DF CDOF09 CALL KEYKEY 
06E2 FE1E CP 1EH ;NO KEY DATA 
06E4 2007 ，JR NZ，KEYDIS 
06E6 C1 KYFL2: POP BC 。ιE7 10F5 [1.] N Z KYFL1 
06E9 E1 POP HL 。ιEA F1 F'OP AF 

06EB 18[17 .JR KEYω1 
06E[I F5 KEY[I I~:: F' U~:H AF 
06EE FE01 CP 。lH
06FO ::;:82(: JR C，DISF'門。ιF2 FE05 CP 05H 。ιF4 3028 .JR N C ， D 1 ~:;:P門
06FιCB50 BIT 2，B 
06F8 2824 ，JR Z，[lISP門
06FA 3E7:3 LD A，7:::H ; CUR~::OL KEY ONL Y 。ιFC :32F711 LD (KSTD+3)，A 
06FF :3A:3500 LD A，(REPTCT) 。702 3D DEC A 
0703 :323500 LD (REPTCT)，A 
070る 2811 ，JR Z，REPT 
0708 F1 POP AF 
0709 CD260ヲ REPT1: CALL KEY 
070C FEOl CP 01H 
070E 3804 .JR C，REP・T2。710 FE05 CP 05H 
0712 3809 .JR C， KEYDI~: 
0714 CD290::: REPT2: CALL FLA:3ω 
0717 1822 .JR KFINO 
0719 3E40 REPT: LD A骨40H
071B 323500 LD (REPTCT)，A 
071E CD2908 OISP門: CAしし FLASω 
0721 F1 POP AF 
0722 4F LD C，A 
0723 3A1500 LD A，(SωRK) 
0726 B7 OR A 
0727 CC140F CALし Z，BELL 
072A 79 LD A，C 。72B EιFO AND FO 
0720 FE20 CP 20H 
072F 79 LD A，C 
0730 3812 .JR C，FUNC 
0732 C[l4008 GT2: CALL ?DSP 
0735 21A306 LD HL，KNU門B
0738 35 DEC (HL) 

073ヲ 282E .JR Z，GTCR 
073B 21AEOι KFINO: LD HL，KEYω 
073E E07B2EOO LD SP，(STACK) 
0742 E5 F'USH HL 
0743 C9 RET 
0744 CBι7 FUNC: BIT 4，A 
0746 C21ご007 ，JP NZ，FTAB 
074';1 FEO[l CP (lOH 
074B 281C ，JR Z，GTCR 
074D FEOB CP OBH 
074F 280ち .JR Z，GTBRK 
0751 CD390A GT5: CALL ?DPCT 
0754 18E5 JR KFINO 
075/:.. ED7B2EOO GTBRK: LD Sp， (STACK) 。75A E1 POP Hし
075B E5 PU~:H HL 
0751ご 360B しD (HL) ，OBH ;BREAK 
075E 23 INC HL 。75F 360D LD (HL) ， UDH ;CR 
07ι1 CD2EOA GETLR: CALL LETNし
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。764 D1 F'OP DE 
0765 E1 F'OP HL 
07と，(;. C 1 P口p BC 
()，7f:..7 Fl F'OF' AF 
07/:..::: fご勺 RET 
o 7 /:.' ";1 2 A [1 1 1 1 GTCR: L[I HL， ([1・3PXY)
。 7 人 I~ 汽「・ LD E，H 
(17/:.，[1 01 [lEFB 01H ; LD BC， 002:::H 
071:.，E 2:::00 lごf<:::O: [lEFω 002:::H ; XCHG 
。770 C[l200C CALL 門ACiA
0773 EB EX DE，HL 
0774 2AD1l1 LD HL， ([I~:;F' XY) 
0777 2011 ，JR NZ，GETLA 
。77勺 13 Ci TC Fi~O : INC DE 
077A lA L[I A， ( [lE ) 
0}7B Bア 仁川 A 

。77C 2::: 1 B ，JF.: Z，(iETしc
077E 3E 2::: L[I A，40 ; XCHCi 
。7:::0 ::: 1 ADD A，C 
1) 7 ::: 1 4 F L[I C，A 
(> 7 ::: 2 1 ::: Fち ，] F: GTC Fi~O 
(i 7 ::: 4 ミち AD[I(iA: [lEC H 

07::: ち ~:E2::: L[I A，40 XCHG 
ADD A・(

07:::::: 4 F '-[1 C，A 
() 7 :=:‘コ「・0 RET 

。7:::A 25 (iETLA: [1 E( ト{

。7:::8 1 B [lEC DE 
(17::;:( 3 [1 [lEC A 
。7::: [1 :2 :::: E A .JR Z ， (iTCFi:O 
07:::F 1 ::;:Fつ ，] Fi~ (iETLA 

07勺1

(l 7 9 1 :~: 2 A 2 (>ι GETLkN: L[I ( f<NU門B:::;) 1 A 

(1ブ勺4 CDA40ι CALし CiETし
0・7';， 7 1 A L[I A， ( DE ) 
。フ匂:=: 1-口 RET 

07':"'9 
07 ・コ ，~， 

oブ勺匂 2EOO CiETLC: し[1 L，OOト1
07匂B CD2COC CALL ー'F'NT1 

07 ・コE ED フB2EOO L[I ~::; F' ， ( ':; T A C f: ) 
oブA2 [11 F'OF' [lE 

。ァA3 [15 F'U・:::H [lE 

07A4 Cち F' I_I ~:; H BC 
。7Aち lご[1ち[lOC CALL [1ωL[lIR 

07A::: C1 F'OF' BC 

(J 7 A'.コ E1 F'OF' HL 

07AA E5 PU::;H HL 

07AB 41 L[I B，C 
。7AC 7E ci L 0 F' 1 : L[I A， (HL) 
07AD Bフ OR A 

。7AE 2002 ，JR NZ.+4 

07BO 3E20 L[I A，20H 
07B2 77 L[I (HL) ，A 
07B :~: 23 INC HL 

07B4 10Fら [1，] N Z CiLOF' 1 
07Bf:.. 3ι0[1 GしOP2: LD (HL)，ODH 
07B::: 2B [I[C HL 

07B'::' 7E LD A， (Hし)
07BA FE20 iごP 20H 

07BC 2:::F:3 ，]R Z，GLOP2 
。7BE 1 ::: A 1 ，JR GETLF: 

07CO FEIB FTAB: CP 1BH 
07C2 2:::2(ご .]R Z，TAB 
07C4 FEIA CP lAH 
。7(:ι2:::4E .JR Z，FOO 
。7C:::: E60F AN[I OFH ;00-1)9 Fl-FI0 
。フCA :;:C INC A 

07CB 47 LD B，A 
07CC 210012 LD HL，FARE 1200-12ヲF
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07CF 54 LD DtH 
07[10ち[1 LD E，L 
07Dl 7D LD Atし
07D2 FEAO CF' AOH ; FARE END 
07D4 2::: 10 .JR Z，+I:3 
07Dt.7E LD A， (Hし)
07[17 23 INC HL 
07[1:;: FEOD CP ODH 
07DA 20F5 .JR NZ，-9 
07D(: 10F1 DJNZ 
07DE 1A 門RUN: LD A t (DE) 
07DF FE7F CP 7FH ;?CR 
07E1 CA6907 .]P Z，GTCR 。7E4FEOD CP ODH 
07E6 CA::::807 .JP Z t f:~F INO 。7E94F LD C，A 
07EA C [I '~ICO::: CALL ?PRT 
07 E[I 1~: INC DE 
07EE 1 :::EE .JR 門RUN
07FO ::::EO~: TAB: LD At03H 
07F2 CD:3ヲOA CALL フDPCT
07F5 ::::AD 111 LD A， ([I:::PXY) 
07Ff! 87 OR 《

07F9 CA6907 .]P Z，GTCR 
07FC 21C011 LD HLtTABDAT ;TAB DATA ARER 。7FF2:::: TA81 : INC Hし
0:300 3E27 LD At:39 ; XCHCi 
0802 8E CP ( Hし)
0:30:3 DAιヲ07 .JP !こ，I3TCR
0:::0ι3AD111 TAB2: LD A， ([1・::pXY) 
0809 96 SU8 (HL) 
O:::OA CA:3807 .JP Z，KFINO 
080D :30FO .JR NC，TA81 
O:::OF :3EO:::: LD A，03H 
0811 CD3'~IOA CALL つDPCT
0:::141:::FO ，JR TAB2 
0816 21A306 FOO: L[I HL ， KNU~18 
0::: 1ヲ 3ち DEC (Hし)
o ::: 1 A 2 ::: 1) 1 ，]R Z， +:::: 
(1 ::: 1 C :3ち DEC (HL) 
081D CA6ヲ07 .JP Z，I3TCR 
0:::20 112300 LD [lE，FOARE 
0:32:3 C[l780::: CALし 門 ~30X 
0:::2ιC:3::::807 ，] F' KFINO 
0:329 2AO:300 FLA~3ω: LD HL， (FLPO~3) 
0:::2C :3AODOO LD A， (FLA::::H) 
082F C3500C .JP [I:3Pω 
υ!:!・3X

t・):弓-芳32
0:::ヌ2
08:32 口ETKY: ENT 
0:::::で::2C:5 PUSH BC 
0:3:33 [lち PUSH DE 
0:::34 E5 F' IJ~;H HL 
08:35 CD2609 CALし KEY 
083::: El POP HL 
08:39 [11 POP DE 
0:::3A C 1 POP BC 
0838 FE1E lごP 1EH 
(l e ~:D I二0 RET NZ 
08:3E AF XOR A 
083F C。 RET 
0840 
0:::40 
0840 
0:::40 F5 ?D:::P: PU::;:H AF 
0:::41 C5 PUSH BC 
(1 ::: 4 2 D5 PU~::H DE 
0:::4:3 E5 PU~:;H HL 
0:::44 CD2 ・コOC てISPO: CALL フF'ONT
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0:::47 C[l500C CALし DSF'ω 
O:::4A 2AD111 LD HL， ([I~:F' XY) 

0::: 4 [1 7 [1 LD A，L 
O:::4E FE27 CF' :て:9 ; XCHCi 
0:::ちo2017 ，JR NZ ， D~:: F' 4 

o白52 ちC D ~:: F・1: LD EtH 
0:::53 C[l200C CALL 門AOA
() ::::1ι2 :~: INC HL 
0:::ち73:ι01 LD (Hし)， 1 
():::5ヲ 87 OR 《

0:::5A 2:::0A ，JR Z，[I・::F':;: 
0:::5C 31:.，02 D~:: F' ，] R : LD (HL) ，2 ;CHR80:JR [lSP3+1 XIこHG
0:::ちE3D DEC A 
(l ::: 5 F 2 ::: (lち ，JR z ， [1::;: F' :~: 
0:::1;.1 ::::ら0:;: LD ( Hし)，3 
0:::と.33D [lEC A 
0:::64 2001 ，JR N Z t D ~::F・ :~:.. :・1
O:::/:..ι2 :~: D :::P::;: : INC HL 
0:::67 3/:..00 LD (HL) ，<) 
0:::ι ヲ C~: (l 20B [1 ~:: P 4 : ，JP CU R~:: F: 
()戸;ん「ー

Cl:=:人r:
Cl:こ:(-，1-

0:::ムC F'RNTT: ENT 
O:::/:..C CDC40::: CALL PRNT~:: 

0:::ιF 3AF211 LD A， ([lPRNT ) 
0:::72 87 OR A 
0:::73 C::: RET Z 
0:374 [I!;.UA :::UB 。:::71:.， 3BF 4 ，JR C，-10 
0:::7:::: 20FA ，.JR !¥IZ，-4 
(1:::7 A C9 RET 
0:378 
(l ::: 7 B 門三:GX: ENT 
0::: 78 F5 PU:::H AF 
(1 ::: 7 C C・5 PU:::H 巴仁
0::: 7[1 [15 PU:::H DE 
(l ::: 7 E 1 A 門::;:c; X 1 : LD A， (r:~) 
0:::7F FEOD CP (JDH 
<) ::: ::: i 2 ::: 1 5 ，JR Z I什::ci 2 
0::::::3 [D850::: CALL F' RT:~: 

(l ::: :::と， 13 I Iサ( DE 
o ::: ::: 7 1 ::: F 5 ，JR |オ:::ci X 1 
(J :=: :=:勺

0::::::9 門 ~:;Ci : ENT 
0::::::';" Fち F'U::::H AF 
0::::3A Cち F' I_I:::H 日C 。::::::B [15 PU::;H DE 
O::::::C 1 A |河・::G1. : LD A， (DE) 
(J ::: ::: [1 F E 0 [1 CF' <)DH 
o :3 ::: F 2 ::: <) i ，JR z ，門~::ci 2 
(1::: 91 4 F LD I>A 
0:::92 1二[1引-:() :=: CAしし ・F'RT
<):::勺51 :~ : INC DE 
0:::勺ι1::::F 4 ，JR 門:::ci 1 
<):::9::: D 1 門三;Ci2: F'OF' DE 
0:399 C 1 POP BC 
(J:::9A F 1 POF' AF 
0:::勺81こ。 RET 
u:こ:勺「
0:::ヲC79 ウPI:':T: LD A，C 
0:::';"[1 EιFO AND FOH 
0:::9F 79 LD A，Iご
(l :::: A (l 2 (l 1 :~: ，) r'¥ NZ，PRT3 
(J:::A2 CDJ匂OA CALL ウDPCT
O:::A5 FE03 l二F' 03H ; CUR:::R 
o ::: A 7 2 ::! 0 F ，JFi: Z，PRT4 
(l :::ム。 FEOち CF' 05H ~H O 門 E

o 8 A B 2 ::: 03 ，JR Z，PRT2 
(> ::: A [1 F E (> 1:.， CF' (lと‘トl ~ 1ごしR:::
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08AF CO RET NZ 
O:::BO AF PRT2: XOR A 
O:::B 1 :32F211 LD ([lPRNT)，A 
08B4 C9 RET 
08B5 C[l400::: PRT3: CALL フDSP
(I:::B::: 3AF211 PRT4: LD A， ([lPRNT) 
O:::BB :3C INC A 
O:::BC FEAO CP 160 
08BE :~:8F 1 ，JF: C，PRT2+1 
08CO [1ιAO SUB 160 
08C2 1 :::ED ，JR PRT2+1 
08C4 
08C4 
08C4 PRNT~:; : ENT 
0:::C4 3E20 L[I A，20H 
0:::(:1;. 
08Cι PRNT: ENT 
O:;::CιFEO[l CF・ ODH 
O:::C::: CA2EOA ，JP Z，LETNL 
O:::CB (:5 PU~:;H BC 
08C(: 4F LD C，A 
O:::C[I (:[19(:0::: CALL ?PRT 
0:::[10 7予 L[I A，C 
08[11 1こ1 POP BIご
1):::[12 C勺 RET 
0:::[13 
0:::[13 ~:;CROL DATA IN 
08[13 ( ~:; C R (1 ~:; T ) ::三;TARTLINE 
。:::[13 (SCREN[I)=END LINE 
OE: [13 ; INITIAL: 1 ， 24 
1) ::: [13 ~:; C R ~3 E T: E N T 
0:::[1:'2: Fち PU~:;H AF 
08[14 1こち PU:::;H BC 
(> ::: [15 [15 PU::;H DE 
0:;::[1ιEち PU:::;H HL 
0:::D73AOBO(l LD A， (:;:;1こRO::;T)
(I:::DA 47 LD B，A 
。:::[lB4 F LD C，A 
(I:::DC 21 [I:::CF LD HL・::::CRN'-40 XCHCi 
08DF 112:::0(l LD [1 E ， (l 0 :2 ::: H ; X仁HCi
0::::E2 l'ヲ ADD HL，DE 
(l ::: E ::: 1 (l F [1 D，JNZ 
0:::E5 221300 LD (・::;C R :::; T ) ，Hし
(l ::: E ::: 
(I:::E::: 3AOCOO し[1 A， (・:::CREND)
(l :;:: E B ~: C INC A 
(I::::EC 91 三UB
(l :::ED 47 LD B，A 
08EE 210000 LD HL，OOOOH 
O:::F119 A[lD HL，DE 
o ::: F 2 1 (1 F [1 [1 ，j N Z 
(l:::F 4 221 BOO LD ( :;:; C: R '::; 1 Z )・HL
i):::F7 3EOι LD A，O(:，H 
o ::: F 9 C [1 :;: 9 (l A CALL 1・DF・(T
(l:::FC E 1 POP HL 
O:::FD [11 POP DE 
O:::FE C1 POP BC 
(l:::FF F 1 POP AF 
0900 1ご匂 RET 
。少01 ; 

0901 21F311 NOKKEY: LD HL，f:::YBDA 
。ぢ'0477 LD (HL) j A 
。ヲ053D DEC A 
0':'/(11:，. 0ιOB LD B， 11 
0908 23 1 NC HL 
0909 77 L[I (Hし)，A 
090A 10FC [I，JN Z ー-』「
oヲOC3EIE LD A，lEH 
o勺OECヲ RET 
090F 
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090F KEYKEY: ENT 

。ヲOF [lBE::: IN A t (E:::H) 

0911 CBA7 RE~; 4，A 

o 9 1 :~: [1 :3 E ::: OUT (E:::H) ，A 

0915 DBEA IN A， (EAH) 

o匂17 [lBEA IN A t (EAH) 

0919 :;:1ご 1 NC A 

O';:/1A F5 PU::;H AF 

091B 0/:..05 LD 8~5 
091[1 AF XOR A 

091E :3D DEC A 

091F 20F[I ，JR NZ，-1 

0921 10FA [I，JN Z -4 

092 :~: F 1 F'OP AF 

(>勺24 28[1B ，JR Z，NOkKEY 

092ι 
。.;，之ら KEY: ENT 

<)少2ιDBE::: f<::;ωEF': 1N A， (E:::H) 

。';:'2::: EιFO AND FOH 

092A F61B OR lBH 

oヲ2C ち7 LD D，A ; [I=::;TR口E
o勺2[1 [1:3 E::: OUT (E:::H) 1 A 

oつ2F AF XOR A 

o 勺 :~:O 322ι(10 LD ( f:::DATω) 1 A 

0';::3:3 :322700 LD (ド DATω1) ， A 

o勺:;:ιDBEA IN A t (EAH) 

093::: 2F CF'L 
09:;:'コ 4ブ L[I BtA ;8=B1T DATA 

093A OEEA LD C，EAH ; 1こ=1/0 F'ORT 
。ヲ3C OD SレJEF': [lE 1二

o勺3D 0[1 [lEC 

093E 15 [lE( [1 

。93F EDちi O'-'T ( 1ご)t [1 

。941 01ご INC 

i)勺42 OC 1 NC 
0 ・コ4~: [1 ち τ'I!・:;H (1 ';:. 

。94421F411 L[I HL， f :::;T[I 
0 ・刀47 7A L[I A，[I 
0 ・コ4:::: E らOF AND 。FH
0 ・コ4A 5F L[I E，A 

094B 1ι00 L[I [1， 0 
<)勺4[1 1・η A[I[I Hし‘ [I[
1)匂4E E[l7:::: IN A t (C) 
0'~i50 ち F LD E，A 
(l勺ち 1 2F CF'L 

09ち2 Aι AN[I (HL) 
..-ーg、，-・.“Eーご ・ー.‘. ー"7"ー、- L[I (HL) ; E 
(1 '~i ち 4 [11 F' (1 F' [IE 

。 '~/55 5F し[1 E，A 
oぐ'5t， B7 oド・ A 
0・7・ち7 C4240A CALL NZ~ [l ATAl 
095A 7A L[I A，[I 司三;T F: 0 B E N [1 ~， 

095B E(:.OF AN[I OFH 
0・コち[1 20[lD .]R N Z ， ::; l.J E F' 

O'='-'5F E[l5B2ι00 L[I DE t (ト::DATω1
0 ・コ (:. :~: 78 L.D A，E 

oヲι4 B7 OF.: A 
0 ・ヲι 5 202A ，JR NZ，DATA ;十三;ωEF' EN[I 
()勺メ，7 ~~O f::: [1 : ENT 
o匂と，721F311 NIコド[11: LD HL，f:::YBDA ;SF'ECIAL B1T DATA 
o口ιA 7:::: しD A~B 
(l勺ιB BE CP (HLl 

。?と，C 2::::20 ，JR Z，KFINA 
0'-;'ιE 77 L.[I (HL) ， A 

oヲ6F 21[1011 NOf:: [12 : しむ HL I f::門O[lE ; f: (i・::;X xxxx 
0972 FEOl CF' (llH 
o勺74 2 :::: 15 ，.JR Z，CiRF'HO 
。ヲ7ιFE02 CF' 02H 
097:::: 2:::0E ，JR Z ， ::;門《しし口 ; :::;L 

r)匂7A FEO:~: lごF' 0'::: H ; [1 1 :~; F' C Fi: 
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りと'7C 2:::07 ，]R ZナCR [1 1 : ~; ; Ci + ':;し
(l '~I 7 E F E 0 ::: CF' O:::H 
{ヲ勺:ー:::(1 2ーの)0ーc .JR NZ，f::FINA 
(>タ:::2 ::;: E (11ご ドANAO: LD A，OCH 
0 ・ヲ:::401 [lEF8 
りわ::::ち ::;:E7F C R [11 ::=; : L[I A，7FH 
0 ・刀:::7 01 [lEFB 
0 ・ヲ :~: ::: :;: E i) A ':::~lA しし1): L[I A，OAト!
0・::j::=:A 01 DEFB 

o ':" ::: B :::: E 0 ':' 口RF'HO: L[I A.(l・.， ト|

0 ・コ::: [1 0 1 [lEFB 
o ':) ::: E ::;: E 1 E kFI 卜~A : LD A， 1 EH 
()'，.，勺() ，-・，，:， F:ET 

o勺・;'1 7 B DATA: LD A・E
(¥口口:.' 1EOO L[I E，(lOH 
0 ・コ ζ・4 87 Of;: H ‘ 
0'コ':'-'5 1 F ROT: RRA 
(¥・7・勺rι. で:::::() て， ，]F: C，ROTE 

INC E 
(1 ・-:..'';'1 ・コ 1 :::F A ，] F: ド::CI T 
(¥ ・コ';:8 B7 ROTE: OF' A 
0'刀勺 - 2 (1 F (i ，] R NZ.fFINA 
(l・コ・コE :;:EOF ド仁1J N : L[I A，OFH 
<)勺AO A2 I~ N[I [1 :[1=三:TF'(lB [lATA 
り・::'A 1 1 F' F'R t'~ 

o勺A2 ち7 1-[1 [I， A 
0・:iA ::;: :;: (l i) 4 ，_! F: ト~C !ト[11
(l弓'Aち :;:E(¥ :::: L. [1 {i • (1:ゴH
(>己jA7 A[lJ:i A.E 
0 ・了'A:::5F し[1 E.A 
0 ・刀A'了 7A [:[11: し[1 A，[1 
09AA 4A L[I ( ， [1 : [1 '::A [1 [1 ・:::TROB
iう，~，AB 07 RLCA 
o匂AC 07 RLCA 
0 ・コAD 07 RLCA 
o勺AE 07 RLCA 
0 ・コAF B :~: OF E 
o匂f!O ちF L[I E，A 

0981 AF XOF: A 
0 ・コR、フ Cl 寸 LD [1， f~ 

09B::;: 7 ・コ l_ [1 A・c
o勺B4 FE02 !ごF' 02H 
o勺B6 ::;:::;: 14 ，JR c。し門ONLY
0 ・コB::: 21[1011 L[I HL， f:門ODE
0 ・コBB 7::: L[I A，B 

。9BC FE04 CF' 04H ; ー

09BE 2:::32 .JF Z ， :::H 1 FT 

。91ごo CB7E NO門しf:ー: BIT 7， (Hし)
0 ・刀C2 200E ，JF: N Z ， f::: f::: A N A 

0・;.'C4 CB7f:.. BIT と" (HL) ~ I、
09Cι200F ，JR NZ，f:::CiRF' 
。，::，(:::: 1ごBf:..E B1T 5 t (HL) 、: ー・.'

o ，~， C A 2 02 1 .JR N Z ，f::::::刊し

09Ci二 211EO[l L門ONLY: LD HL，kTBし
oヲCF 19 f::: A [1 [1 : A[lD HL，DE 

09[10 7E KAT門: LD A t (HL) 

09[11 Cヲ RET 
o勺[12 21AEOD Vf:::ANA: L[I HLtKTBLK-J2 
(> 9 [15 1 :;:: F ::: ，JF: KAD[I 
o ';， [17 2 1 ::: E 0 [1 f< ci R F' : LD HL!f<.TBLCi-32 
{コヲ[lA 7B LD A，E 
。ヲ[18 FE40 1ごF' 40H 
(> 9 [1 [1 :::: ::: F (l ，JR C t f:::A[I[l 

09DF FE52 CF' 52H 
(l勺E1 2:::07 ，JR z ， +少
。ヲE3 FEち::: CF' ちJH

09E5 20A7 ，JR NZ t f:::F INA 

09E7 3E07 L[l A，07H 

09E9 01 DEF8 
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::::H1FT1: 81T 

，JR 
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，JR 

F: V G F: F' : L [1 
CF' 
，]Fi: 
，] Fi: 

f :::: f:: h N A: L [1 

LD 
f:: :::トA1: CF' 

，JR 

I NC 
INC 
[1，JN Z 

f:::FI卜1B: ，JF' 

ト::::f:: A 2 : 1 N C 
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 OA24 E[I ち ::::2 i~ ， OO [1 A T A 1: l_ [1 

RET OA2::: Cc) 

OA 2';1 
OA2';' 

OA2勺
OA2勺 NL: E~n 
i)A2勺 ::::AF21 1 L [1 

OA2C 87 

':'A2[1 C::: 
ηA2E 

OR 
F:E T 

;)A2E 

OA三E AF 

UA:2F ::::二F211 
o A :::: :::: :::: E 1) E 
(， A :::: 4 C [1 ~: 勺 O A

;) A ::: 7 :::: E (1 [1 
，) (:， ::::口

(; A . ~: t~ 

OA :::ぐl

i_)州二，.; 

('A ::::・ F勺

i)A '::::A C 5 
OA:::::B [1:， 

OA ::::C E5 
OA ::::[1 Bア

~， [1 F' I~ T : E N T 

F' I_! :::; H 11ド

F'I_I':，H BC 
F'I_I :::;H [IE 

F' U ':: H H L 
CiR A 

OA::::E -， ，司，ー・c'ι.ー.-，.1ー 司自由

戸』
い

句自
E

，-

OA40 214EOA 
OA 4:::: ~: [1 

OA44 07 
l)A4ち 4F
(l r"， 4ι (lι00 
i) A 4 ::: i ~ l 口

()f;4'刀ちE

(!A4A :::::::: 

(i (:¥ 4 B ちと

7 t (HL) 

N Z ， f::: :::: f::: A N A 
6， (HL) 
Z ， K:::門L
H L ， V T B L F: -:::: 2 
4AH 
NC，KFINB 
f::AD[1 

H L ， f::: T B L f::: ::; 
B i 1 ::: 
(HL) 

2 9 ト・5 トA2 

HL 
HL 
}・::::f::A1 
f: F 1 ~~ (:i 

HL 
A， .: HL) 

fト[IATω ;， ， [IE 

A ' ': [1 F' f~: r・1T'
-、
1-1 

7
4
』

f:EY NI=I卜1Ai_ 門ODE

Z，PETN 
し[1 H L I T [1 F' C T 
[lEC A 
ド:LCA
L_ [1 C ， A 
し[1 8.0 

ADD HLtBC 
し[1 E， (HL) 
INC HL 
l_. [1 [1， (HL ) 
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OA4C EB EX DE，HL 
OA4[1 E9 ，JP (Hし)
OA4E E勺OA TDPCT: [lEFω CUR ~::D 
OA50 F90A [lEFω CUR~:: U 

OA52 020B DEFω CUR~:: R 
OA54 l[10B [lEFω CUR:::L 
OA5ι520B DEFω HO門E
OA5::: :::::1 OB [lEFω CLR::: 
OAちA 5AOB DEFω [lEL 
OA5C A10B [lEFω 1 N:::T 
OA5E ';.':::OA DEFω GRAF'H 
OA/:..O :390A [lEFW ~:; 門 ALL

OA62 750A [lEFω RETN ; BREAf:: 
OA64 7AOA [lEFω KANA 
OAI:.，ιE:::OB [lEFω CR 
OAf:..:;::ιCOA [lEFω LAMODE 
OAf:..A f:.，COA [lEFω CANR'.J::: 
OAf:..C 
OAιc LA門O[lE: ENT 
OAf:..C 21[1011 CANRV~::: LD HL，ド門O[lE
OAιF 3EOO LD A，(!OH 

OA71 C[l550ι 。UTRT: CALL lご!こUf;.::::
OA74 
OA74 
OA74 00 NOP 
OA7ち E1 RETN: P口F' HL 
OA71:.， D1 F・OF' DE 
(lA77 C1 F'OF' BIご
OA7::: F1 F'OF' AF 
OA79 Cヲ RET 
OA7A 210011 KANA: LD HL ， KI'10DE 
OA7D 1:こB7E B1T 7， (Hし)

OA7F CBBE RE:::: 7， (Hし)
o A ::::1 2 (l 02 ，JR NZ，+4 
OA:::3 CBFE ::::ET 7， (HL) 
(1 A :::: 5 :~: E 'コF し[1 A，勺FH

o A ::: 7 1::: E ::: ，.JF: 口UTRT
OA :::勺 21[1011 ~:; 門 ALL: LD HL，I::ドlO[lE
OA:::C CBと，E B1T 5 t (HL) 
OA:::E CBAE RE・3 5dHL) 
OA90 2002 ，JR NZ，+4 
OA'::'2 CBEE '::ET 5， (HL) 

OA94 3E3F LD A，3FH 
OA勺と， 1::;: [1 タ ，JR OUTRT 
OA勺::: 21 [1 (111 C;f;:AF'H: LD HLtf:::門口[lE
OAヲB CB7と. 日1T ι， (Hし)

OA':.'D CBBι RE::: ι， (HL) 
OA9F 2002 ，JR NZ，+4 
OAAl CBFt:.. :::ET と" (HL) 
OAA3 3E5F LD A，5FH 
OAA5 1 ::::CA ，JR OUTRT 
OAA7 

OAA7 
OAA7 
OAA7 E[l5B1300 ::::CR口L: L[I D E， ( ::; C R :::; T ;. 
OAAB E[l4B1BOO L[I BC，(さ:CR::;1 Z ) 
OAAF 212:::00 LD HL，002:::H ; XCHO 
OAB2 1ヲ A[I[I HL，[lE 
OAB3 C[l5DO(: CALL DWL[lIF: 
OABιEB EX DE，Hし
OAB7 01:..2::: LD B，40 XCHG 
OAB9 IこDと，(・OC CALL [1 ':;Cし
OABC 3AOBOO LD A， (・::1こRO:::T)
OA8F 4F L[I C，A 
OACO 3A(lC(lO L[I A， (::;CREND ) 
OAC3 勺1 ::;UB 

OAC4 CI:.，03 ADD A，03H 
OAC6 4F L[I C，A 
OAC7 0600 LD 8，0 
OACヲ 11[1311 LD [lE，門ANCi
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A t (さ:1ごRO:::T)
L，A 
H，O 
HL，DE 
HL 

DE 

DE 

[lE 

(HL) ，OOH 
HL 
A， (HL) 
A 

Z，RETN 
HL t ([I，::PXY) 

H 

( D S F' X Y) t H L 

3CROL 

LD 

LD 

LD 

ADD 

PU::::H 

P仁IP

DEC 

PU:;::H 

LDIR 

LD 

POP 

LD 

口R
，JR 
LD 

DEC 

LD 

，JR 

::::CR02 : 

3A0800 
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2:::勺ち
2AD111 
p・R
22[1111 
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H L ， ( [1 :::: F' X Y ) 
A， (:::CREN[I) 
H 

c・9・::CROし
Z ， ::::CF.:OL 
H 
CUR::: 1 0 

:::: C F: D ::: [1 
NC，RETN 
H 

!こUR'::1 

L[I 
LD 

CF' 

，JF: 
，JR 
INC 
.]P 
NOF' 

CALL 

.J F' 

[lEC 

..JF: 

!こUF::::[I: 

C U F:::: 1 : 
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3AOCOO 
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CUR::::2 : 

XCHCi 

H L ， ( [1 :::: F' X Y 
A.L 

P苛

Z.CUF:L1 

L 
C UF: :::; 1 
L. ， 3':' 
::: C R ':: T [1 
NC，HO刊E
H 
CUR:::: 1 

し[1

し[1

CIF.: 

..JF: 

(lEC 

.JR 
し[1

CALし
.JR 
[lEC 

.JR 

CUR::;L: 

C UG:L 1 : 

XCHu 

HL ， '::CRO:::;T 
E， (HL.) 
HL 
A， (HL) 
E 
A 

A 
lご!A 
H L， ( :::: C F: ::; T ) 
B，40 

LD 

L[I 

1 NC 
L[I 

'::;'-'8 
INC 

1 Nlご
し[1

L[I 
L[I 

CLF:::: : 

CL R'~; 1 : 

2A[ll11 
7[1 
FE27 
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2EOO 
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OACC 

OACF 

OADO 

OAD2 

OAD3 

OAD4 

OADち

りADι 

OAD7 

OAD9 

OADB 

OADC 

OADD 

OADE 

OAEO 

OAE3 

OAE4 

OAE7 

OAEヲ
OAE ・コ

OAEC 

OAEF 

OAFO 

OAF2 

OAF4 

OAF5 

OAF::: 

OAF ・コ

OAFC 

OAFF 

0800 

0802 

OB:)2 

080ち

080ι 

(> B 0:::: 

OBOA 

080B 

080[1 

OBOF 

081 (i 

(l B 1 ~: 

OB14 

CiBlι 
OB17 

OE<lA 

081[1 

OB1[1 

0820 

OB21 

0822 

0824 
i)[:25 

0827 

OB29 

082C 

082E 

OB2F 

OB31 

OB31 

08:::1 

0834 

08 :~:5 

08 :~:ι 

08:37 

083:::: 

08:::勺

OB3A 

0838 

OB3E 
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0840 C[lf:.，COC CALし [1 ::; Iこし

OB43 0[1 [lEC 
0844 20F::: .JR NZ， CLR:::; 1 
o 8 4 {:. 2 1 [1 ::;: 1 1 L[I HL，門ANG

0849 4B LD CtE 
OB4A 0・;1 A[I[I トiL!8C 

0848 3EEF L[I AtEFH 1 門ANCi END 
084[1 ，コち ::;U8 し

084E 47 L[I 8tA 
084F C[l4FOι CALし --;:'CLER 

OBち2

0852 C[l1ち(lC HO門E: CALL ::; C R ::; T [1 

08ち5 ら7 L[I H，A 

0856 2EOO LD Lt(l 
08ち:;:: 1 :::勺E ，JF: CUR::; 1 

08ちA

OB5A C[l120C DEL: CALL さ;C R [1 ::; [1 

08:，[1 2005 .JR NZ，[lELO 

08ちF AF XOR A 

08ιo 85 OF: L 

0861 CA7ちOA ，J F' Z t F:ETN 

0864 7[1 DELO: L[I A!L 

081:.，ち 87 OFi: A 

08ιι2010 ，] F: 卜jz ， [IEL 1 

OBと.::: 5C: し[1 E!H 
08ι9 1こ[l200C CALL 門ACiA

08ιC 200A ，.JR NZ，DELl 

08ιE C[l290C CA しし 勺F・ClNT

OB71 28 [1 EC HL 

0872 AF XOf;: A 

OB73 1二[l500( CALL [1 '::: F・レJ

(l 8 7 (:， 1 :::: Aち ，]R CU R::::L 
087:::: 1ご[llBU( [lEL1: CALL [1 ::::門A(i

087B (>ι00 LD BtO 

087[1 1 :::: [lEL10: LD ;¥' B 
087E Cι2::: AD[I A!40 X CHCi 
08:::0 47 L[I 8tA 
08::: 1 7E L[I A! (ト{し }

08 :::2 87 ClR 十A、
(l E< :~:~: 2 :~: i) ~: ，] Fi: Z ! [1 E l_二

08::: 5 :2~: I NC HL 
o El ::: ，~ ， 1 :::: F 5 ，JR [IEしj_，:l
o B ::: ::: 2 A [1 1 '1 1 [lEL二: L_ [1 H L t ( [r:; F' X Y ) 
1) 8 :::B 寸 JE: し[1 A.8 
OB::_::C '刀5 :::UB し

08 ::: [1 4 F L[I C.A 
O[i::_::E 0ら1)0 LD B _' 0 
(l8 'コ (1 C[12 ・コ(l( CAしし -:"F・CI~j T 
o 89 : ~: E 5 F' U ::: H HL 
(l8 'コ4 [11 F'OF' [lE 
08'ヨち 1B [lE( DE 
08'-:"と， 1二[1ち[lOC CAL_L [1 ~J L [11 R 
08 ・刀';.' 28 [1 EC トfし
08勺A AF ¥OR A 
0898 C[l500C CALL [1 ::; F' l.J 
08匂E C~: 1 [lOB ，] F' C: U R:::し
08A1 ([l1BOIこ 1 N::;T : CALL [1 ::;門ACi
OBA4 EB EX [lE!HL 
OBA5 OEOO LD 1_: I () 

OBA7 2AD111 L[I HL ! ( [1 ・::F'XYl
OBAA 2E27 LD L，39 ; X CHCi 
(1 8 A C 2 :::: (i A ，JR z ， 1 N :::; T (l 
OBAE 24 1 W::;TF:O: 1 NC H 
OBAF 7匂 LD A. (， 

OBBO Cι2;:: ADD At40 XCHCi 
08B2 4F L[I C，A 

0883 1:::: 1 NC DE 
08B4 1 A し[1 A! ([lE ) 
0885 87 ClR A 
0886 20Fι .JR N Z ! 1 N・:;T R (l 
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o B B ::: C [12 C <) C IW::TO: CALL 勺 PNT1 

OBBB CD3EOC CAしし [I~; F'R 

OBBE B7 OR A 

OBBF C27ちOA ，J F' NZ，RETN 

OBC2 E5 F' I_I:::H HL 

o B C::~: 2 A [1 1 1 1 L[I HL t (D::;F'XY) 

08C6 3E27 LD A， :~: XCHCi 
08C::: ヲち ::;I_IB L 
OBC';I ::: 1 AD[I AtC 
OBCA 47 L[I B，A 

OBCB [11 IN::;T2: F'OF' DE 
(JBCC [15 F'I_I::;H [lE 

OBCD E1 F' OF' HL 
081ごE 2B [lEC HL 
o B C F [1 B E ::: IN A t (E:::H) 

OB[l1 CBFF ::;ET フ， A
(J B [1:;: F :~: [1 1 

o B [1 4 [1 :~: E ::: 口リT (E:::H) ， A 

OB[Iι 寸 E 1 W:;T 1 : L[I A， (HL) 

OB [17 i 2 し[1 ( DE ) ， A 

OB[I::: 3ι20 L[I (HL)，20H 

OB[lA 28 [lEC Hし

OB[lB 1 B [lEC [lE 
(> B [1 C 1 0 F ::: [I，J N Z 1 N ::; T 1 

OB[lE [lBE::: IN A， (E:::H) 

OBE(l CBBF RE::; 7，A 

(1 B E 2 [1 :~: E ::: OUT (E:::H) t A 

08E4 FB E I 

OBEち C37ちOA ，] F' RETN 
OBE:::: 

(1 B E ::: C [1 1 8 (1 C CF: : CAL し [1 :::門ACi

OBEB EB EX DE，Hし
08EC 2f'¥Dl11 し[1 ト1L， ( [1・::;F' X Y ¥ 

(> B E F 1: A (1 [1 () B .] F' Z.CUド白502

OBF2 1)ι00 し[1 E: ， 1) 

OBF4 04 CF:C' : INC E 
(JBFち 1~: 1 NC DE 
OE:Fι1  A し[1 A， ([IE) 

UBF7 Bア OF: A 

OBF::: 二':'FA .] F: トjZ ， Cドー(l

OBFA 24 CF; 1 : 1 ~~ c ト{
OBFB 2E(l(i l_ [1 L .' 0 
o [1 F [1 ~: A (J C 0 (i L [1 A ， (::: C F: E ì"~ [1 ;. 。1-'() (， 汽7 し[1 [1， A 

0:::01 7C し[1 A.' H 
I_) ，_: (_) ~よ:-:1::' (:.， [1 [1 A，B 
。 CO~: 8 A CF' [1 

(l C 0 4 ~: :~: 0 (， .] F: C ! CF: ~'2 

O COι ~~ 2 [1 111 L_ [1 ( [1 :::: F' X Y ¥ I H し
。co・土，1.-.::: A 7 (l A .JF' '::CRUし

OCOC 24 CF:二: 1 NC H 
。|ご0[1 1 (l F [1 [1，]卜F CF:2 
OCOF C ~:F ち のA ，] F' C UF: ':: 1 

OC122，，¥[l111 :::; C R [i ::; [1: L [1 けLt ( [1 :::: F' X Y ， 
;) C 1:， ~: A (l B 0 (l :::: C F: :::: T [1: L [1 A ， (::: C F: CI・::T ) 

o C 1 :::: ~: [! [1 EC A 

OC l'コE:C CF' H 

。C1A (9 RET 
。CIB
。CIB 2A[ll11 [1 ::;門ACi: L[I HL・([1・::F'XY)

OC1E ち( し[1 E，H 

OC1F lC 1 ~~ c E 
0[20 1ι() () 門ACiA: L[I [1ナ o

。C22 21 [1 ~:1 1 L[I HL，門ANCi

。c::ち 1・"' A [1 [1 トIL I [1 E 

OC2ι ブE L[I A， (トlL)

りC27 f;7 OR 怜

() ，-ー ウ←:二ー ，-ー o F:ET 
1)1_: :':::'/ 
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OC29 2AD111 ?PON.T: LD HL，(DSPXY) 
OC2C C5 ?F'NT 1 : PU::;H BC 
OC2D Dち PUSH DE 
OC2E E5 PUSH HL 
OC2F C1 POP BC 
OC30 04 INC B 
OC31 112:::0(1 LD DE，002::::H XCHG 
OC34 21 D:::CF L[I HL量さ;1ごRN-40 ; XCHG 
OC:37 1ヲ PON1: ADD HL，DE 
OC3E: 10FD D.JNZ PON1 
01二::.:A09 ADD HL，BC 
0(:3B D1 P口P DE 
OC:3C C1 POP BC 
OC::::[I C・9 RET 
OC3E ; 

OC:3E D::;PRED: ENT 
OC::.:E F3 DSPR: [11 
OC3F C5 PU ~::;H BC 
OC40 OEE:3 LD C，E:3H 
OC42 E[l40 IN B， (C) 
OC44 1ごBF::: SET 7，B 
OC46 ED41 口UT ( 1ご)，B 
OC4::: 7E しむ A， (HL) 
OC4ヲ CBB::: [1 ~::: PωRR: RE:::: 7，B 
。C4BED41 OUT ( 1ご)・E
OC4[1 1ご1 POP 8C 
。C4EFB El 
。1ご4FC':.' RET 
OCち1) F3 D::::PW: Dl 
。1ごち1C5 PU::::H 8C 
OC52 OEE:::: LD !こ，E8H
。1こち4ED40 IN 8， (，ご)
01こちι1二日F13 ::::ET 7，8 
OC5::: ED41 OUT (仁)， 8
OCちA77 LD (HL) ，A 
OC58 1 ::::EC ，JR [1 :::: F'ωRR 
ocち[1 F3 DωLDIF:: DI 
。1ごちE[18 E ::: IN A， (E:::H) 
。CιoC8FF ::::ET i，A 
(> C 1;， 2 [1 :::: E :::: OUT (E::::H) ，A 
01ごと，4EDBO LD 1 F: 
。CιιC88F [1 ~J L (1 R N: R E :::: 7，A 
。!こる::: [1:::: E，:::: OUT (E::::H) ，A 
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。C7 t， 10F仁 [1，] N Z 一』
。1ご7:::D8E :::: IN A， (E::;:H) 
01ご7A 1 :::EA ，]R DωLDF:N 
or白7'-
OC7C 
。1ご7C
OC7C CHR:::O: ENT 
。C7C3E10 し[1 A， 10H 
OC7E 322E01 LD (DU門P(J+4)，A
。1ご::::1211::::09 LD HL，O ・ヲ1::::H 
。C:::4225(:0:::: LD ( D '::; P ，] R) ，H L 
OC::::7 3E80 LD A，BOH 
0(:::::':) 32勺70C LD (CHXO+1)，A 
OC::::(: 3EEF LD A，EFH 
(> C :::: E 3 2 [14 (1 1ご L[I ((:HX2+1)，A 
OCヲ13E4F L.[I A，4FH 
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OEちE . ー司 C (l = 7 A 1 2 H = :~: 1 . 2ちf:::HZ
OE5E T1門:::;T : ENT 
i)EちE C:ち 。ー'T門・:::1: F' U :::; H BC 
OE5F ~:2 (J F (J O L[I ( A門P門)・ A
OEι2 E [Iち~: 1 1;.. (l (> L[I (INIC1) ，[lE 
。 Eιι~:EC 1 LD A，C1H j C 1 = A ::: C 1 ::; E T 
o E 1;.， ::: [1 :~: Eち 口UT (E5H) ，A 

OEιA :~: E A ::: LD f， ，A::::H 
(>EιC [l3Eち C!UT (E5H) ，A 。EιE ~:E 0 2 L[I A，02H ; CO=0002 ::;ET 
(> E 7 (> [1 :~: E 4 OUT (E4H) ，A 

OE72 AF XOF: A 
o E 7 :~: [I~: E 4 ClUT (E4H) I A 

OE75 。E7ち[1::: F (i OI_IT (FOH)，A j C: (i C 1 R E :~; E T 

OE77 
o E 7 7 ~: E 44 Tト1::; 1 : L[I A，44H ;(1 LATCH 
OE7 勺[I~:Eフ OI_IT (E7H) t A 

(l E 7 B [1 B E ~; Iトl A， (E"r::.ト1) ; C 1 F: E A [1 
0[7[1 4F しD C.A 

OE7E [lBE5 Hj A， (EちH:> 

o E ::: 0 F E A ::: cfこ・ l-i::::H 
o E ::: 2 ::: 0 F ~: ，J F: トU ，T門:::;1 
OE ::: 4 3 E C 1 LD i¥ ! C 1 H 。EE:と，B・:) CF' 。[:::7・20EE ，JR I'J Z ， T卜1':;1 
r) E ::: ・コ ~: E C 0 l.. [1 A，COH ; C 1::: A :::C (1・::ET 
。)E ::: B [ I ~: Eち I:II_IT イE5H)，A 
，) E ::: [1 ~: E A :~: し[1 A . A:~: H 

，) E :::: F [I~: Eち 0'-'1 ( Eちトj) • t~ 
。:'E ':/ 1 ~; E 1こ し[1 A.，l三H ; ( <，二守A1 ，~ '~;E-r 

。 E'コ~: [I~; E 4 OUT ': E4H) ，A 
OE'コち :::Eウム し[1 A. ;，::ul 。E，~! 7 [I ~: E 4 口UT (E4H:> ，A 
OE'コ勺 :::E:::4 L[I A I :::4H ; 1-之 LATCH
OE'コB [1 : ~: E 7 OUT ( E 7 H \ 0I~ 

(l E'コ[1 [1 B Eι IN A， (Eと，H) ; C2 F:EA[I 。E口F 4F L_ [1 C，A 。EAO [lBEι 1 t..j A， (EιH) 。EA2 47 l_ [l 8，A 
(l E A :::: E [1 4 ::: 1 [ (i 0 し[1 (C2[1ATA) .BC 

OEA7 C1 F'IコF' 日c 
(l E A ::: C'コ f;:ET 
OEA勺

(i E A'刀 i T 1卜lE RE A[I 
OEA ・コ ; 8(:::1ご2 12ト{

(l EA'~' . 、 [1 E ::: ::; E C (1 N [1 

OEA9 T 1 f1 F: [1 : E~H 
(l E:~ A'コ C5 ~， T卜1ド'[1: F' U ::; fイ E: ( 

OEAA E5 F'U:::卜{ Hし
(l E A B ::: E :~; 4 し[1 A • :::4H ; C 2 l_ A TCH 
OEAD [1 :::E7 (lUT (E7H) ，A 
(lEAF :::E 44 し[1 A，44H i 1二1 LATCH 。EB 1 [1:::: E 7 口'-'T (E7H) t A 
(l EB :~: [lB Eι IN A， (Eと，H) iC2 REA[I 。EB5 4F し[1 lご，A。EBι [lBE ，~， 1N A I (EιH) 

OEB::: 47 LD BIA 
OEB'コ[lBE'5 IN A I (EちH) iCl REA[I 
OE8B ちF LD E，A 
OEBC DBEち n~ A I (EちH)

OEBE 57 LD [1 I A 

OEBF 2A1EO(l L[I Hし， (C2[1ATA) 。EC2 AF :X:OR A 
o E C~: E [1 4 ;;_， ::;BC HL，BC 。EC5 7[1 LD A Iし
OECιOF RF:CA 
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OF A 1 2 :~: 1 NC HL 
OFA2 5ι L[I [1， (HL) 
OFA3 EB EX DE，HL 
OFA4 7C LD A，H 
OFA5 Bち OR し
OFAι2:::0A .J Fi: Z，OトlF':;:。FA::: :~:AEF11 LD A t (OC了¥))
(J F A B :~: [1 DEC A 。FAC 2::::;:1;. ，JR Z，H口CT
OFAE 3D [lEC A 
OFAF 2:::01 ，JFi: z ，ONF'3 
OF B 1 2';1 AD[I HL，Hし
OFB2 223600 ONF':~: : LD (RATIOi .HL 
OFB5 [11 F'OF' DE 。FBι13 1 NC [lE 
OFB7 lA LD A， ( DE ) 
OFB::: 47 LD B，A 
OFB勺 EιFO AトHr FOH 
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o F C 2 1 ::: () 7 .JR +'，.1 
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OFEA'・4::: 1・1T [: l. : [IEFE: 

(iFEB 二ち(11 [1 E F I~ 012ちトi。FED 44 [lEFB 。FEE (0ち(il DEFl.J 。1(i '::~トi。FF () 4~:; [lEFB 'E' 。FF 1 E';' (・.， [l E Fl~ OOE勺什。FF~: 4ι [lEドE 'F 
OFF 4 DCOi:i [l En~ (l(i[l 仁川

OFFι47  DEFE: 。FF-7 C~: OO [iEFω 。(iC三:H
OFF'刀 41 [lEFB r 苛 ， 

OFFA AEOO [lEFμ (lOAEH 。FFC 4三 DEFB 'B' 。FFD 9BOO DEFI~ 00 ・コBH 
OFFF ':'2 [IEFB ド，， 

1000 0000 DEFω OOOOH 
1 002 4 :~: 内特TBl.，: [1 E F E: 
1003 1501 DEFω 0115H 
10(lち 44 DEFB I [1 ! 

100ιFι00 DEFω OOF/:..H 
1 00:;:: 4ち DEFE: 



201 

OODCH 
'F' 
OOCFH 

OOB:::H 

'A' 
OOA4H 
'B' 
00 ・'~!2H

'R' 
OOOOH 

01H 

02H 
(l::::H 

04H 
oιH 
O:::H 
01二H
10H 
1 :;::H 

20H 

DEFω 
DEFB 
DEFω 

DEFB 

DEFω 

DEFB 

DEFω 
DEFB 
[l EFl~ 

DEFB 

DEFω 

DEFB 

DEFB 

DEF8 

DEFB 
DEFB 

DEFB 
DEFB 

DEFB 

DEFB 

DEFB 

ClF'TBL: 

i

:

，

.

)

'

・

11

)

E
;ょ
2
1
4
f
-

rむ

4
-
-
-
l
i
f・

-JJ1$141ム

4
i
1
-
-
J
D
J
1
4
1
1
1‘
t
i
+
i
1
:
JJ

，

，

，

 

.. 

E
'
 

E
E
E
E
E
B
E
E
E
B
E
E
E
E
E
 

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
 

E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
 

D
D
D
D
E
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
 

TABLE1: 

f:8::::ET 

8Fト

DE 
E:C 

BC 
HL. . T i~B し E J. - j

A， (CH#) 

Z!FYTH門1
8C，ブ

ト1L!E:C 
A， ': T CIドh
1 !門

NZ，f;:YTH門3
f"i....:.:. 

(OCT'，/) ，A 
HL ， E:( 
B， (トlL)

A t (CrCT'v') 

A 
Z，FYTH門2
A 
24脅 N

E 
骨N

E: 
DE 

ーし

1」

U
H
U
H
U
H

T

L
L
T-ahfuJ

S

D

U

C

「
-

L

A
P-

N
A
A
E
U
υ
U
D
D
P
R
D
U
D
E
P
R
U
D
D
D
D
E
R
E
R
R
R
L
-
U
 

E
仁

C
R
P
U
l
p
i-
-
-
-le
-
-
L
A
l
-
-」

C
J
L
L
A
L
L
D
J
D
Tリ
;
"
J
m
]
:LJ
P

FHlTH門

F:Y TH~l : 

F:YTHト1~: : 

FYTH門三 :
￥N: 

F:Y THt'11 : 

EJZJ

eけ一
日

一川
-

h

・

i

l

--
-へ

}-

dtA
1，
-

1

，
-

一
hJ

4
I
A
t
-

-

(

i

f

i
 

o

o

o

-

-り・

0・

0・

i
c

-JJ
ιハ:
り
・

4
『

寸

I
to-
2

F

F

7

L

U

D

V

・a-f
u

司υ・

0・
・

り

・

り

0・
・

り

「
f
LV

「
ん
-り

-
リ

-リ

・リ

八

-

-H
-H
-
-u
-「
に

仁

」

・

リ

・

り

勺

J
・・リ
「
』

r
-
ι
F
7
2
1
4・
2
2
m・ム

0
1
2
3
4
6
3
C
O
B
-り

S
F
E
-
L
E
A
D
-
N
:り

E

D

E

B

A

H

-

u

u

D

D
心

V
CJCJ
EJ
j
A

E

S
-
-V
A
F
E
O
E
2
9
b
A
B
・
M-
D

B

E
山口

E

i

D
4
C
4
B
4
A
A
-
-
V-
E
-
F
O
O
-
-り

0

0
・り

o
o
-
-品
三

o

o
o
--け
:
り

o
o
o
l
o
-
-け
-
O
O--υ

o

c

「
-
D
D
C
hu
--7
.2
F
2
-リ

0

3

4
F
2
12
Ma---
・リ

4
・7
2
-
.
2
2
3
2
c
I
C
D

-
V
E
C
E
F
1
2
4
r
J
7
・パ

C
A
B
-
ι
D
E
F
o
-
-，
fI・e
-
4
4
5
L
U
7
3
-V
A
B
C
D
E
F
o
-
-￥
3
3
3

3

3
人

-
O
A

E
---
D
0
3
5
7
A
E
E
F
1
3
5
2
ヲ

A
D
E
O
-
-
J
J
C
J
7
9

0
・n
-
O
O
-
-い・

1
1
1
1
1
1
4
1
4
4
1
1
1
4
1
2
司
』
「
』

2

2
・1』
2
「』

「
』
「
』

2
2
17』
2
-
J』
2
-・
ι
3
-JJ
・--J-1JE--J-JJ
e--J32J
E--J
-ソJ
J
-Jv:
J
J
4
4
4
4
4
4
4
4
E
J
E
J
E
-
-
E
J
E
J
E
J
E
-
-
E
J
人

-
LU
ι
v
'0
・A
:む

、
，
，
、
，
‘

1
、
，
，
、
，
、
，

‘
l
、，

‘z，
、
，
‘

E・、‘
，

・、，・、.，・、，，・・
、E，Eヘ，，・・、‘，.，、
E，・・
‘.，・・‘

t--、，
e・ヘ，，・-、
EF--、『，・・、，-旬、，'・、，--、，，・ヘ』・・
、E，--、，，
-
-、}--、E--、.，・
ヘ
1・
-、1・
ヘョ

z，--EB--
1・
司、，，--、，，

-11・-.，-
ヘ
l--
p--‘1--、，，-
ヘ
}F
FB1，-ヘ
ap-
-B，-
-、，-司

ha--I，
--
h，φ
ヘ
EJ・
1EF-
-a.・
・、t・
旬、，J-
11・
・、1..1，-
-、.，・

11.・・
1s
-司、，，司
-、‘，・司
、.J

.t・、・・
'b.f・-、・

f・、
.fe--'st・
-'E・、・
fE・、.fI
.fz‘・・
'S目、・
rz、・・
'E・、.
.
 ，E・、.r't
，Et--'a・、
.f・、
，

.• 
、

，司、，

E目、，
E，
，
E・、
t・、
，‘

，t
，E‘
，目、
.，、
，

E、
，
E且、，
，、

，
E
，tea・
r・l
as-
-
-
E
R
A-
-t
，，
、
，

E
l
，j
t，
，，‘
，

h
r目、

E
E
i
a'
't
、t
o
ga
-
'10
2E目、，
S
E
E
-，
，
t
e
-
-
t
a
z
t目、
，

le
ft
，，

-E44i・
1ム
4E4

・844BA4EA4146，
AdBA
-tAa，
4
4EA4B4'i
eE&
‘』ム

4th・
4E441A
噌』

Aet-a
4Z441441晶

4?&1441A
43ム
4I・
e-E・
4i
'
l
etl4l-41ム
d141よ

41A4』
A4l-
4I441崎

41・
414
4lJ
噌
l-
414
唱

l内
《

le--よ

4Bよ

41-4la
--144141A41A414
414‘，
A4I4tt-414e144144I4
41A4aA



202 

10ιA 210000 LD HLt(lOOOH 
106[1 1匂 ADD HLtDE 
10(:，E 10FD [l，JN Z 
1070 44 LD BtH 
1071 4D しむ lごtL 
1072 2A3f:..OO LD HL，(f;:ATIO) 
1075 7C LD AtH 
1076 B5 OF.: L 
1077 2::::0ι ，] P ZtPDEL 
107勺 C[l220F CAしし ~:;OUT 

107C C1 *N1: F'OP BC 
107[1 [11 F'OF' DE 
107E C9 F:ET 
107F E5 R[lEし: F' U ~::; H HL 
10::::0 :3E04 L[I Aタ4
1 (> ::: 2 :~: 2 2 ~i 0 F LD ( ~::; 0 U T 1 + 1 ) t A 
10:::ち 212501 LD HLt012ちH
1 0 ::: ::: C: [1 2 2 (l F !こALL ::;OUl 
10:::B 3E 0ち LD At5 
1 (>::::D 322'50F LD ( :~: 0 U T 1 + 1 ) t A 
10勺oE1 POF' HL 
10911:::E';.' .JF: 長N1
109:::: 
1 0 ・コ:::: 2A2A204D TIT門E'::: DE F門 '持者門ONITOR 門Z-1Z001門骨*'
1097 4F4E49ち4
10 ・コB 4F:.2204D 
109F 5A2D315A 
1 0 A :::: 3 <) :~: 0 3 1 4 [1 
10A7 202A2A 
10AA (>D [lEFB (l[lH 
10AB 
10AB 
10AB B'-'FER: [1 E F ':; 
10FB 
10FB 
10FB F' IBUFE: EOU 114(JH 
10FB F' ATRB: EOU 1140H 
10FB F' NA門E: EOU 1 1 41 H 
10FB F' ':; 1 Z E : EOU 1152H 
10FB F' [lTADF:: EO'-' 1. 1ち4H
10FB F' EXADF.:: EO'-' 115ιH 
10FB F' c口ト1NT: EC)U 115:::ト|
l0FB F' TABDAT: EOU 11COH 
1 (i F E: F' l:::r'1 O[lE : EC'U l1DOH 
10FB F' D・::F' X Y : EOU l1DlH 
10FB F' 門AtlCi: EC!Iー| 1 1 [1 ~: H 
10FB F' 口CT.... .J : EOU 11 EFH 
10FB F' Ff:.AE: EI)リ 1 J. FOH 
10FB F' DF'RNT: EOU 11 F2H 
10FB F' ドYBDA: EOU ). 1. F:::H 
10FB ? 1:::::: T D : EOU 11 F 4H 
10FB ド' FAF.:E: EI)リ i~~O (i H 
10FB F' ヨCRN: EOU DOOOH 
10FB F' E入1T : EC'リ
10FB 
10FB 
10FB END 



203 

普N

ウDINT

~' F'RT 

'~" ..J RF Y 

A:::;C 

Eしに4

1ごANR'y':::;

CH~:::O 

1ご}・:::;1 

C L R::; 1 
CR<) 

CI..IRLJ 

C'_'R:::;L 
[IATAJ. 

DEL10 

[IELT 
[I':;Cし
[I::;;F'4 
[1 :::; F'ω 
[11..1卜1F'(!

E[lC;E 
E¥IT 
FトAE

FNC')ト1
(:;(iF' 1 

CiETLTI 

CiLOF'1 

OT2 

HEX 

HOCT 
1 N::; T 1) 

，_l '::; T 1 

f:AT門

!日 H~

iEYω 
1 f: 1 N f， 
f:: 1 N:" 

l:t，l'-'門E<'::;

}三T[I
f: T BL f:::: 
f:YFL二
L CI t，lCi 

t'lEL【， '{

門L，[14 

トlOT1 
ト1F' L A '1' 

10 f:.， '，;' 券Nl

(>/:..ち 0 ・~'[IF' C T 
0:::: ・コC ，~， R [1 [1 

02BE '-::'ωRD 

05F:~: ATRB 

04[17 BF:f・

OAιC 
() ，-:ブ「

042'::) 

O B :~:E 

OBF4 

0827 

081[1 

OA24 

OB7[1 
() C; () (J 

n r: i-， ( 

nr:戸;() 
.) 12A 

044ι 

00B1 

l1FO 

01CO 
1) :~: [17 
07::::A 

07AC 

(i 7 : ~: 2 

05F[I 

OFE4 
(1 B B ::: 
01 f: [1 
(J ';1 [1 0 
i)'コ')E

(1ιAE 
O口::::E
(， 1 A :::: 

{~j I~二、 {ヘ 三

々
砧7
J
e
u
-
ι
い
-

r
1
-
J
J

仁
」

1-
に」

'h-
(:1 ~ :.~: .~'，' 
-ー.。F~:F 
(:0 F :=:ふ

り4ιE
(i 4 [1二'

1 n 7'-
OA :~: ・コ

(l2B2 

02::::2 

114 (l 

っちらc
CCUR:::; (>ιちち

CHXO OC，)と

Cf・::;2 04 :~: 7 

1ご門O[lE 0480 

CR1 08FA 

C U F: :::; 1 i) A Fち
C '-' R :::; F: (J 8 (1 2 

[lCL OCDE 

[lEL1t1 051プ

[1 1 ':; F'門 つづlE
[1 :::; 1'1 A ci (1 C 1 B 

[1 ::; F' ，] R 0 :?:ちc
[1 :::; F'ωRF.: OC4小

[1，-，門F'1 (112 F 

E[lCiE 1 ('44E 
F (J (1 0 ::: 1ι 

F L A ::; H 0 (l 0 [1 

FOリ門E':; 0241 

CiAF'2 
CiETLBF.: 

CiLOF'2 
(iT5 

HEXl 

HCI門E

1 1'1 :::;r 1 
，] '_1卜1F' 
1，:8::;E T 

1:' E: Y 

I:E 'r' l~ 1 
f:'F 1 NB 

1，1 N F' 
1， ':; 1 /'.:; 1 
1 ::; l~ E F・

11 BLF' 
しA門O[lE

ト1持TBL 

!'lENA卜lE
1'1 L， CIA [1 

卜1OT2
門R

1) ~: [l F 

。7Bら
0-7ち1

0とーOF 
0852 
OB[Iとe

0248 

0571 
ー九 -，， 
リ巴J ムJ主

(1ιC4 

':'A 1 E 
(J 戸;・コ:二;

OA17 

(iEOι 
OAらc

':0 1 C E: 
(:'47::: 
(J 1) F f: 

門::;Ci 1 (¥ :::: :::: I ，~ 門 ':;(i 三 '~l ::: '-::.' ::: 

門T8L OFEA ト1¥) E F: Y r)之1A 
NA門ECf 01Fι NL OA2亡I

N CI 1 ー[1 (i ，コι 7 N 0 f::: [1 1 (l ・コι 7 
OC T'.，' 11 E F 
CIト1F'I_I OF :::A 

F'LAY (;4小 E

F' Fi: NT T (lおむC

F' R T H X <) 5 [1 [1 

F: B Y T E 03 A (i 
R [l 1 N F (1 2 ::: E 

F: E F' T C T 0 (l :~: 5 
~:O TE (l ・工'9B

F: ¥J Ci Fi: F' 0 A (l口

Clf卜lE::;
C1NTγu 

F' 1) r~ 1 

F' F: T ~:: 
F:ATIO 
RD1 
F:EI3I :::: T 

F:ETHB 

F: T A F' 1 
Fi:YTHト1

024:::: 
() () (i C; 

i) C~: 7 

0::: E: (i 
(J(Jて:1・.

02・コづ

0[107 

02FF 

o ~:O F 

2HEX 0 ι2 :~: 
7・[1~:; F' (l ::: 4 (l 
7・R[lI 02:::E 
?ωRI 02ち1

BELL OF14 

E:RドEY (.1ちと.2
CCUF:::; 1 っと，5E

CHX1 OC:勺E
C K ::; :::: (i 4 :::: B 
C!)門E~:; 0と.らE

CFi:2 OCOC 
C I_I F: :~; 1 (1 1)ιιR 

C I_I R :::: ，_， (l A F 9 

[lE:~L OBちA
[1 E L 2 f) B ::: ::: 

[lLY 0)ちちE
[1 :::; F' (¥ 0 ::: 4 4 
[1 ::;; F' H /~ 卜1 05CF 

[I':;F'XY 11[11 

[1 ~J L [1 1 Fi: (1 (ち[1

EHL 00 ~::;: 

F (i A R E (1 (l 2 :~ : 

FLA::;ω f) ::: 2 ';' 

FTAB 07C(i 

ci A F' :~ : (l 3 E 5 
C; E T L， C 0]・コ・コ

CiOO'-'T OOAE 
13 T 3Rf: 07 ち j~，

HEXCF: 1)ι12 

IBUFE 1.140 
1 W:;T2 (l8CB 
f:: A [1 [1 (l ，コCF-

f[ll (1'刀A9
トE'([1)只 fiらE[I

fE\' 1~2 (1ら8[1

f:Cir:;:F' 0'コ[17

ff:ANA ':) 口[12
f::::;fA二 ()A :? 1 

f' T B L (1 [11 E 

1丁目L， :~ ; (i [1 i'と目

LETNL OA2E 
卜1A Ci A (1 C '2 (l 

門し[11 OF47 
~1 L Cl'v' E () j C F 

l'l C1 T O ~: 0457 
t'l r;: I_Iト1 (i7DE 

ト1:::; Ci l (l ::: 7 [:: 

卜1Vド:F、{ (l三 1'7 

N L 11 ':; Ci (¥ 5 8ι 

t'l CI f [12 0 ') ，~ ， F 

ci N F' 1 (l F ::: [1 

(1 F' E N 0 4 :~: C 

F' (1 R E T 1 0 F ::: 7 

F' R T ::: 0 :::: B '5 

F.:BY 1 1) ~:A 4 
R[l2 02T¥ι 
REF'T 071 ・コ

F: E T H E: 1. 0 :~: E E 
F<T AF'2 0327 
F:YTHト11. 104B 

2HE X 1 0ι~: !:: 
'-::'F'NT 1 OC21.ご
-::'T門F:[I OEA ・~I

A D [1 c; A (:0 7 ::: 4 
BLf<l 04[1[1 
BUFER 10AB 
C H # (J (J 0 {:， 

C H X 2 (l C [1 :~: 
Cf，:::;1_I門 0423

co門NT 115::: 
C R [11 ::; (>匂巴ち
C'-' F: ::; :2 (i B 0 [1 
[11門 0504

DELO OBS4 

[lEL_50門 04AA

[lLYR 05ち4
[1 ::; F' 1 (l :::ちこ
D ::; F' R (1 C: ~: E 

[lTA[lR 11ち4

[1ωし[lF.:N (l Cιι 
E::;E T ()宍:二:て:

FAFi:E 1200 
FLF'(I::; 000:;: 

FUNC 0744 
G E T k Y (l ::: 3 2 
Ci E T L f':: N 0 '7 ・刀 1 

I ~ F.: A r' H (i A '-:.' ::: 
Ci T C R 07 1:" ':;0 

HL 1 (lι21 
1 ~1 1 C 1 (1 (l 1. 1:" 

H~ ・:; TF:O Of;AE 
f:: ('" N A (1 i~ l A 
f [1 A T l..J (i (i :2ι 
fEYFし ひら[lA

f: E Y l~~: i)と，CE
f: 1 I'~ (iち::::1-

t:門(1[1 E 1 1 [11) 

f: ::; f:: A ~1 i~ (l A 1三
fTBLCi (I[1AE 

f Y E: [1 A 1. 1 F ~: 
し門ONL'{ (1 ・コC(

門AtoJ Ci 1 )， [1 :: 

門し[12 OF7A 
11ト1(:1卜11 0 1 ::: ::: 

門 OTl~ 047[1 
門:~;f¥ 1，，' E (¥ 1 4 E 

11 ::; Ci X 1 (l ::: 7 E 

ト1しJARf・ 021，::，

N L_ F' H L ':; 0ちBC
N 0 f: f:: E Y 0 9 01 

ONF'2 OF9A 
CIF' T B L 1 (l 1 A 
F'F.: N T 0 :::Cら

F' F: T 4 (l:三:B::::
R8Y2 03BC 
FW[lAT 0282 
REF'T 1 07(1'コ

RETN OA'.7':; 

F: T A F' ~: (1 ::: 4 A 

Fi:YTH門'2 10ι寸

)1二LER 0ι4F 
つ'F'ONT (1仁三匂
)T門::;T OEちE

A門P門(l(lOF

B L k :~: 0 4 [1 A 

C2DATA 00lE 

CHF.:40 01ごEE
!こt::::::(:o (l・7と，E
l二LR::; OB31 

CF: OBE ::: 
C::;門[lT 00 3 :~: 

C I_' R ::; [1 () A E '刀

[lATA 0991 
DE し1 CiE:寸:;:

[lELι0511 

[lF'F:NT l1F2 
[1 ::; F' :~: (i ::: Oι 

[1 :~; F' R E [1 0 C 白 ~:E

[I'_'門F' 1) 1 2 (l 

[1 Y ::; C ::;し(l，::，[1ら
EXA[lF: 11ちι

F F l.J [1 0 4 E 1 
F L_ ::; [1 A T (l (1 1) E 
G A F' () -:: I-' '.7 

口ETL 0ιA4 
(iETLR (lブら 1

Ci R r'HCI (1勺:::B 
CiT C: f~: (O 07寸，..，

HLHE;: ()七・ 14

I~h T OBAl 
IClTE:L (_ii_) ι ーコ
f::ANACI りの.:.~ 

f: [1 A Tω1 0027 
トEYf:::EY ci・:;'OF

f:F 1 NO 073B 

1 1卜11 05 : ~: F 
f::NI_1門E: 1)らA~: 

f:: :~; ト1L， (l ・コ[[1 

f:TE:Lf" O[lCE 
トYF L 1 (Jι[IE 
L 0/-¥卜1E::;022[1 

門CLECT OOF 勺

卜1L [1 ~: (1 F ::: 2 

門 o 卜~ 1 T i_l () (:0 () 
門OTWCi 04・:!7 

卜1:~ ; C; (1 ::: ::;: 'コ

門::;T 0 F' .) 4 C E 

NAt1f:. 11，41 
N門::;G ::; T (1 2 :2 ::: 
N口トll_f: (:o9CO 
o N F' :~: 0 F B 2 

O'-'T F:T OAアl
F' R N T ::; 0 ::: C 4 

F'RTHL (1ち[1:::: 

F:E:Y3 03Cち
RDEL 10寸 F

F:EF'T2 0714 
~: 0 T (l・:i'刀ち

F: T A F' E ') :~ : (1 B 
F:YTH卜1:::: 1 (lちと:



204 

::;A門E 。ι:.:A ::;A門E1 。 ι~:[1 :::;AME2 0643 '::;A門E::: 。ι47 ::::AVEGO 01 Bち
~: C R [1 :;:: [1 0 C 1 2 三;仁:REN[I 0001ご :::CRN [1000 :::;C F: 02 OAEO ::;;CROL OAA7 
きlごF:O:::TOOOB :::; C R ::: E T <) :::: [1 :~: :::;CR:::; 1 Z 001 B ::::Cf1:::::T 0013 :::;CR::::TD OC 15 
::; E R:::F' 04B1 ::::ET門E::;0ι72 :;:;H 1 FT 09F2 ::;HIFT10AOl :::HL 0028 
::;HOF: T 051[1 :::; 1 Z E 1152 ~:;門 ALL OA::::。!5;門ALLO09::::::: :::: 0 '-'T OF22 
'::OUT 1 OF24 5.口'-'T2 (l F :~: 5 -・自，.由-・ (lOAヲ :::;:::;ET 057A :::: ::: F' 1 04B[I 
ST 。081 :::;TAIこ} 002E :::;TART 00::::8 ::::TAf1:T200::::F :::;TF'RET <)2AD 
:::TRGF 002[1 :::I_I門[lT 002B :::;I_I門門E::;(1ι92 ~:;ωEF・ 1)'，1・:1 -5;ωRf: 0015 
::;Y口}・::1 OOEB TAB 07FO TABl 07FF TAB2 0::::0人 TAB[lAT 11CO 
TABLE1 1024 TAF'ER 034[1 T[lF'CT OA4E TE門F'ω 001[1 T1門R[I 。EA9
r1M::::T OE5E TIT門E::; 10匂3 T門1 O::::FA T門2 03FB T門三: 040[1 
T門4 0421 T門ARf:: 03F1 T門Rl 。EFA T門・:;1 OE77 T門UF' 。F07
T門K OED2 T門X1 OF01 T門X2 OEE7 TOF 0007 T:::;PE 04F9 
TVF1 0::::ちlご TVF2 03ιA T'v'RFY ()セ:~::: VERFY 02BE VEF:門E::; 023t， 
凶BYl (J可勺=; ωBYTE 03::::F ωF'R門E::::0/:..:34 凶RDAT ( ) ~一.1:ー帽:ソー ωR 1 1 025A 
ωF:I2 0271 ωRI門E::;0ι7B しJR1 NF 0251 ωTAF・1 02DE ωTAF・2 02E7 
ωTAF'4 ()ニ:u:ι: ωTAF'E 02DA XTE門P OE5，O 



205 

A.5 BASICテープのコピー作成と改訂の方法

BASICテープのコピーを作成したり、 BASICインタープリタ MZ-IZ00lあるいはMonitorMZ-IZ001Mの改訂を行う

場合に必要な操作をここにまとめておきます。

MZ-2000に付属のカセットテープ rBASICMZ~lZOOlJ は、テープの寿命を超えた使J-nあるいは不慮、の事故による破

煩等によって使用できなくなることが考えられますので、ここで述べるコピー操作に従ってあらかじめ予備のBASICテー

プυを刊すえしておくようお!如、い致します。また、万ー"BASICインターブリタもしくは、 Monitorプログラム|人jにノくグ(プ

ログラムの誤り:bug) が見つかりました場合は、もよりのシャープサービス窓υ(技術サービス郎・サービスステーシ

ョン・サービスブランチ)へお問し、合わせください。訂正厄法をお知らせいたします。

なお、主要MZマイコンショッフ。へは、適時 rMZソフトウェア・インフォメーション」を配布しておりますのでご利用

丈?ごさい。

BASICテープのコピーの作り方+，

(1) BASICインタープリタ MZ-IZ001を起動します。

(2) MONコマンドを実行して、システムコントロールをMonitol'MZ-IZ001Mへ移します。

(3) モニタコマンドM (Memory correction) によ って、次のようにMonitorフ。ログラム自身のーー部分を変更します。

アドレス 変ll!:liijのデータ ~、足後のデータ

0289 2A 21 

028A 54 。。
0288 11 80 

02B9 2A 21 

028A 54 。。
028B 11 80 

(4)がれ、て、モニタコマンドL (Load) によ って、 BASICテ_7
0

をロードします。このH寺、 BASICインタ_7"リタと

Monitorプログラムは、 (3)で-Monitorプログラムの変更を行ったために、メモリエリア8000H帯地以降にロードさ

れ ますら

ローデイングを終了したら、新しいカセットテープをカセットデッキにセットし巻き民しを実行しておきます。

(5)次に、モニタコマンドJ(Jump) によ って、コントロールを、 OlB5H番地へ移します。この操作を1j-うと 、白動的

にカセ‘ソ卜テー7
0

への子;ーさ込み作業がIIH始され、 BASIC(および、Monitorフεログラム)のコピーテープが作成され

ます。

(6) li:J&したコピーテープは、11;:き込み於JI-JI Jのツメを J斤っ てライ ト プロテクトをかけておき 一大切に保科:してくださ~ '0 

(7) Monitor7"ログラムあるいはBASICインタ_7
0

リタで7
0

ログラミングをJ引別する|僚には、 (3)で行ったのと j主の操:{乍

によって、変足したデータをもとのデータに)えさなけれはなリません。

tlモニタコマンド Sによ って、 Monitorフログラムrl4を介むエリアをカセ ソ卜テーフにセーフしよ うとすると 、サムチェ ソクでエラーか

発ノI~しますc f;止って、 BASICテープのコピーは、単純にモニタコマンド Sで1i:成することができず、ここで川すJ制i:が必裂となるのです。
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圃 BASICインタープリ タMZ・lZ001またはMonitorMZ・lZ001Mの改訂方法

BASICインタープリタMZ-IZ00lまたは、 MonitorMZ-IZ00IMの改訂を行うには、前記のコピー操行:に於し、て、 (4)

のローデイング操作と(5)のセーブ操作の間に、データの変更(己文lド)操作を加えることになります。
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